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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。
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　死の刹せつ那な。

　この世と別れを告つげる、そのとき。

　人は、どんな光こう景けいを思い浮うかべるのだろう。

　どんな《想おもい出》が脳のう裏りに蘇よみがえるのだろう。




　愛する人に殺される瞬しゆん間かん、僕ぼくは、いったいなにを想おもい出すんだろう。

















scene1

　「我々には楽しむ義務がある！」















■　ＳｉｄｅＡ　街を守る僕たち　■




　午後一〇時過すぎ。近所の公園。青いベンチ。

「……本当によく似にてるよな」

　スポットライトのように暗くら闇やみを切り取る街がい灯とうの下、僕ぼくはしみじみと呟つぶやいた。

　街灯の光を撥はね返し、優やさしげに輝かがやいているペンダント。銀色のロケットの中には写真が入っている。

　写うつっている少女は、なぜか〝あの人〟によく似ていた。

　僕の知る〝あの人〟よりもずっと幼おさなくて一〇歳さいぐらいに見えるけれど……幼い頃ころの写真だって言われたら、疑うたがうことはないだろう。

　ペンダントに写真を入れとくなんて、いつの時代のセンスだよ？

　……って、気にするべきは、そこじゃないよな。

「問題は、どうしてコレをアダムのヤツが持っていたか」

　アダム──最初の人じん類るい。赤い法ほう衣いに身を包んだ、赤い瞳ひとみの少年。

　いわば、僕の敵てきだ。

　一〇日ほど前、アダムは僕にゲームを挑いどんできた。サクヤと協力し合うことで勝利することができた。

　去さり際ぎわ、アダムはこのペンダントを落としていったんだ。

　アイツは僕のことを嗅かぎ回っているみたいだ。監かん視ししてるようなことも言っていたしね。恐おそらく僕の過去についても調べてやがるんだろう。で、その調ちよう査さの一いつ環かんで〝あの人〟の写真を手に入れたのかもしれない。

〝あの人〟についての情じよう報ほうは、どんな小さなことでも知っておきたい。アダムが〝あの人〟の行方ゆくえを知っているのなら、土ど下げ座ざをしてでも教えを請こいたいと思う。

　その程てい度どで土下座するなんてプライドはないのか、なんて思うヤツがいるかもしれない。でも、僕の矜きよう持じは別のところにあるんだ。〝あの人〟のために土下座もできないだなんて、そんなのは僕のプライドが許ゆるさない。

　しかし、問い質ただしたくとも、アダムはあれ以い来らい現あらわれていなかった。

　彼は、こう言っていた。

『今日のところは、あなたの勝ちということにしましょう。ご褒ほう美びに、猶ゆう予よをあげますよ。しばらくの間、かりそめの平へい穏おんをあなたにあげましょう』

　セリフを裏うら付づけるように、アダムは僕の前に姿すがたを見せていない。

　これまで通り天使は出現していたけれど、一ひと晩ばんに一体か二体ほど。サクヤと一いつ緒しよに問題なく退しりぞけることができていた。

　拍ひよう子し抜ぬけするぐらいに街まちは平へい和わになったんだ。

　用心と準じゆん備びは怠おこたらないようにしておこう。彼は《今日のところは》とか《かりそめの》なんて不ふ穏おん当とうな言葉も付け加えていた。またちょっかいを掛かけてくるという意思表示に他ほかならないだろうしね。

　ロケットを閉とじ、ペンダントをポケットに放ほうり込こんだ。

「ヒソカ」

　それとほぼ同時に、公園にサクヤがやってきた。

　有あり栖す川がわ咲さく夜や。長い艶つややかな黒くろ髪かみと深い色をした黒こく瞳どうが目を惹ひく。桜さくらヶが丘おか高こう校こうの制せい服ふくに身を包んだ美少女だ。天使を殺す力を持つ《対天使兵器ルシフエリオン》だけあって、歩く姿すらも隙すきがなかった。触ふれたら切れそうなくらいの凜りんとした空気を漂ただよわせてる。昨日までは手足に包ほう帯たいを巻いていたけれど、それも取れたみたいだ。

　いつもながらの完かん全ぜん無む欠けつの無表情のままで、

「遅おくれた」

　遅ち刻こくを謝あやまるつもりのようだけど、まったく申もうし訳わけなさそうな顔をしていなかった。いつもだったら、揶や揄ゆするような軽かる口くちを叩たたくところなんだけれど。

「ああ、うん」

　間ま抜ぬけな返事をしてしまう。

　リアクションの薄うすい僕を見て、ふん、とサクヤは鼻を鳴らし、ベンチにどすんと腰こし掛かけた。ピンと背せ筋すじを伸のばしている。相あい変かわらず姿し勢せいがいい。

　夜の公園に沈ちん黙もくが流れる。なにか喋しやべらなきゃ……。三秒ほど考えた後で、

「時間に正確なサクヤが遅れるなんて、珍めずらしいね」

　当たり障さわりのないセリフを吐はいた。

　最近は一一時頃に待ち合わせをして、二時過すぎまでは天使の出しゆつ現げんに備そなえて待たい機きをすることが多くなっていたんだ。天使は夜間に出現することが多いからさ。

「数学の宿題が出ていたでしょう？　それに少し手て間ま取どった」

「ちゃんと終わらせてから来たんだ？」

「当とう然ぜんでしょう？　与あたえられた課か題だいは、完かん遂すいするよう訓くん練れんされてきた。それに、私は仮かりにとはいえ高校生なんだ。学生は学がく業ぎようが本ほん分ぶんと聞いた。だったら、怠おこたるわけにはいかない」

「そっか」

　それきり会話が途と切ぎれてしまう。漂ただよう静けさが、なんだかとても気まずかった。

　僕はどちらかというと饒じよう舌ぜつな男だと思う。《オメガ》なんて特とく殊しゆな存そん在ざいだ。しかし、不死身だというだけで、他ほかにはほとんど《力》も持ってない。それゆえ、詭き弁べんと空くう論ろんを駆く使しし、舌した先さき三さん寸ずんで《力》を持つ相手を騙だまして、利用する術すべを磨みがいてきたんだ。

　だからこそ、なにを喋ったらいいのかわからなくなっていた。

　先日、僕は、サクヤにキスをした。

　自分でも、なぜキスなんかしたのかよくわからなかったけれど──恐おそらく《誓ちかいのキス》のつもりだったんだろう。

　僕を好きになろうと真まっ直すぐにぶつかってくる彼女に、向き合ってあげよう。

　僕には〝あの人〟がいる。恋こいに落ちることなんてない。だけど、これ以上、サクヤを傷きずつけないように、せめて僕が今感じている《大切さ》には素す直なおになろう。

　そんな風に、誓ったんだ。

　その誓いは、非ひ情じように徹てつしきれない僕の甘あまさに他ならない。

　拾ってあげることができない捨すて猫ねこに一夜だけエサをあげるような。野の良ら犬いぬに懐なつかれて、情が移うつってしまうような。

　二重基準ダブルスタンダード。二律背反アンビバレンツ。自じ己こ矛む盾じゆん。ジレンマ。あるいは、ただの気まぐれ。

　そういうタイプの甘あまっちょろさだって、自分でも気が付いている。

　でも、彼女のことを《大切だ》と思ってしまったことは、間ま違ちがいがないから。

　だから、《甘さ》を承しよう知ちで、誓いを立てた。

　しかし、僕を横目で睨にらみ付けて、サクヤはもう一度鼻を鳴らす。

「最近、おまえは黙だまってばかりだな」

「……そんなつもりはないんだけどね。もっとペラペラ喋りまくった方がいいかな？」

「ふん。ヒソカは、いつもうるさい。黙っているぐらいがちょうどいい。《沈ちん黙もくは金だ》って言葉も聞いたことがあるし。なんなら、その口を縫ぬい止めてあげてもいいけど？」

「お願いするよ」

　再び、会話が無くなる。なにを話していいのか、わからなくなる。

　軽口ではぐらかして、作り笑いで誤ご魔ま化かして、ずっと生きてきたから。真しん剣けんに恋をしようとする彼女に対する術を持っていない。情なさけないことに、会話すら途と切ぎれるようになってしまったんだ。

　どんな風に彼女と接したらいいんだろう？

　そもそも《向き合う》って、どういう状じよう態たいを言うんだろう──？




■　ＳｉｄｅＢ　学校生活を送る僕たち　■




《音おん相そう》なんて言葉を聞いたことがある。

　なんでも音の響ひびきによって、感じるイメージが違うらしいんだ。

　それによれば、イ段の音はクールな印いん象しようを与あたえがちなんだとか。僕は《シドウ・ヒソカ》なんて姓せい名めいともにイ段から始まるから……ひょっとしたら冷つめたい感じのする名前なのかもしれない。

　また、ア段の音ってのは、力強さや明るさを感じさせることが多いらしい。

　これは僕的には納なつ得とくだ。例たとえば、《サクヤ》《ライカ》。二人とも名前に母ぼ音いんのＡが二つも入ってる。名前から受ける印象も、通つう説せつ通どおりだね。

　で。

《名は体たいを表わす》ってことなのか、そうした音の印象ってのは、本人の性せい格かくにも似に通かようことがあるんだそうだ。ア段の音が多い名前の人は、《ハッキリした》《押おしが強い》《我がが強い》。そんな人が多いらしい。確たしかに、サクヤも来らい夏かもそういう傾けい向こうがあるね。

　そして、僕は《名前に母ぼ音いんのＡの人は、我が強い》という法ほう則そくにピッタリ一いつ致ちする人を知っている。

　その人の姓せいは、高天原。《ＴＡＫＡＭＡＧＡＨＡＲＡ》。

　なんと名字が全すべて、ア段の音でできているんだ。

　そして、名前はそのものズバリ──Ａ。

　桜ヶ丘高校の生徒会長にして、神かみ代しろ市一帯に隠いん然ぜんたる支配力を持つ旧きゆう家かの娘むすめ。モデルも裸足はだしで逃にげ出す美び貌ぼう。バスト一一一センチ、今も成長中の驚きよう異いの胸きよう囲い。似に合あわない泣きボクロ。トレードマークの腕わん章しよう。《愛で世界を救う》ために日々邁まい進しんする強きよう制せいラブコメ装そう置ち。自じ称しよう・悩なやめる者の最後の砦とりで。動く愛の駆かけ込こみ寺。縁えん結むすびの女め神がみ。恋れん愛あい最終兵器。恋愛原理主義者──高たか天まが原はらＡはじめ。

　彼女の我の強さは、高天原家の長女として生まれた時じ点てんで決定していたのかもしれないね──

　五月も終わりに近づいた穏おだやかな昼休み。いつも通り昼食を食べずに、図書室の棚たなの奥おくで脚きや立たつに腰こし掛かけ、図と書しよ委い員いんの女の子オススメの小説《ホッグ連続殺人》を読んでいた僕は、

『私は、桜ヶ丘高校生徒会長、高天原Ａである！　諸しよ君くん、愛し合っているか!?』

　我われながらコジツケっぽいことを考えながら校内放送に耳を傾かたむけていた。

　スピーカーから、大だい音おん量りようで高天原センパイの美び声せいが流れ続けている。

『今月の一四日、我わが校の愛し合う男女が天使に《回かい収しゆう》されるという傷いたましい事じ件けんがあった。恋人同士が夜の逢あい引き中に共に殺されるとは……実に悲しい！　悲し過ぎる！　もし、天使を指し揮きする存そん在ざい、神に類るいするヤツが本当にいるのなら……私は神を憎にくむ！　今すぐに乗り込んでいって殴なぐってやりたいと思っている！　──だが、その悲ひ劇げきを除のぞけば、幸いなことに、最近は非常に《平和》だ。天使による回収者も少なく、連日昇しよう降こう口ぐちの掲けい示じ板ばんには桜さくらの花が咲さき乱れている』

　学校の生徒が《回収》されると昇降口のところにある小さな黒い掲示板に、名前が張はり出される。もし誰だれも《回収》されなかった場合は、掲示板には桜の造ぞう花かが飾かざられるんだ。粋いきな先生もいたもんだね。

『ようやく訪おとずれた《平和》だ。しかし、この穏やかな日々は、長くは続かないかもしれない。明日にも、終わってしまうかもしれないんだ。なあ、諸しよ君くん。我われ々われは、ただ漫まん然ぜんと平へい穏おんを享きよう受じゆするだけで良いのだろうか？　一日は八六四〇〇秒しかない。かったるい授じゆ業ぎようだからと一時限ほど居い眠ねむりをしていれば、そのうちの三六〇〇秒を失ってしまう。そのように無む駄だに《平和》を浪ろう費ひしてしまっていいのだろうか？』

　センパイは言葉を切った。スピーカーが沈ちん黙もくする。学校は静まりかえっていた。生徒会長の言葉に聞き入っているのか、それとも図書室の隅すみにまで生徒の声が聞こえてこないだけなのか、定さだかではないけれど。

　たっぷり一〇秒ほどの沈黙の後、芝しば居いがかった口く調ちようでセンパイは続ける。

『答えは──否いなだ。

　我々はもっと積せつ極きよく的てきに《平和》を享受すべきなのだ！　攻せめの姿し勢せいで《平穏》を謳おう歌かすべきなのだ！　全身全ぜん霊れいをかけて《日常》を生きるべきなのだ！　平ひらたく言うなら──こういうノンビリした時こそ、アグレッシブに《楽しいコト》をしなければウソだ！　そうは思わないか、諸君！』

　賛さん同どうした生徒たちがする拍はく手しゆの音が、僕の耳にも届とどいた。

『《回収》された生徒たちの分までも、我々には楽しむ義ぎ務むがある！　そして、理り不ふ尽じんな運命に翻ほん弄ろうされ！　くそったれな世界に傷きずつけられ！　いつの日か悲ひ劇げきに見み舞まわれてしまう自みずからのためにッ！　我々は、楽しむ権けん利りを持っているのだッ！　そうは思わないか、諸君ッ！』

　センパイの口調が熱を帯おびていく。それと反はん比ぴ例れいするように、僕のココロに嫌いやな予よ感かんが広がっていく。センパイがこんな風にヒートアップするときは、ロクなコトを言わないんだよな……。

『そこで、私は考えた！　昨年、残念ながらも中止されてしまった、あるイベントを今こそ復ふつ活かつさせようと思うのだ！

　そう──去年、一年生たちの多くが林間学校の最中に天使に襲おそわれ、大部分が《回収》されてしまった、あの悲劇のために中止されたままになっていた、高校生活最大とも言えるイベントだッ！』

　学校中が再び静せい寂じやくに包まれる。

　長い、長い沈黙の後で、高天原Ａは宣せん言げんした。







『《第四四回・桜ヶ丘高校学がく園えん祭さい　桜おう花か祭さい》を開かい催さいするッッッ！』







「えええええええええええええええええええええ──────────────ッ!?」

　学校にいる全校生徒が絶ぜつ叫きようした。普ふ段だんは「図書室ではお静かにっ」以外の言葉を聞いたことがない図書委員の女の子まで、椅い子すから飛び上がって驚おどろいている。

『開催日は、六月一三日、一四日の二日間とする！　準じゆん備び期き間かんは二週間あまりしかない！　アハハハハッ！　諸君、無む駄だな時間は一秒たりとも存在しないぞー！』

「あり得えねえー！」「ムチャだ！」「ウソでしょ!?」「信じらんない！」

　学校の至いたるところから、悲ひ鳴めいにも似にた叫さけびが聞こえてくる。この絶叫は真っ当な主しゆ張ちようだよね。本ほん来らい、ウチの学校の学園祭は一〇月に行われていたんだ。それを一学期の中間考こう査さも間近な時期に、突とつ然ぜん開催しようって言うんだから、驚くのも無理はない。

　しかしながら、そんな叫びを意に介かいする高天原センパイではないワケで。

『青春は待ったナシだ！　気付いたならば、走り出せ！　滑すべって転ころんで、血を流せ！　必ずや、その傷きず跡あとは、諸しよ君くんらを助けるであろう！　──私は、桜ヶ丘高校生徒会長、高天原Ａである！　以上で放送を終わるッ！』

　ピンポンパンポーン──場ば違ちがいなほどに軽かろやかなチャイムの音を残して放送は終わり、桜ヶ丘高校は唐とう突とつに《学園祭準備期間》へと突とつ入にゆうした。

　学校中がざわめきに包まれていた。図書室にいた女の子たちも、「ど、どうしよう？　部活の展てん示じ考えなきゃ！」「二週間で絵なんて描かけるの!?」「部長のとこ行ってくる！」なんて真しん剣けんな顔して相談してる。

「ま、僕には関係ないけどね……」

　再び僕は、文庫本に目を落とした。活かつ字じを頭に流し込んでいく。

　これまで学校の行ぎよう事じなんてマトモに参加したことがなかった。一年の時の学園祭でも反はん感かんを買わない程てい度どに手伝ったりはしたけど、学園祭当日は風邪かぜを引いたことにしてサボってたしね。出席を取らなかったからさ。

　僕にとって学校行事は、学校がちゃんと機き能のうしているかどうかを示しめす《目安》に過ぎない。作り笑いを浮かべて、ただ眺ながめていられれば、それでいいんだ。

　図書室の片かた隅すみで《ホッグ連続殺人》を読み続け、昼休み終しゆう了りようのチャイムが鳴るのと同時に読どく了りようすることができた。うん。図書委員の娘こが《オススメです》なんてメモ書きと一緒に置いておいてくれただけあって、すごく面おも白しろかった。昔むかしはテキトーに本を選んで読んでいたけれど、図書委員の女の子がこっそりとオススメをピックアップしてくれるようになってからは、悪くない昼休みが送れてる。

　こんな感じで面白い本でも眺めているうちに卒業の日を迎むかえられたら楽なんだけどな──なんて思いながら、図書室を後にした。
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　放課後。教室の最後列。窓まど際ぎわにある僕の席。

　椅い子すに座すわったまま教室の窓まどに寄りかかり、窓の桟さんをマクラにするような感じで窓の外に顔を出して、僕は逆さかさまになった景け色しきを眺めていた。

　三年Ｃ組の窓からは、学校の東側に広がる青々と茂しげる木こ立だちが見える。青く澄すんだ大地と緑色の空を眺めながら、

「最悪だ……。最悪すぎる……」

　嘆なげきの言葉を呟つぶやき続ける。きっと僕の口からは、エクトプラズム的ななにかがにょろりと顔を出していたことだろう。にょろり。にょろりにょろり。

　隣となりの席からは、別の悲ひ嘆たんが聞こえてくる。

「なんてことだ……！　絶ぜつ好こうのチャンスだったのにっ……！　共同作さ業ぎようというのは、愛を深めるのに効こう果か的てきだと師し匠しように教わっていた……。その好こう機きをみすみす逃のがすとは……。一生の不ふ覚かく……ッ！　こんなミスは滅めつ多たにない……。上官に知られたら懲ちよう罰ばつものだ……っ[image: !!!]」

　きっとサクヤが机つくえに突つっ伏ぷして、頭を抱かかえているんだろう。

　天てん地ち逆さかさとなった景色を眺めたまま、サクヤに向かって手をパタパタと振ふって、

「そんなに実行委員がやりたかったら代わってあげるよ」

「ダメに決まってるでしょ！」

　──ぼふッ！　おなかにチョップを入れられた。

　息が詰つまって、跳はね起きる。

　部活動をしている生徒は、学園祭に向けての緊きん急きゆうミーティングにでも向かったのだろう。すっかり人ひと気けの少なくなった教室。僕の机の上に、幼おさななじみの萌ほう月づき来らい夏かが座っていた。ほどよく引き締しまった体たい軀くに活かつ発ぱつそうなショートカット。よく動く大きな瞳ひとみ。全体的に自じ己こ主張の強い外がい見けんだけど、特に胸むねは存そん在ざい感かんを放はなちまくっていた。大きすぎて、制服のボタンがはち切れそうな勢いだ。そんな来夏が、片方の眉まゆをつり上げ手しゆ刀とうを振り上げている。

「学園祭実行委員は男女ペアじゃなきゃいけないんだからっ。サクヤさんと代われるワケないじゃんっ！　いい加か減げん、諦あきらめてよねっ！」

　──ビシビシビシッ！

　立て続けに頭に手刀の雨が降ふる。

　リアクションを取るのも億おつ劫くうだったので、来夏のチョップを手で払はらいながら、

「あのさ、来夏……。何度か言ったことがあると思うけど、僕はそういう学校行事とかは好きくないんだよ」

「うん。知ってるよ」

「って、おい。知ってるなら、僕を巻き込むなよ」

「知ってたからこそ、ひーちゃんを推すい薦せんしたんだってばっ」

　出っ張った胸をさらに反そり返らせて、悪びれもせず来夏は言い切りやがった。

　ついさっき終わった五時限目のＨＲのことを思おもい出し、深いため息を吐ついた──







　学園祭開催の放送があったのが昼休み。その日の五限目の授業は、学園祭に向けての話し合いをするためＨＲになったんだ。高天原センパイは、教きよう師し陣じんには朝のうちから根ね回まわしをしてあったみたいだね。その理り性せいを、無む茶ちやな決定をする際さいにも発はつ揮きして欲ほしいもんだ。

　それはさておき。

　ＨＲで、まずは学園祭実行委員を決めることになったんだ。当然、我わがクラスの委い員いん長ちよである栗くり木き坂ざか有ゆ香かが、女子の実行委員を兼けん務むすることになると思ったんだけど。

「実行委員に立りつ候こう補ほする方はいらっしゃいませんか？　自じ薦せん他た薦せんは問いません」

　司会進行をしてたいいんちょが、そう問いかけた途と端たん、「はいはいはいはいはーい！」と来夏が勢いよく手を挙あげて、

「私、立候補しまーす！　ついでに、男子の実行委員はひーちゃん…じゃなかった、椎し堂どうくんが良いと思いまーす！」

「なっ!?」

　慌あわてて、「冗じよう談だんじゃない！」と叫さけぼうと思ったけれど、後の祭まつり。クラスメイトが「賛成ー！」「異い議ぎなーし！」なんて叫び出して、哀あわれ僕の意見は圧あつ殺さつされてしまう。

「それじゃ、実行委員は萌月さんと椎堂くんってことで……」

「待って！」

　いいんちょの言葉に異いを唱となえたのが、サクヤだった。すっくと立ち上がり、いいんちょをビシッと指さす、

「その《がくえんさいじっこういいん》というのは、ヒソカと一いつ緒しよに、なにかをするものなの？」

「そうです。我がクラスのリーダーとなって、学園祭を成功へと導みちびくんです。大変だとは思いますが、きっとやりがいはありますよっ」

　それを聞いたサクヤは僕を睨にらみ付けた。続いて、来夏を見て、もう一度僕を睨むと、大きく頷うなずく。

「私がやるっ！」

「って、ダメだよ、サクヤさん！　私が先に立候補したんだかんね！」

　椅子を蹴けって立ち上がり、来夏が食ってかかる。

　そんな幼なじみを、対天使兵器ルシフエリオンは冷たい視し線せんで見つめて、

「悪いけど、諦あきらめて。私はヒソカと相そう思し相そう愛あいにならなくてはいけない。《がくえんさいじっこういいん》というのを一緒に体たい験けんすれば、きっと仲が深まると思うっ！」

「そ、それは、私だって……っ！」

　勢いよく言い返したけれど、急に来夏は口をパクパクしはじめた。クラスの女の子たちが「がんばれっ！」「言っちゃえ！」と応おう援えんしていたけれど……

「あーうー、それはー、そのー……」

　人差し指を突つき合わせながら、顔を真まっ赤かにして俯うつむいてしまった。

「べ、別にっ……私は、ひーちゃんと仲良くなろうなんて考えてないけど……」

　なぜだかよくわかんないけれど、来夏のセリフに外がい野やから「ああ～」と残念そうな声が漏もれる。

　しかし、来夏はキッとサクヤを睨み付けた。

「でも、譲ゆずらないよ！　ゼッタイに負けないって決めたんだもんっ！」

「おおおー！」盛もり上がるクラスメイト。

　サクヤは冷静にその視線を受け止めたまま、隣となりに座すわってる僕の腕うでを摑つかんだ。

「言ったでしょう？　《これ》は私と恋れん愛あいしてるの。来夏さんには渡わたせない」

「うおおおおおおおーっ！」盛り上がりまくるクラスメイト。

「だったら、折せつ衷ちゆう案あんってコトで、来夏とサクヤの二人が実行委員になったらいいんじゃないかな？」

　ドサクサ紛まぎれに僕がそっと提てい案あんすると、

「ふざけんな！」「黙だまってろ！」「面おも白しろくなってきたのに！」「鈍どん感かん！」「いつもニコニコしてなに考えてるかわからん！」「生徒会長の手先め！」「女たらし！」「このモテ！」「非ひモテの怒いかりを思い知れ！」「金貸してくれ！」「信用できねぇ！」「たんぼを返せー！」

「って、なんで僕が怒おこられるんだよ!?　わけわかんないツッコミも入ってるし！」

　クラスメイトから総そうツッコミが入って、即そく座ざに却きやつ下かされてしまう。

　そこから先の展てん開かいは、まるで《怪かい獣じゆう映画》でも観ているような気分だった。来夏とサクヤという二体のモンスターがお互たがいに一歩も譲ゆずらず、「譲って！」「やだ！」なぁんて幼よう稚ちな舌ぜつ戦せんを繰くり広げている最中、僕は為なす術すべ無く眺ながめていることしかできなかったんだからさ。見るも無む惨ざんに破は壊かいされてしまうのは東京タワーや国会議ぎ事じ堂どうではなく、恐おそらく《僕の平へい穏おんな日々》。

　話し合いでは結けつ論ろんがつかず、多数決をすることになった。しかし、結果はサクヤと来夏に入った票ひようの数はピッタリ同じだった。クラスメイトどもめ、完全に遊んでやがるんだ。楽しめそうなことを見つけた時の団だん結けつ力りよくは、ハンパないんだよね。ホント、もっと有ゆう意い義ぎなことにその力を使った方がいいと思う。ダム建設とかさ。

　しかし。

　いよいよＨＲが混こん迷めいを極きわめようとした時、サクヤが発した言葉によって、一気に趨すう勢せいは決したのであった──




「ところで、《がくえんさい》って……なに？」







　机つくえに突つっ伏ぷし、頭を抱かかえているサクヤは、旦だん那な様さまの大事なツボを割ってしまったお手伝いさんのような口く調ちようで呟つぶやき続けている。

「ああ、なんであんなことを口走ってしまったんだろう……。いや、私は学校に通ったことがない。知らなくても、無む理りからぬことなんだ……。斑鳩いかるが先生も大目に見てくれれば良かったのに……」

　ＨＲのようすをずっと黙って眺めていた担たん任にん教師の斑鳩ちゃん（二九歳・独どく身しん・お婿むこさん募ぼ集しゆう中ちゆう）が、お気き楽らく極ごく楽らくな口調で「あららー、学園祭についてなにも知らないんじゃ、仕し方かたないわねー。センセイは萌月さんに一票いれるわー」なんて言い出して、来夏と僕が実行委員をすることに決まってしまったのだ。

　結局、最後まで僕に拒きよ否ひ権けんは与あたえられなかった……。ああ、最悪だ。最悪すぎる。

　悔くやしげなサクヤとは対たい照しよう的てきに、来夏は血けつ色しよくのいい頰ほおをさらにツヤツヤさせつつ、

「仕方ないって。学園祭を今まで一度も経けい験けんしたことないんじゃ、どんなものなのかもわからないだろうし。今回は私とひーちゃんに任まかせておいてよっ」

「来夏さんは、何度も《がっこうぎょうじ》というヤツに参加したの？」

「そりゃ、もちろん。私はごく普ふ通つうに学校に通ってたもん」

「…………ヒソカと一緒に？」

「うん。私とひーちゃんは幼よう稚ち園えんから今までずーっと同じ学校だったから。学校のイベントにもたっくさん一緒に参加してきたんだよ」

　机の上に座っている来夏は、嬉うれしそうに笑いながらサクヤを見下ろしている。

「中学三年の時の学園祭は《お化ばけ屋や敷しき》を作ってさ、ひーちゃんと一緒にお化けのコスプレして、みんなを脅おどかしたんだよ。ね？」

　来夏がウィンクしてきたので、「まあね」と肩かたを竦すくめて同どう意いする。

　中学生の時はおかしな方向へグレまくっていた僕だけど、〝あの人〟に勧すすめられて学校に通うようになった。三年生の頃ころは学校のイベントにも参加するようになっていたんだ。

「私が《猫ねこ娘むすめ》のコスプレしてて……えーっと、ひーちゃんのあの格かつ好こうは、《一つ目小こ僧ぞう》だっけ？　《油すまし》だっけ？」

「……《小豆あずき洗い》だよ」

「あー、そうだったそうだった！　ミノと笠かさをつけて、洗せん面めん器きに入った小豆をかき回してたっ！　教室のすみっこで！　あははっ！」

「やめてくれ。僕の人生の汚お点てんなんだ」

　うげーっと舌したを出してみせると、来夏は手を叩たたいて喜ぶ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、格好良かったから！　なんていうか、ダンディーな感じで？」

「どこがダンディーだよ？　小豆洗ってるんだぞ？　……まあ、渋しぶいか渋くないかで言ったら、渋い行動のような気もするけどさ」

「でしょー？　あはははは！」

　おざなりなツッコミに、来夏は声をあげて笑った。

「そうそう、格好良かったと言えば、三年生のときの体育祭！　応おう援えん合がつ戦せんに出てたひーちゃんは本当に格好良かったよね！」

「応援合戦？　覚おぼえてないけど……」

「ほら、ひーちゃんが学ランの長いヤツ着てさ！　応援団みたいなコトやったじゃん！」

「あー、やった気もする」

　来夏は夢ゆめ見みるような遠い瞳ひとみになって、

「強い風が吹ふいてて……砂が舞まってるグラウンドに、ひーちゃんたちが立ってるんだよ。長いハチマキと学ランの裾すそが風にはためいててさあ。みんなが静まり返ってる中に、ドンって太たい鼓こが鳴って！　うーん、あれは格好良かったよー！　今でも、ひーちゃんの『フレーッ！』って声を思い出せるもん！」

「アレはクラスの連中に無む理り矢や理りやらされただけだよ……。確か応援してる間も『早く終わらないかなー』って、ずっと考えてた気がする」

「えー、そうだったのー!?　うわーん、知りたくなかったー！　美しい想い出を汚けがされた気分だよー！」

「ついでに言うなら、僕にとっての体育祭の記き憶おくは来夏にキックされたことしかないよ」

「キック？」

「来夏、応援でチアやっただろ？　で、チアガールの格好で僕の部へ屋やにベランダ越ごしに乗り込んで来てさ。『どう!?　可愛かわいい!?』なんてしつこく聞きながらチアのキックとか見せてくれて……」

　来夏の頰ほおが真っ赤に染そまった。

「うわ、思い出した。足を上げた拍ひよう子しに滑すべって転ころんで……支えてくれようとしたひーちゃんの顎あごを蹴けり上げちゃったんだよね？」

「あんなに見み事ごとなサマーソルトキックを食くらったのは、後にも先にもあれだけだよ」

「うわーん、忘れて忘れてっ！」

　首に手を掛かけて、来夏はがくがくと僕の頭を揺ゆすった。

「こら、苦しいだろ！」

「だったら、忘れて！　今すぐにっ！」

　──ガタンっ！

　突とつ然ぜん、サクヤが椅子を蹴って立ち上がった。

　感情のまったく読みとれない完かん全ぜん無む欠けつの無表情で、僕と来夏を見て、

「帰る」

　ぶっきらぼうに告つげると、カバンをひっ摑つかんで教室を出て行ってしまった。

「……どうしたんだろうね？　用事でもあったのかな」

「さあ？」

　来夏もきょとんとした顔で首を傾かしげたけれど、ぴょんと机から飛び降りた。ズビシ！　と僕を指さして、

「それはさておき、ひーちゃんには頑がん張ばってもらうよっ！　一昨年おととしは参加しなかったでしょ？　高校最後の学園祭、バッチリ参加してもらうかんねっ！」

　黙だまったまま肩かたを竦すくめる。

　わざわざ実行委員に僕を推すい薦せんしたのは、学園祭に参加させたかったからなんだね。ったく、学園祭なんて、そんな気合いを入れるようなものでもないだろ……。

　そう思ったけれど、口に出しては言わなかった。

　きっと来夏にチョップされてしまうような気がしたからさ。
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　翌日。放課後。生徒会会議室。

　早さつ速そく、《第一回学園祭実行委員会》が開かい催さいされ、来夏と一いつ緒しよに出席することになった。本当はこんなもの出たくなかったけど、仕し方かたがない。僕は《ごく普ふ通つうの善ぜん良りようなクラスメイト》を演えんじているんだ。《悪目立ち》はしたくない。押おしつけられてしまった仕事は、反感が出ない程度にはこなす必ひつ要ようがあるだろう。

　会議室には驚おどろいたことに、妹の微かすかもいた。

　僕と一つ違いの高校二年生。制服に包んでいる身体からだはものすごく華きや奢しやで発育に乏とぼしかった。顔も童どう顔がんだから小学生の頃ころから成長していないように見える。分ぶん類るい学がく上では《ロリ目つるぺた科》に属ぞくするマイシスターだ。

　後で聞いたところによると、僕が実行委員になったと知って、慌あわてて実行委員を代わってもらったそうだ。サクヤといい微といい、なんでこんなもんをやりたがるのか理り解かいに苦しむ。

　長方形に長机が組まれた議ぎ場じよう。二クラスしかない二年生の実行委員は、対たい面めんに座すわっている。目が合うたびに、微はふんわりした長ちよう髪はつを揺ゆらしつつ、机の下で小さく手を振ふってきた。振り返してやらないとプクーっとむくれるので、ときどき机の下で手を振ってやりながら、高天原センパイのお言葉を拝はい聴ちようする。

「よくぞ集まってくれた、各クラスの精せい鋭えいたちよ！　共に桜花祭の開催に向け尽じん力りよくしようではないかっ！　それでは第一回学園祭実行委員会を開始する！」

　演えん説ぜつをするナチス軍人のように拳こぶしを振り上げた。腕うでに着けられた腕わん章しようには《全開フルスロツトル》の文字があり、僕の気分を暗くさせる。

「まずは、桜花祭とはどのようなものか、説明してやろう。一年生はもとより、二年生も我が校の学園祭は経験がないだろうからな」

　二年生の生徒が小さく頷うなずいた。林間学校の途と中ちゆうで天使に襲おそわれ、一年生（現在の二年生）の大部分が《回かい収しゆう》されるという悲ひ劇げきが起こったため、昨年の学校行ぎよう事じの大部分が中止になったんだ。ウチの妹は、その頃は不ふ登とう校こう気ぎ味みだったから助かったんだけどさ。

「桜花祭は名めい実じつ共ともに、我が桜ヶ丘高校最大のイベントである！」

　僕たちが住む神代市近きん隣りんには五つの高校がある。だが、そのうちの三つを経営しているのが《沙さ庭にわ学園》という組そ織しきであり、実じつ質しつ的てきな支配者は高たか天まが原はら家けだ。

　桜ヶ丘高校は、沙庭学園が運うん営えいする私立高校だったりする（高天原家が莫ばく大だいな寄き付ふをしているおかげで、学がく費ひは公立高校よりも安いけどね）。

　偏へん差さ値ち的てきには市内で上から二番目。進学校というほど勉強に力を入れてない。わりとノンビリした校こう風ふうだ。

　その分、部活動が盛さかんで《世界滅亡カーテンコール》が始まる前までは、運動部は県大会の常じよう連れんだった。文化系のクラブもいろいろな賞を受じゆ賞しようしていたそうだ。

　そんな学校だったから、学園祭は毎年力を入れていて、派は手でに行われていたらしい。

　土日には一いつ般ぱんのお客さんも多く訪おとずれ、桜花祭は街まちをあげたちょっとしたお祭りだった。小学生の頃、来夏と一緒に遊びに行ったことがある。あまりよく覚えていないけれど、とてもにぎやかだった気がする。

　高天原センパイは、握にぎりしめた拳こぶしを胸に当て、残念そうに首を横に振る。これまた演えん説ぜつっぽい芝しば居いがかった動どう作さだ。

「《世界滅亡カーテンコール》が始まり、桜花祭の規き模ぼも縮しゆく小しようしてしまった……。非常に残念だ。なあ、諸しよ君くん。世界が平和だった当時と同じ規模の学園祭を開こうとは言わない。だが、見み劣おとりしない桜花祭を作り上げようではないかっ！」

　実行委員たちが拍はく手しゆをした。僕も一いち応おう、手を叩たたいておく。そんなに熱くなれるセンパイに乾かん杯ぱいだよ。

　その後、生徒会長は学園祭開催までの段だん取どりなどを説明した。僕たちが話し合って決めることはほとんどなかった。前もってセンパイが綿めん密みつな計画を用意してくれていたんだ。

　僕は高天原センパイを《妄もう言げん実じつ行こうタイプ》の人間だって思ってる。いつもムチャクチャなコトを言い出すけれど、それを実現するために事じ前ぜんの計算と準じゆん備びを怠おこたらないんだ。《バカにハサミは持たすな》なんて言うけれど、センパイの場合は《ハサミの使い方を熟じゆく知ちしたバカ》って感じかな。いや、違ちがうか。なんにせよ、迷めい惑わくなのは間違いない。

「すまない。こうしたスケジュールを決めることも学園祭の醍だい醐ご味みだとは思うが、なにせ時間が少ないからな。ある程てい度ど、私が決めさせてもらった。そのぶん、諸君らにはクラスの企き画かくに力を入れてもらいたい。以上、ここまでで意見のある者はいるか？　六月開催の是ぜ非ひを含ふくめて反はん論ろんして構かまわないぞ」

　手を挙あげるものは誰もいなかった。本来一〇月に開催する学園祭を六月に開いてしまうという暴ぼう挙きよについても納なつ得とくしているんだ。

　口に出しては言わないけれど、僕たちのセカイは一〇月まで保つかわからないって、みんな思っている。だからこそ、平穏な時期に学園祭を前まえ倒だおししてしまえっていう一いつ見けん乱らん暴ぼうなセンパイの考えにも従したがっているのだろう。

　その後、男子の実行委員には、校門に建たてられる入場ゲートや後こう夜や祭さいのファイヤーストームを組み立てたりする力仕事が割り振られた。女の子たちには、それぞれ会かい計けいなどが与あたえられたようだ。

　ワンマン女社長の雰ふん囲い気きで、事じ務む的てきに指示を与えていた高天原センパイは、ふいにニヤリと笑った。その笑顔は女社長っぽい感じではなくて、僕にとってはトラウマに近い見み覚おぼえのある笑えみだった。

　センパイは各クラスの実行委員にプリントを回す。

「さて、今回の後夜祭では、ちょっとした趣しゆ向こうを凝こらしたいと思う。事と次し第だいによっては、後夜祭こそが最さい重じゆう要ようとなるようなラブ度満点の趣向をなっ！」

　セリフを聞いて、確かく信しんした。

　今のセンパイの笑顔。これは──恋れん愛あい原げん理り主しゆ義ぎ者としての笑えみだ。







　幼おさななじみの来夏は隣りん家かに住んでいるけれど、彼女とは通学方法が違う。僕は自転車通学。来夏も自転車で通うこともあるみたいだけど、バス通学がメインみたいだ。

　通学に掛かかる時間はどちらも大差ないのに、どうしてバスを使うのか未いまだによくわからない。コイツは元気が有あり余あまってるんだし、バス運うん賃ちんも掛かるんだから、自転車で登校すればいいと思うんだけどね。そうしてくれれば下校時間が重なった時に、「乗せてってよ！」なんて言われなくなるのにさ。

　高台に建っている桜ヶ丘高校の《負ふの名物》である急きゆう坂ざかを自転車を押おして、来夏と並ならんで下りながら、僕はそんなことを考えていた。

　高天原センパイが配くばったプリントを眺ながめて、来夏は歓かん声せいともため息ともつかない吐と息いきを漏もらした。言葉にするなら「わはー…」って感じの声だ。

「すごいね、コレ。《オクラホマミキサー》をベースにアレンジされてる……」

　僕がサドルにまたがると、当然って感じで幼なじみは荷に台だいに横よこ座ずわりに腰掛けた。プリントに目を通しつつ──むぎゅぎゅっ。必要以上に抱だきついてくる。

　来夏と二人乗りするのは、これが苦にが手てなんだよね。幼なじみは《元気っ娘こ属ぞく性せい》のくせに胸がやたらと大きいから、背中に柔やわらかな感かん触しよくを感じてしまうワケで。一〇年以上一緒にいる幼なじみに欲よく情じようなんてしないけど……なんつーか、気まずい気分を味わうことになる。しかも、「胸が当たってる」って指し摘てきすると、「バカ！　エロ星人！　死んじゃえ！」なんて逆ぎやくギレされるんだよな。

「ん？　どしたの、ひーちゃん？」

「いや、別に。──行くぞっ」

　少しだけ無む駄だ打うちを始めた心しん臓ぞうに静まれと命じつつ、諦あきらめてペダルを踏ふみ込んだ。傾かたむき掛けた太陽の下、涼すずしげな風を感じながら自転車を走らせる。

　僕の背中に片かた方ほうのほっぺをくっつけたままプリントを眺めていた来夏は、再び歓かん声せいを上げた。

「わはー。こっちは《マイムマイム》だよ。二人で踊れるようになってる！」

　生徒会長が、後夜祭に施ほどこした趣向というのは、《キャンプファイヤーを囲かこんでフォークダンスをすること》だった。って、それだけなら普ふ通つうなんだけど、恋愛原理主義者・高天原Ａは言うことが違った。

『普通のフォークダンス。アレはダメだ。次々とダンスパートナーが替かわるだろう？　そんな節せつ操そうのないダンスは、この私が許さんっ！　そこで、私は二人だけで踊おどるフォークダンスを考こう案あんしたのだっ！』

　プリントに書かれていたのは、社交ダンスのように一組のペアが最後まで踊ることのできるフォークダンスの振り付けだった。

『実行委員諸君、クラスへ戻ったら、こう伝えろ。学園祭終了時までにダンスパートナーを見つけろ、とな。そして、後夜祭で愛のダンスを踊るのだッ！　共に桜花祭を作り上げ、その後、気になるアイツとかがり火の前で舞まい踊る……。触ふれ合う手と手、絡からみ合う視し線せん、高たか鳴なる鼓こ動どう……嗚呼ああ、実に感動的じゃないか！　これを機きに多くのカップルが生まれるに違いないぞ！』

　そう力強く言い放ち、高天原センパイは高笑いしていたっけ。

　自転車は大きめの道路へと差し掛かった。コンビニや飲いん食しよく店てんなんかが並ならんでる。

「今日、買い物は？」

　お母さんが天使に《回収》されて以い来らい、来夏は萌月家の主しゆ婦ふ業ぎようを代だい行こうしている。だから、スーパーへ寄っていかなくてもいいのかって意味で聞いたんだ。

　幼なじみはプリントを眺めつつ、「へーき。ありがと」と答えた。

　ハンドルを切り、住じゆう宅たく街がいの方へと自転車を走らせる。

「あのさ、ひーちゃん。後夜祭までにダンスのペアが作れなかったら、見学になっちゃうんだよね？」

「センパイは、そう言ってたね」

　答えると、僕の腰こしにギュッと手を回した来夏が、肩かた越ごしに顔を覗のぞかせてきた。ちょっぴり声をうわずらせて、

「あ、あのさっ、もし誰も踊る人がいなかったら……わ、わたっ、私が踊ってあげてもいいよ？」

「いいよ、別に。いちいち幼なじみ同士で踊ることないだろ」

「でもさっ、記念じゃん!?　踊らないより、踊った方がいいじゃん!?　だからさっ、私が踊ってあげるよ！」

　見学の方が断だん然ぜんいいと僕は思うけどね。みんなの前でダンスを踊るなんてバツゲーム以外の何物でもないだろう。

　だが、その意見は口にすることができなかった。来夏が突とつ然ぜん、声を上げたんだ。

「あっ、あれ……！　ひーちゃん、停とまって！」

　慌あわててブレーキを掛けた。どうしたんだよ？　と声を掛ける前に、

「しゃがんでよ、ひーちゃん！　見つかっちゃう！」

　植うえ込こみの陰かげへと引っ張り込まれる。

　来夏は喫きつ茶さ店てんの中を窺うかがっていた。自転車をその場に停めつつ、幼なじみに倣ならって店内に視線を向ける。

「……あれは、サクヤ？」

　大きなガラス越しに、喫茶店の壁かべ際ぎわの席にサクヤが座っているのが見えた。そして、彼女の向かい側に座っているのは……見たこともない男だった。

　黒いソフト帽ぼうを被かぶり、長身瘦そう軀くをヨレヨレの黒いスーツに包んでいる。優やさ男おとこっぽい顔には、丸い眼鏡めがね。レンズの下の瞳ひとには優やさしげだった。柔やわらかな笑顔を浮かべて、サクヤを眺めている。

「ひーちゃんの知ってる人？」

「……見覚えはないね」

　喫茶店を覗いて、来夏が呟つぶやく。

「ふうん……。サクヤさん、なんだか嬉うれしそうだね」

　サクヤは顔を赤くしながら、真しん剣けんに何かを喋しやべっていた。確かに嬉しそうに見える。

「…………」

　彼女は無表情な女の子だ。ちょっとした表情を見せてくれるようになったのは、つい最近のことだ。……あんなに表情を変えるサクヤは、見たことがない。

　僕を振り返った来夏は、チェシャ猫ねこみたいな笑みを浮かべた。幼なじみにはあまり似に合あわない笑い方だ。

「サクヤさんのカレシ、かな？」

「……そんなんじゃないだろ」

「でもさっ、こんな風に会ってるのって、デートしてるみたいだよ？」

　喫茶店のテーブルに向かい合って座るサクヤと男。デートみたいに見えなくもないね。

　来夏は再び、ムフフンと似つかわしくない笑みを浮かべる。

「サクヤさん、ひーちゃんと恋れん愛あいするって言ってるけど……本当は好きな人がいるのかもね？　ひーちゃんが知らないだけで」

「……まあ、その可か能のう性せいは否ひ定ていできないね」

　僕とサクヤは、世界を救うために恋愛をする契けい約やくをしている。でも、それは《サクヤが想おもいを寄せる男性がいたのかもしれない》という過去を否定できない。彼女は恋なんてしたことがないと自じ己こ申しん告こくしていたけれど、恋とは気付いていなくても、帽子の男に淡あわい想いを抱いだいていた、とか……そんな可能性は十分に考えられる。

「ねえねえ、気になる？」

　来夏の問いかけに、僕は笑顔で答えた。いつもながらの完かん璧ぺきな作り笑いだ。

「まったく気にならないよ」

　サクヤのことは街を守る仲間として《大切》に想っている。不ぶ器き用ようながらも恋をしようと真しん剣けんにぶつかってくるサクヤに、向き合ってみよう──向き合うというのがどんな状じよう況きようかはよくわからないけれど──そんな誓ちかいを立てたのも事実だ。

　しかし、所しよ詮せんは契けい約やくに繫つながれた関係に過ぎないんだよね。

　真剣に恋をしようとしているように見えるサクヤが、内心ではどんな風に想っているかは不明だ。

　世界を救う使命があるから恋をしようと頑がん張ばっている。でも……ココロの奥おく底そこには別の男への恋こい心ごころを隠かくしているのかもしれない。

　ちょうど、この僕のようにね。

　僕は〝あの人〟への想いを隠したまま、サクヤと恋愛をしている。それと同じように、サクヤが別の男への想いを隠したまま、僕と恋愛をしていてもおかしくはない。少なくとも、それを咎とがめる権けん利りは僕にはないよね。

「あっ、ひーちゃん！　見てよ！」

　植え込みに隠れたまま、来夏が店内を指さした。

　顔を真っ赤に染そめ、テーブルに手を突ついて身を乗り出したサクヤは──







　──男の頰に、キスをした。







　完璧な笑顔を浮かべていたはずなのに、こめかみが引きつるのを感じた。

　キスをされた男はニコニコ笑いながら、サクヤの頭を撫なでる。

「ほっぺとはいえ喫茶店でキスしちゃうなんて……ラブラブだね」

「そうだな」

「ねえねえねえ、これでも気にならないの？」

「ゼンゼン気にならないよ」

　笑顔を作り直して、来夏に微笑ほほえみかける。

　帽ぼう子しの男が《目的》の障しよう害がいとなるような人間だったなら、徹てつ底てい的てきに排はい除じよする必要があるだろう。だが、そうでないなら……放ほう置ちするのがベストだね。他人に深入りしたくはないし、ましてやされたくはないから。

「そっかぁ、つまんないの。せっかく、チャンスかもって思ったのに……」

　わけわかんないことを呟いている来夏の腕を片手で摑つかんで、

「ジャマしちゃ悪い。行こうよ、来夏」

　自転車を押して歩き出す。

　来夏が、僕の横顔をチラチラ眺めつつ、

「サクヤさんって、剣けん道どうとかの家いえ元もと？…のおうちに生まれたんだよね」

「そうだよ」

　クラスメイトには、《有あり栖す川がわ咲さく夜やは、一いつ子し相そう伝でんの剣けん術じゆつを伝でん承しようする厳きびしい家に生まれた》って説明してある。

　幼い頃から厳げん格かくに育てられ、剣の道一ひと筋すじに生きることを宿しゆ命くめいづけられていた。しかし、厳しい父の死後、サクヤを不ふ憫びんに思った母親が彼女のためを想って、「恋人を見つけ、幸せな青春を送りなさい」と命じた──僕とサクヤが恋愛する理由を、そんなストーリーで誤ご魔ま化かしているんだ。

「剣術を伝えてたんなら道場とかあったと思うんだけど……門もん下か生せいはいなかったのかな？　もしいたらサクヤさん可愛かわいいしモテモテだったかもね。さっきの男の人もそんな人だったりして！」

「……さあね。よく知らないけど」

　そんな細部デイテールまで決め込んでいないから、適てき当とうに誤魔化した。

「サクヤさんのこと、ひーちゃんはあんま知らないんだ」

「……ああ」

　首しゆ肯こうすると来夏はちょっぴり嬉しそうな顔をした。僕の腕をギュッと抱きしめて、

「ムフフン。やっぱさあ、なにも知らない相手に、いきなり『恋愛しよう』なんて言い出すなんてムチャなんだよね。お互たがいよ～っく知り合ってる相手とラブラブになるのが一番だと私は思うんだよ。うんうんっ」

　一人で納得しながら、幾いく度ども頷いている。

　そう言えば僕は──サクヤについてなにも知らない。

　知っているのは、サクヤが天使を殺す戦せん闘とう兵へい器きであることと、実は女の子らしい面も持っているってこと。それだけだ。

　どんな過去を経へてきたのか。どんな生活を送っているのか。

　僕は、なに一つ知らない。

　別に。興きよう味みもない。けれど。

















scene2

　「気合い入れていこう！」















■　ＳｉｄｅＡ　街を守る僕たち　■




　翌日。五月三〇日土曜日。午後一一時五〇分。

　風かざ原はら市との市し境さかいにほど近い国道上で天使を倒たおしたサクヤは、近くのガードレールに腰こし掛かけた。峠とうげになっているそこからは、神かみ代しろ市を一いち望ぼうすることができる。なぜだろう、街まちを眺ながめるサクヤの横顔は、ひどくムスッとしたように見えた。今日はイヤミの一つも口にしようとはしない。

　彼女の隣となりのガードレールに座すわる僕ぼくも、黙だまったままだった。サクヤが会っていた帽ぼう子しの男のことを考えていたんだ。

　彼女があの男に恋こい心ごころを抱いだいていても、一いつ向こうに構かまわない。だが、敵てき対たいするような相手だったら、排はい除じよする必要がある。

　だから、最低限の調ちよう査さをすることにしたんだ。と言っても、にゃみちゃんに調べてもらっただけだけどね。

　結果は──正体不明。素す性じようはまったくわからなかった。

　一いち応おう、サクヤ本人にも、「最近、ヘンなヤツにつきまとわれたりしてない？　脅きよう迫はくされたり、軍隊に勧かん誘ゆうされたりとかさ」なんて尋たずねてみた。彼女はまったく心当たりがないようすで、「そんなことはない」とぶっきらぼうに答えていた。少なくとも、例の帽ぼう子しの男はサクヤにとって《ヘンなヤツ》ではないという認にん識しきのようだ。

　ま、《敵》でないとわかっただけで、十分だ。くだらない詮せん索さくはやめにしよう。あんな男のことなんて、僕には関係がないし、大した興きよう味みもないんだから。

　それから二時間ほど、僕たちはほとんど喋しやべらずに過すごした。その間、サクヤは相あい変かわらずの無表情だったけれど──どことなくイラついているようにも見えた。

　そして、二時を回った頃ころ──

「今夜はもう天使は出ないみたいだから」

　吐はき捨すてるように呟つぶやくと、振ふり返りもせずに歩いて行ってしまう。いつもなら「それじゃ、また学校で」とか「寝ねている間も気を抜ぬくんじゃない」とか、そんな捨てゼリフを残していくのに。今夜はそれすらもなかった。

　僕も「おやすみ」も「さよなら」も言わない。ただ黙だまって、小さくなっていくサクヤの背せ中なかを眺ながめて見送った。

　なぜサクヤが怒おこったような感じだったのかはわからない。けれどなんだか、出で逢あった直後に戻もどってしまったような空気だった。

　サクヤはなにをイラついていたんだろう？

　帽子の男と会っていたから？　だから、僕にそっけない態たい度どを取っているのか？

「どうでもいいけどね」

　一つ肩かたを竦すくめると、僕は停とめておいた自転車にまたがった。




■　ＳｉｄｅＢ　学校生活を送る僕たち　■




　六月二日。火曜日。朝。

「あれれ？　昨日の夜はダメだったのに、今朝はニュースをやってるね？」

　そんなことを言いながら、パジャマの上にエプロンを着けた妹はダイニングにあるテレビを点つけた。昨さく晩ばんはテレビが映うつらなかった。天使に襲おそわれて放送に必要ななんらかの施し設せつが壊こわされたのかもしれない。

「♪徹てつ夜やでアンテナを直すよ～？　♪テレビの中の人はえらいね～？　♪ラララ　お兄ちゃんとは大おお違ちがいだよ～？」とヘンテコな歌を唄うたいながら微かすかは食しよく卓たくに料理を並ならべていく。

　見るからにふわっふわのフレンチトースト。ベーコンはカリカリで卵たまごはほどよい半はん熟じゆくのベーコンエッグ。野や菜さいスープは美味おいしそうな湯ゆ気げを立てている。

　僕の対面に座った微は、小鳥みたいに首を傾かしげて、

「用意できたよ？　いっぱい食べて欲ほしいんだけどな？　お兄ちゃん？」

　テキトーに身だしなみを整ととのえ、既すでに制服に着き替がえている僕は手を合わせて、

「いただきます」

　フレンチトーストを口に入れてみる。ほどよい甘あまみが口の中に広がって、すごく美味おいしかった。

　意い外がいなことに、僕の妹である椎し堂どう微は家か事じ全ぜん般ぱんが得とく意いなんだ。

　天てん真しん爛らん漫まんで純じゆん真しん無む垢くだった小学生の頃ころは料理がヘタクソだった。「お兄ちゃんのために！」なんて叫さけびつつチャレンジしては、いくつも鍋なべを再さい起き不ふ能のうにしていたほどだったのに、今ではちょっとした腕うで前まえになっていた。だが、これは僕にとって、あまり喜ばしいとはいえない変化だったりする。

　オメガになってしまった僕は、妹に殺してもらおうと思ったことがある。僕に恋こいさせた上で──妹の手で僕を殺させたんだ。

　その結果、妹は壊こわれてしまった。

　僕を殺してしまった直後は、《死にたがり》となってしまい、幾いく度ども自じ殺さつ未み遂すいを繰くり返したりした。多少は薄うすれてきたけれど、今でも妹の腕うでには、無む数すうのリスカやアムカの傷きず痕あとが残っている。

〝あの人〟に出で逢あうことでマトモになれた僕は、妹を癒いやそうとした。入院してしまった微をお見み舞まいしては、「僕は生きている。死んでなんかいないんだ」って語りかけ、幾いく度ども抱だきしめたんだ。

　そうすることで、なんとか妹は《死にたがり》の状じよう態たいからは脱だつすることができた。

　しかし、相変わらずココロは壊れたままで……、今度は人形のようになってしまった。僕に尽つくすことだけを命じられたみたいな、人形に。学校にも通わず僕への《償つぐない》をするためだけに、生きるようになったんだ。

　僕のために、完かん璧ぺきに家事をこなすようになった。料理が上じよう手ずになったのは、そのせいだ。

　毎日のように、「痛いところはない？」「苦しくない？」なんて、過か剰じようなぐらいに僕を気き遣づかってきた。

　そして「お兄ちゃんのためなら、微は、どんなことだってできるよ……？」そんなことを囁ささやいて、夜は僕のベッドに潜もぐり込んできた。「お兄ちゃん、気持ちいい？」「……お兄ちゃんが、生きてるって感じるよ？」「微を…許ゆるして欲ほしいよ？」切せつなげな妹の声が、今でも耳じ朶だに張はり付いている。

　妹は、僕に《償う》ために、自みずからの全すべてを捧ささげようとしたんだ。

　僕は全てを受け入れた。受け入れざるを得えなかった。

　奇き妙みような疑問形の喋しやべり方になってしまったのも、この頃だ。僕の機き嫌げんを常つねに気にしているせいで、疑問形で喋るのがクセになってしまったみたいだね。

　トンッ！　オレンジジュースの入ったグラスをテーブルに強く置いて、パジャマ姿すがたの微が僕を睨にらみ付けてきた。

「お兄ちゃん？　お褒ほめの言葉がないよ？　作った甲か斐いがないんだけどな？　このままじゃ、微の食しよく欲よくがなくなっちゃいそうなんだけどな？」

　妹は僕と同じで食欲に乏とぼしい人間だ。ほっとくと何食も抜いてしまう。だから、こうしてたまに一いつ緒しよに食べることにしている。僕と一緒なら食べてくれるからね。それがわかっていて、妹は脅きよう迫はくじみたセリフを掛かけてきてるんだ。

《償い人形》になってしまった壊れた微は少しだけ回復し……現在は第三段階ａｃｔ．３に突とつ入にゆうしていた。それが目の前にいる《小こ悪あく魔ま妹》の状態。カマって欲しいせいか、僕を試ためすような言げん動どうをするようになったんだ。

「すごく美味おいしいよ」

「それだけかな？　『微！　愛してる！』とか、『こんな美味しいごはんを作る妹は、僕のお嫁よめさんにする！　戸こ籍せき法ほうに挑ちよう戦せんだ！』とか、『ごはんも美味しいけど、微を食べちゃいたい！』とか、そんなラブいワードは追加されないのかな？　どうかな？」

「『微！　愛してる！』」

「今のお兄ちゃんのセリフ、『　　　』にじゆうかぎかつこは余よ計けいだよね？」

　その後は取り留とめもないことを話しながら、一緒に食事した。けど、ふいに微は明るい表情になって、

「あ、そうそう!?　学園祭のコトなんだけどね？　微たちのクラスは演えん劇げきをやることになったんだよ？」

「演劇かあ、大変だね」

　学園祭といえば、演劇は定てい番ばんだけど……選せん択たくするクラスは少ないそうだ。衣い装しようや舞ぶ台たい装そう置ちの用意に加えて、演技の練れん習しゆうもしなくちゃいけない。事じ前ぜんの準じゆん備びがとても大変なんだ。そのわりに集しゆう客きやく力りよくが低いらしい。楽しい学園祭の最中に、一時間近くも素人しろうと演劇を見ようと考える生徒は少ないという理由だそうな。そんなもんかね。

「二年Ｂ組ウチには、手しゆ芸げい部と演劇部の人がいるんだけどね？　その二つは部員が《回収》されて減へっちゃったから、ほとんど活動ができないんだって？」

「なるほど。図はからずも幽ゆう霊れい部員になっちゃった生徒たちが、学園祭で活かつ躍やくできるような企き画かくが選ばれたワケか。……いいクラスだね」

「二年生はみんな仲がいいんだよ？　すごく人数が少ないからねっ？　微みたいなダメダメな女の子にも優やさしくしてくれるしっ？」器き用ようにも鼻はな歌うたを唄うたいながら妹はジュースを飲み干ほし、「お兄ちゃんのクラスはどんな企画をやるのかな？」

「三年Ｃ組ウチのクラスは──」昨日の五時限目に行われたＨＲのことをうんざりした気持ちで想い出す。

　学園祭の企画を決めるためにクラス会が開かれたんだけど、司会を押おしつけられた身にもなってくれと叫びたいぐらいだった。いろんな意見が飛び交かうことを四字熟じゆく語ごで……喧けん々けん囂ごう々ごう？　侃かん々かん諤がく々がくだっけ？　まあ、とにかくそんな感じ。うんざりするほど紛ふん糾きゆうしまくったんだ。

　で。

　一時限では決めきれずに、放課後に延えん長ちよう戦せんをやり、一〇回もの多数決の末すえにようやく三年Ｃ組の企画は決まった──

「ウチは《アニマル喫きつ茶さ》をやるみたいだよ。ジャングル風に飾かざり付けをして、女の子は動物の格かつ好こうをするんだってさ」

　なんじゃそりゃ。

　思わず、そうセルフツッコミしたくなる結けつ論ろんだ。こんなことを決めるのに、三時間以上も掛かかったんだから笑い話にもなりゃしない。

「『やるみたい』なんて、なんだか他人ひと事ごとっぽい言い方だね？　お兄ちゃんらしいけど？」

　きゃらきゃらと笑う妹に、肩を竦すくめてみせる。

「……事実、他人事ならいいと思ってるよ」

「《アニマル喫茶》、面おも白しろそうだよ？　ゼッタイ遊びに行くからねっ？　あ、微たちの劇も観みに来てねっ？　頑がん張ばって、ホンカク的なの目指すから？」

「もちろん観に行くよ。でも、ちょっと気が早いね。まだ準備もしてないのに」

　僕の言葉を微は聞いていないようだった。「ほら、生徒会からもらえる《クラス展てん示じ運うん営えい費ひ》って、かなり多いでしょっ？　一クラス一〇万円だっけ？」

　高天原センパイがポケットマネーを投とうじたらしく、各クラスに一〇万円ものお金が支し給きゆうされていた。高校生の学園祭準備費用にしては高こう額がくだ。各部活にも規き模ぼに応おうじて、それなりの金額が渡わたされている。高天原センパイも気合いが入ってるね。

　フレンチトーストの切れ端はしが刺ささったフォークを片手に、妹は身み振ぶり手振りを交まじえて大ハリキリでまくし立てる。

「でねでねっ？　クラスのコが安～く布ぬの地じを買えるお店を知ってるらしくてね？　かなりすっごい衣い装しようを作れる予定なんだよっ？　舞台の大道具もねっ？　天使に壊こわされちゃったおうちの廃はい材ざいをわけてもらえるかもしれないってことになってねっ？　超ちようホンカク的な感じになりそうなんだよっ？」

　そんな楽しげな姿は、壊れる前の天てん真しん爛らん漫まんだった妹のようすを思い起こさせた。学校の行事なんて、くだらないと感じる。でも、微が少しでも昔に戻れるのなら、まあ、悪くはないのかもしれないね。

「楽しみにしてるよ」

　テーブル越ごしに頭を撫なでてやると、妹は嬉しそうに目を細めた。

「……それより、今朝もお風ふ呂ろに入るんだろ？　遅ち刻こくしちゃうぞ」

「あー!?　そうだった!?」

　フレンチトーストの切れ端を口に突つっ込こむと、微は立ち上がった。最近は少なくなったけれど、水道やガスが停とまってしまうことがたびたびあった。お風呂が好きな妹は、停まってしまう事態に備そなえているのか朝晩入にゆう浴よくするようになったんだ。エプロンを外はずし、パジャマのボタンに手を掛けつつ、

「お片づけは、お兄ちゃんよろしくね？」

「了りよう解かい。帰ったらやっとく。って、コラ！　ここで脱ぬぐな！」

「むふふ？　お兄ちゃん、ちょっとほっぺが赤くなってるよ？　お兄ちゃんはえっちだね？　えろえろ兄さんだね？」

　クスクス笑いながら、微は脱だつ衣い所じよへと駆かけ込んだ。と、思ったら顔をひょいと出して、

「覗のぞいちゃダメだからね？」

「誰が覗くかっ」

「一いつ緒しよに入りたいんだけどな？」

「さっさと行きなさい。一人でっ」

　脱衣所のドアが閉しまるのを眺めつつ、やれやれ……とため息を吐ついた。汚よごれた食器をシンクに移していると、

「ひーちゃんっ！　支し度たくできたー!?」

　来夏のデカイ声が聞こえた。時計を見る。七時を三分ほど過ぎていた。やべっ。七時には家を出ようって約やく束そくしてたんだっけ。

　急いで二階にある自じ室しつに戻もどると、窓まど越ごしに幼なじみが手を振ふっていた。

「早く行こうよ、ひーちゃんっ！　このままじゃ一番乗りできないってば！」

「先に出て待っててよ。一分で出るから」

「急いでねっ！」

　窓が閉まる音を背中で聞きつつ、軽く髪かみ型がたを整ととのえ、鏡かがみに向かって首のベルトを締しめた。学校指定のカバンをひっ摑つかんで部へ屋やを出ようとして──忘れ物に気き付づく。机の上に、購こう買ばいに売っている《恋れん愛あい成じよう就じゆ生せい徒と会かい御ご用よう達たし・ラブレター用便せん》の束たばが積つまれていた。カバンの中にテキトーに突っ込む。

　カバンを閉めようとしたところで……くそっ。

　ベッドの脇わきにもラブレター用の封ふう筒とうが落っこちていた。軽くイラッとしつつ、封筒を摑んでカバンに放ほうり込む。

　この手紙の束はクラスメイトの猿さ渡わたり三さん聖せいに頼たのまれたものだ。

　猿渡はスラリと背の高い、涼すずしげな目元の美青年。しかし、ひたすらにノリが軽かった。後こう夜や祭さいで行われる男女がペアになって行うフォークダンスのことを知るや、「俺おれは桜ヶ丘高校の全女子生徒をダンスに誘さそうぜっ！」なんて奇き妙みような決けつ意いをしたんだ。

　女の子とダンスパートナーになりたいんだったら、相手を一人に決めて真しん剣けんに頼たのんだ方が確かく率りつが高いだろう。猿渡は黙だまってればカッコイイしね。だが、彼はあくまで全校の女生徒に声を掛けることにこだわった。

　曰いわく「一人に絞しぼっちゃったら、俺に声を掛けられなかった女の子が可哀かわい想そうだろ!?　そんな不公平なコトできねえよ！」だそうで。軽いヤツなりに妙みような矜きよう持じがあるらしい。

　んで。

　全校女生徒から猿渡の天てん敵てきであるクラスメイトの雪ゆき村むら珊瑚を除いた、二三三名に《ダンスのお誘い》の手紙を配くばることにしたんだ。そんな枚数の手紙を一人で書くには無む理りがある。だから猿渡はクラスの男子全員に「頼たのむ！　手伝ってくれー！　購買のパンを好きなだけオゴるぜ！　学食でフルコースでもいい！　一生のお願いだー！」なんて声を掛け、クラスの男子の大半が手伝うことになった。

《椎し堂どう密ひそか》というキャラクターを、僕は《クラスの後ろの方で、人じん畜ちく無む害がいな笑顔を浮かべているヤツ》という感じで設せつ定ていしている。善ぜん良りようなクラスメイトでいるために、義ぎ理りで何通か手伝ってあげることにしたってワケだ。内心じゃ面めん倒どうくさいと思っていたけどね。

「ひーちゃん！　は[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]や[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]くぅ────────────っ！」

「わかった！　今行くよ！」

　鼻からため息を吐はき出しつつ、階段を駆かけ下りる。お風呂に入ってる微に「先に出てるよ」と声を掛けて、自宅を飛び出した。

　幼なじみは家の前で腰こしに手を当てて待っていた。勝かつ手てに僕の自転車を道どう路ろに出していて、カゴにはカバンを突っ込んでいる。二人乗りしていく気、満々のようだ。

「おっそーいっ！　他ほかのクラスが、もう並ならんじゃってたらどうすんの!?」

「……悪かったよ。飛ばしていくからさ」

　本来なら八時頃に家を出れば余よ裕ゆうで間に合う。だけど、今日は早く行こうって来夏に誘さそわれていたんだ。

　桜花祭の企き画かくが決まったら生徒会に登とう録ろくをするんだけど、その受付開始が今朝けさ八時からなんだ。もし他のクラスと企画が同どう一いつだった場合は、後から申しん請せいしたクラスは企画を変へん更こうしなくちゃいけないというルールがあった。また、学園祭の当日に使用する教室の使用許きよ可か申しん請せいも同時に行うことになっている。これもまた早い者勝ち。だから来夏は、こんなに焦あせってるってワケだ。

　サドルに腰こしを掛けると、来夏は勢いきおいよく荷に台だいに飛び乗った。ギュッと僕にしがみつく。

　背中に降ふり注そそぐ朝日みたいに元気な幼おさななじみの声が、後ろから響ひびいた。

「ひーちゃん！　かっ飛ばしてー！　マッハで行こうよ！　ゴーゴーゴゴー！」

　黙だまったまま、腰を浮うかせて思いっきりペダルを漕こぎおろした。

「…………はあ」

　爽さわやかな朝の景け色しきには似つかわしくない、深い深いため息を吐いてしまう。

　なんていうか──誰も彼もがムキになっているように感じられた。ハリキリ過すぎで、ちょっと気き味み悪わるいとすら思う。

　周囲が盛もり上がれば盛り上がるほど、僕のココロの熱は冷めていってしまう。ここは僕がいるべき場所じゃない。みんなが楽しそうであればあるほど、そんな離り人じん症しよう的てきな感覚がココロを支配していくんだ。

　……まあ、仕方がない。

　クラスで孤こ立りつするのは得とく策さくじゃないとわかっている。だから、作り笑いをやめるつもりも、《楽しんでいるフリ》をやめるつもりもない。与あたえられた実行委員の仕事は最低限こなして、後はテキトーにやり過ごさせてもらうとしよう。

　来夏の声せい援えんを背に受けて、登校していく生徒たちを自転車で次々と追い抜きながら、僕はそんな風に考えていた。







　結けつ論ろんから先に言えば。

　その考えは、すぐに甘あまいと思い知らされることになる。

　加か速そく度ど的てきに、事じ態たいは《悪化》していった。平へい穏おんを望んでいる僕は、否いや応おうもなく喧けん噪そうの渦うずへと叩たたき込こまれることとなったんだ──




　　　　[image: ]




【悪化・その一】

「つーか、サワっち！　なんで私には《ダンスのお誘い》がないのさ!?」

　昼休み。ダンボール製のハリセンを担かついだ雪村珊瑚が、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで猿渡三聖を睨にらんでいる。いや、彼女が手にしたものはハリセンというにはあまりにも大きすぎた。大きく、分ぶ厚あつく、大おお雑ざつ把ぱすぎた。それはまさにダンボールの塊かたまりであった。

　クラスメイトに手伝ってもらって書き上げた二三三通ものラブレターを女子生徒の下げ駄た箱ばこに配くばり終え、やれやれと一息つきつつ焼きそばパンを頰ほお張ばっていた猿渡は、訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる。

「当とう然ぜんだろ！　俺はおまえを女扱あつかいしてないからな！　珊瑚となんかダンスしたくないし！　……って、おい！　まさか、誘さそって欲ほしかったなんて言わないよな!?」

「ンなワケないでしょ、気持ち悪い！　サワっちとなんか一〇〇億円積つまれたってダンスなんかしたくないよ！」

　珊瑚は《日ひ陰かげにある大きな石をひっくり返したら、図ず鑑かんにも載のってないような謎なぞの虫がいっぱい飛び出してきたのを見てしまった顔》をしつつ、

「でもさ、学校の女の子全員に送っといて私にだけないって、なんかムカツクじゃん！　ＯＫもらえるハズない来夏っちやサクヤっちにまで誘いの手紙を送るクセに！　私はねえ、そーゆー一人だけを除のけ者ものにしようって根こん性じようが気に入らないワケ！　そんなに私が嫌きらいか、サワっち！」

「ああ、そうだ！　なにせおまえは、俺の天敵だからな！　珊瑚のせいで、どれだけの女の子に振られ続けてきたことか！」

「それはアンタが、誰だれ彼かれ構かまわず声掛けまくってるからでしょーが！　毒どく牙がから女の子を守ってやってんの！　……ま、いちいち守らなくてもサワっちなんか誰も相手にしないと思うけど？　《ダンスのお誘い》、送ったそばから、ウチのクラスの女子全員に断ことわられたんでしょ？」

「はっ！　クラスの女子はダメでも、誰かがＯＫしてくれると俺は信じてる！　なんせ、全校の女生徒に送ったからな！　まだ《２１５／２３３》も残ってる！　ヘタな鉄てつ砲ぽうも数撃うちゃ当たる。昔むかしの人はいいこと言ったもんだぜ！」

「無む駄だ弾だま撃ちすぎだってば！　ヘタな鉄砲で弾だん幕まく張はってどーすんのさ？」

「まあ、見てな、ゼッタイにラブラブなフォークダンスを踊ってみせるぜ！　……つか、珊瑚。怒ってばっかいるとハゲるぞ。ただでさえ、『ポニテのしすぎでオデコの生はえ際ぎわがー!?』なんて困こまってたろ？」

「……って、それ、なんで知ってんの？　そのこと話したの、今日、朝あさ練れんの着き替がえしてる時が初めてだったんだけど……？」

「[image: え]？　いや、その……あははははは、ほら、俺ってエスパーだから？」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ…………[image: !!!]

　珊瑚の背中で炎ほのおが渦うず巻まき、龍りゆうの形となって天あま翔かける様さまが見えたような気がした（あくまでイメージだ）。

　ダンボール製の巨きよ大だいハリセンを振ふり上げ、

「まーた、剣けん道どう部ぶの連中と一いつ緒しよになって覗のぞいてやがったのか！　サワっち、そこへ直れ！」

「誤ご解かいだ！　今度は穴あなを開ける位置が悪くて、声しか聞こえなかった！　それに俺は、珊瑚のヘンペーな胸むねには興きよう味みないぜ！　もっとボリューミィな方が俺好み、うおおおっ!?」

　ぶぅんっ──珊瑚が無む言ごんでハリセンを振り下ろした。ダンボール塊かいが猿渡の長い前まえ髪がみを掠かすめる。

　笑い声と一緒に「猿渡、逃げろー！　当たったら死ぬぞー！」「珊瑚、やっちゃえー！」なんて声が掛かる。我わがクラスの風ふう物ぶつ詩しともなっている猿渡と珊瑚のケンカを《トムとジェリー》でも観みるような雰ふん囲い気きで、クラスメイトたちは囃はやし立てながら眺ながめていた。

　教室は実に平和な雰囲気だったんだけど──ギロリ。

　隣りん席せきに座すわるサクヤが殺さつ意いすら籠こもっているような瞳ひとみで、僕を睨にらみ付つけていたんだ。

「どうしたんだよ？　僕、なんかしたかな？」

　問いかけると、サクヤは念を押おすような口く調ちようで尋たずねてきた。

「《学園祭》というものについて、マンガ資料などを読んで個人的に調べた。《学園祭》とは、学生が運営するお祭りだ。展てん示じとか演えん劇げきとかをやったり、生徒自みずからがお店を出したりする。学校行事では最大の催もよおしであると同時に、想い出作りには最さい適てきなイベントであるため、学生たちは真しん剣けんに取り組む──私のこの認にん識しきは間ま違ちがっている？」

「いや、正しいと思うよ」

「そう」

　深く頷うなずくと、それきり黙だまって、冷つめたい視し線せんで僕を睨ねめ付けてきた。

「それが、どうかしたのか？」

「…………別に」

「じゃあ、なんで睨んでくるんだよ？」

「睨んでなんかない」

「…………」

「…………」

「睨んでるだろ」

「睨んでないッ！」

　対天使兵器ルシフエリオンは氷のような無表情のまま、刃やいばみたいに研とぎ澄すまされた視線で僕を射い貫ぬき続けていた。

　クラスメイトたちは猿渡と珊瑚の追い駆かけっこに夢む中ちゆうだ。しかし、にぎやかな喧けん噪そうとは対たい照しよう的てきに、僕はひどく居い心地ごこちの悪い時間を過すごす羽は目めに陥おちいった。

　耐たえきれなくなって、席を立とうとしたとき、サクヤが制せいするように口を開く。

「ヒソカ。おまえは、私になにか言うことがないか？」

「言うこと？　特に、ないけど」

「ならいい」

　勢いよく立ち上がったサクヤは、僕の足を思いっきり踏ふんづけた。

「痛っ!?」

　怒おこっているみたいに、大おお股またでサクヤは教室を出て行ってしまう。

　この謎なぞのやり取りを機に、対天使兵器ルシフエリオンはとても冷たくなった。学校ではほとんど話しかけてこなくなったんだ。クラスメイトとは普ふ通つうに接するのに、僕にだけ厳きびしくなったんだよね。目が合うたびに、睨み付けてくるしさ。

　まったく、いったいなんだって言うんだろうね……？




【悪化・その二】

　六時限目の授業が終わり、掃そう除じ当番が「メンドクセー」とかボヤきながらドアを開けたとき、そいつはドアの向こう側に立っていた。

「ボハハハハハハハハハハハハハハハハハ─────────────────ッ！」

　奇き妙みような笑い声をあげながら、そいつは教室に入ってくる。

　肩まである黒くろ髪かみに鋭するどい目付き。どことなく女性っぽいクールな……美形と言っても差し支つかえない顔が、よく鍛きたえられたレスラーみたいな身体からだの上に載っていた。《美び丈じよう夫ふ》と言って言えなくもないだろうけど……どこかチグハグな印いん象しようを受ける。

　そいつは大おお仰ぎような動どう作さで髪をかき上げ、

「栗くり木き坂ざか有ゆ香かはいるかね！　今すぐに呼んでくれたまえ！　この私、三年Ａ組の有あり馬ま央おう次じ郎ろう、通つう称しよう《魔ま王おう》がお待ちかねだ！」

　そういう場合は《自称》なんじゃないかなーと思ったが、ツッコムのはやめておく。こんな《ムスカ》みたいな喋しやべり方をするヤツとは関わり合いになりたくないからね。

　クラスメイトたちも僕と同じ気分のようだ。《フランダースの犬》の最終回を観みるような切せつなげな瞳ひとみで自称魔王を見つめている。

　沈ちん黙もくの教室に、深いため息が響ひびく。

「はぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]……最近は大人しくしてたと思ったのに……」

　栗木坂有香いいんちよが、魔王の前に立った。オドオドしているか、困こまったような笑顔を浮うかべているのがデフォルトの彼女が、珍めずらしく迷めい惑わくそうに眉まゆを顰ひそめている。

「央次郎くん、私になにか用ですか？」

「用よう事じがあったのは、きみの方ではないのかね、栗木坂。ふふ、きみの挑ちよう戦せん状じよう……この魔王、確たしかに受け取らせて頂いただいたよ！」

「挑戦状ですか……？」

　首を傾かしげたいいんちょに、別の声が答えた。

「ふふん、あなたたちのクラス、《アニマル喫きつ茶さ》をやるんでしょ？　アタシたちと被かぶっちゃったのよね」

　甘あまったるい鼻に掛かかったような声で喋りつつ、女生徒が教室に入ってくる。長身の魔王と並ならぶほど背が高く、女性ファッション誌しの読者モデルと言っても納なつ得とくするような、バッチリと化け粧しようをした綺き麗れいな女の子だ。彼女はシャツのボタンを三つも開けていたから、大きな胸の谷たに間まが覗のぞいている。学校指定の首くび輪わの代かわりなのか革かわ製せいのチョーカーを首に巻いており、ちりばめられたストーンが輝かがやいていた。

　ネイルアートで飾かざられた手を魔王の肩に掛け、彼に寄り添そった。これ見よがしにベタベタとくっつきながら、

「おかげでウチのクラスは企き画かくを変へん更こうしなくちゃいけなくなっちゃったのよ」

「企画提てい出しゆつは早い者勝ちがルールだって聞きました。遅おそいクラスが企画を変更するのは、仕方がないことだと思います。……てゆーか、あなたは誰ですか？」

　キメキメな女の子は校こう則そく通りの制服を着たいいんちょを見み下おろし、バカにするように笑って、

「アタシは本ほん多だ栞しおり。有馬クンと一緒に実行委員をやってんの」

「そうだとも。この魔王は、本多嬢じようと一緒に、我わがクラスの企画を成功に導みちびくため邁まい進しんしていた。そこへ──きみが立ちはだかったというわけなのだよ、栗木坂有香」

　クラスのツッコミ役であると同時に《調ちよう停てい役やく》を買って出ることが多い雪村珊瑚は魔王を睨にらみつつ、

「つーか、アンタ、いい加か減げんにしなさいよね。いっつもいいんちょに難なん癖くせつけてきてさ。また勝負しろとか言うつもり？」

　この魔王ってヤツはいいんちょと同じ中学だったらしいんだけど、なにが気に入らないのか、昔から彼女に突っかかって来るらしい。それは高校生になった今でも続いていて、学校行事のたびに対決を仕し掛かけて来くるんだ。去年の体育祭でも、Ａ組とＣ組は勝負をすることになった──ようだ。真ま面じ目めに参加していなかったから、結果がどうなったのか覚えてないんだけどね。

「私がウチのクラスの実行委員だけど、ヘンな言いがかりはやめてよねっ！」

　話を聞いていた来夏もずいっと前に出て、

「企画提てい出しゆつが早い者勝ちなのは、わかってたことでしょ!?」

「その点に文もん句くがあるとは言っておらんよ。素す直なおに我がクラスは企画を変えさせて頂いた。だが……黙って、引き下がるのも癪しやくだったのでね」

　魔王は、いいんちょを指さした。

「どうだね、栗木坂。この私と──いや、我がクラスと勝負をしたまえ！」

「勝負、ですか……？」

「我が三年Ａ組は、コスプレ内容を変更し《メイド喫きつ茶さ》で登録をしたのだよ。奇くしくも、同じ喫茶店だ。愉ゆ快かいな偶ぐう然ぜんだとは思わないかね!?」

　興こう奮ふんしたのか勢いきおい余あまって、魔王はいいんちょの肩を摑つかもうとする。

　だが、その手が直前にサクヤによって払はらいのけられた。いつの間に輪に加わっていたのか、対天使兵器ルシフエリオンはクラスメイトを守ろうとするように、半はん身みの姿し勢せいで魔王に対している。

　いや、サクヤだけじゃない。気が付けば、クラスメイトのほとんどがＡ組の実行委員を睨み付けていた。

　そんな視し線せんを受け止めて、魔王然ぜんとした態度で有馬央次郎は笑う。

「ボハハハ！　売り上げの少なかった方がどのような命令でも聞くというのはどうだね……？」

「お断ことわりです」

　いいんちょは、すぐさま断った。

「学園祭は競きよう争そうとか勝負とか、そういうものではありません。央次郎くんが私に文句があるのは勝かつ手てですけど……クラスメイトを巻き込まないでください」

　魔王は含ふくみ笑いを浮かべて、

「逃にげるのかね、栗木坂」

「……逃げる？」

「ついにこの私に負ける時が来たのだと気付いた──だから、断っているのだろう？　素す直なおに認みとめたまえ」

　追い打ちを掛けるように、魔王に寄り添う栞が妖よう艶えんな笑えみを浮うかべた。クラスの女子を眺めて、

「キャハハ。無む理りもないわよねえ……。こんなコたちのコスプレ喫茶なんて、誰も行きたくないもん。てゆーか、アニマル喫茶に来たのか、本当に動物園に来たのかわかんなくなっちゃう感じ？」

「口を慎つつしみたまえよ。真実は時として人を傷つけるのだからな！」

　ボハハハ。キャハハハ。神しん経けいを逆さかなでする笑い声を上げた二人に、いいんちょは食ってかかった。顔を真っ赤にしてる。彼女には珍めずらしく怒おこってるみたいだ。

「訂てい正せいしてくださいっ！　クラスメイトをバカにするのは許しませーんっ！」

「級友を愚ぐ弄ろうしているのは、きみの方ではないのかね、栗木坂。Ｃ組の実力では勝てないと思っているから、勝負を受けないのだろう？」

「ち、違いますっ！　ウチのクラスが負けるハズはありません！」

「ならば──我がクラスと勝負したまえ！」

「いいでしょう！　ゼッタイに勝ってみせま、」

　そう言いかけたところで、いいんちょは我われに返った。

「あ、いや、今のは勢いで……」と慌あわてて訂てい正せいしようとする。だが、その肩に来夏と珊瑚が同時に手を置いた。

「いいよ。勝負しよう！」「ここまでコケにされたら、引けないつーの」

　他ほかのクラスメイトたちも同じ気持ちのようだ。Ａ組の実行委員を睨んで頷うなずく。

「決まりだな。Ａ組我々とＣ組諸君、学園祭の模も擬ぎ店てんでの売り上げで勝敗を決する！　そして、栗木坂と私──敗者が勝者の命令をどんなものでも受け入れる。それでいいか？」

　小動物みたいな印象のあるいいんちょが、小さく震ふるえながらも確かに頷いた。

「構かまいません！　ぎゃふんと言わせてやりますっ！」

「学園祭の終わりが楽しみだな！　とても《恥はずかしいコト》をさせてやるぞ、栗木坂！」

　魔王は「ボハハハ！」と笑って、栞を伴ともない去っていった。

　来夏がみんなを見回し、強い口く調ちようで、

「学園祭……ゼッタイに成功させようね！」

　その言葉を珊瑚が継つぐように、

「Ａ組なんかには負けらんないよ！　気合い入れていこう！」

『おう！』熱くなりやすいクラスメイトたちは、気合いを入れて拳こぶしを固める。

「あの野や郎ろうは許せねえからな！」猿渡が歯がみをしつつ、

「あんな美人をはべらせやがって！　ゼッテェ許せねえ！　チクショー、あんなにベタベタしやがって！　俺もあんなカノジョが欲しい！」

「そっちかよ!?」珊瑚が猿渡をハリセンで殴おう打だした。

「いや、冗じよう談だんだって。俺もムカついたよ。みんなでわいわい楽しみつつ、キメるとこキメようぜ！」

　最初からそう言ってよ──と、珊瑚は笑って猿渡の胸を拳で軽く叩たたいた。

　ずっと黙だまっていたサクヤも、真しん剣けんな瞳ひとみで一人頷いていた。彼女なりに静かに闘とう志しを燃やしているようだ。

　いけ好すかない闖ちん入にゆう者しやによって、図はからずもクラスは一丸となったようだ。全員がやる気になっていた。「がんばれー」と応おう援えんしておくことにしよう。ココロの中で。

「……って、ひーちゃん！　みんなが燃えてる時に、なに一人で椅い子すに座すわってニコニコしてんのー!?　実行委員でしょー!?」

　来夏にハリセンで殴打された。僕は《青春ドラマ》なそういう展てん開かいが嫌きらいなんだけどね、とは言えないよな、やっぱ。

　ともあれ、我がクラスは、学園祭に向けて、さらにヒートアップすることになってしまったんだ──




【悪化・その三】

「よーし、気合いを入れるために《打ち入り》しよう！」「《打ち入り》ってなに？」「《打ち上げ》の反対だよ」「よ～し、吞のんじゃう!?」「今日はじーさんいないから、ウチの寺で吞めるぜ！」「サワっちの家広いもんね！」「ビバ☆極ごく楽らく寺じ！」「行こう行こう！」

　なぁんて盛もり上がっているクラスメイトをなんとか誤ご魔ま化かして、ぐったりとした気分で帰き宅たくした僕は──背せ筋すじが凍こおるのを感じた。

　何者かによって、家が荒あらされていたんだ。

　反はん射しや的てきに腰こしに隠かくしていたデリンジャーを抜ぬいた。クツを履はいたまま家の中に入る。

　部へ屋やを覗のぞく。タンスの引き出しが全すべて引き抜かれ、服があちこちに散さん乱らんしていた。食しよく卓たくの椅子はひっくり返り、食器棚だなの中のお皿さらが外に出されている。

　僕には敵てきが多い。中学生の頃ころはおかしな方向にグレていたせいで、横よこ浜はまには僕を恨うらんでいるヤツがたくさんいる。

　まさか、そいつらが──？

　嫌いやな予感を覚えつつ、一階を見て回る。

　荒あれ果はてた室内に人の気配はない。誰だれもいないようだ。

　気を抜かないようにしながら、二階へと向かう。階段には微の服が散らばっていた。

　踏ふまないようにしつつ、足音を潜ひそめて階段を昇る。

　と、僕の部屋から、奇き妙みような物もの音おとが聞こえた。

「うぅ……。うぅぅ……」

　これは、泣き声？　そっと中を覗き込こんでみる。

「微、どうしたんだ!?」

　妹が荒れ果てた僕の部屋の真ん中で、へたり込んでいた。大きな瞳に涙をいっぱい溜ためている。

　そのようすは──僕を殺した直後の妹に戻もどってしまったように見えた。カッターナイフで細い腕うでを切り刻きざんでいた《死にたがり》の、あの頃ころに。

「……お兄、ちゃん？」

　僕を見るや、微は僕に抱だきついてきた。大きな声で泣きじゃくる。

　拳けん銃じゆうを隠かくしつつ、妹の背中を撫なでてやった。

「大だい丈じよう夫ぶ。僕は、ここにいるよ。……どうしたんだ？」

「えぐっ…えぐっ……？　ないの……なくなっちゃったの……？」

「無くなったって、なにが？」

　妹は涙を流しながら、僕の顔を見つめた。

「お金」

「……はぁ？」

「学園祭のクラスの運うん営えい費ひがなくなっちゃったの!?　微が預あずかってたのに!?　家中捜さがしてもないんだよぉ!?」

　家が荒れていたのは家や捜さがしをしていたからなんだね。

　なんだ、そんなことかよ……。内心、胸を撫で下ろした。もっとクリティカルな事じ態たいを想そう定ていしちゃったじゃないか……。なんにせよ、妹が無ぶ事じで良かった。

　だが、微にとっては深しん刻こくなコトだったみたいだ。僕の胸で、大声で泣きわめいてる。

「代わってもらってまで、実行委員になったんだよ!?　クラスのみんなが頑がん張ばってねって言ってくれて……!?　微もはりきってたのに……なんで、いきなりこんなことになっちゃったのかな……!?　微はダメダメだよ……!?　こんなダメな妹は、実行委員になってお兄ちゃんとラブラブ作戦も失敗だよね？　もう学校にも行けないよ……!?」

「そんなことないって。高たか天まが原はらセンパイに相談してごらん。あの人は超ちようがつくほどの金持ちだ。お金ぐらいどうにでもなるよ。ちゃんと、みんなも許してくれるさ」

「でも……でもぉ……!?」

　涙でぐしゃぐしゃの顔を僕の胸に埋うずめてくる。

「大丈夫。大丈夫だからね」

　微をベッドに座らせ、落ち着くまで髪を優やさしく撫でてやることにした。しかし、なかなか泣きやんではくれなかった。

「せっかくの学園祭なのに、台無しだね……？　ダメダメだね……？」

　そんなことを呟つぶやき続けていたんだ。




【悪化・その四】

　微の不注意だと思われた紛ふん失しつ事じ件けんは、直後、大きな展てん開かいを迎むかえた。

『私は、桜ヶ丘高校生徒会長、高天原Ａはじめである！　諸しよ君くん、愛し合っているか!?』

　翌日の午後、高天原センパイが校内放送を行ったんだ。

『諸君らの注意を喚かん起きしたく、この放送を行っている。昨日、二年Ｂ組の《クラス展てん示じ運うん営えい費ひ》が失われるという事件が発はつ生せいした。

　──そう、これは《事件》なのだ！

《学園祭テロリスト》を標ひよう榜ぼうする人物から、生徒会宛あてに犯はん行こう声せい明めいが送られてきたのだ。その全文を読み上げたいと思う』

　ざわめく校内に、センパイの美声が響ひびく。

『めんどくせえから、前置きは省はぶく。

　俺おれたちは、学園祭を妨ぼう害がいしてやろうと考えてる。テロリストみてえなもんだな。呼び名がないのは面めん倒どうだから、《[image: α]アルフア》と名乗らせてもらう。特に意味はねえ。チーム名みたいなもんだ。覚えとけよな』

《[image: α]》という単語に、ドキッとしてしまった。

　アダムは、自みずからのことを《[image: α]》と呼んだことがあったんだ。

『神である主しゆ、今おられ、かつておられ、やがて来られる方、全ぜん能のう者しやがこう言われた。わたしはアルファであり、オメガである』

　有名なヨハネ黙もく示し録ろくの一いつ篇ぺんを引用してね。アダムが学園祭の妨害をしようと考えてるのだろうか……いや、まさか、そこまではヒマじゃないよな？

　高天原センパイは怒ど気きを孕はらんだ口調で、犯行声明の続きを読み上げる。

『世界が滅めつ亡ぼうしようってのに、なにが学園祭だ。くだらねえ。誰も彼もが浮うかれやがって。バカじゃねえのか？　とか、俺たちは思っちゃったワケだ。

　だから、付き合ってられねえからブチろうと思ったんだが、思い直した。

　楽しくやってるヤツらの妨害をして、遊ぶことに決めたぜ。

　手始めに、二年のクラスの運営費を盗ぬすんでやった。トロそうな女だったから簡かん単たんだった。

　で、隠かくれてコソコソやんのも格かつ好こう悪いから、犯行声明つーの？　送ることにする。

　宣せん言げんするぜ。学園祭に参加する全すべての企き画かくを妨害してやる。

　せいぜい頑がん張ばってくれや。俺たちは、てめーらが困こまって右う往おう左さ往おうする様さまを眺ながめて楽しむことにする。やっぱ、他人の不幸が一番楽しいしな。

　じゃ、そういうワケなんで、一つよろしく！』

　読み終えた直後、ビリビリと紙を破やぶく音が聞こえた。怒いかりにまかせて、センパイが犯行声明を破り捨すてているのだろう。

『以上が、犯行声明の全文だ。犯人は大だい胆たんにもクラス、クラブ、個人参加合わせ、四三もの企画全てに妨害を加えると宣言しているのだ。ははっ、言ってくれるじゃないか！　やってみるがいい！

　いいか、生徒諸君！　くだらぬことを考えて、妨害をする輩やからがいるかもしれない！

　だが、絶対に負けるな！　妨害にくじけるな！　必ず、学園祭を成功させよ！　最高に楽しんでやれ！　それこそが最大の自じ衛えい策さくとなるであろう！

　そして、これを聞いているであろう、犯人に告つぐ！

　おまえたちは、この私を怒おこらせた。必ず見つけ出し、処しよ罰ばつをする。覚かく悟ごをしておけ！』

　センパイは犯人に繫つながる情じよう報ほうには報ほう奨しよう金きんを出すことを付け加えて放送を終えた。




【悪化・その五】

《学園祭テロリスト》なんて輩やからに負けないように、桜花祭の準じゆん備びを頑張ろう！

　三年Ｃ組でも、気き炎えんをあげたけれど。

　僕たちは、気付いていなかった。

　その時じ点てんで、既すでに我がクラスは《[image: α]》の妨害を受けていたんだ。

　致ち命めい的てきな妨害を──




　不ふ穏おんな空気と共に、桜ヶ丘高校は本格的な学園祭準備期間へと突とつ入にゆうした。

















scene3

　「幼い頃、おまえはどんな子どもだった？」















■　ＳｉｄｅＡ　街を守る僕たち　■




　六月に入り梅雨つゆが近くなってきたからか、ここ二日ほど雨が続いていた。

　天気予よ報ほうじゃ明日は晴れるって言ってたけど、強い雨が降ふっている。もし天使が出てきたら億おつ劫くうだね。僕ぼくは雨の日が好きだけど……当とう然ぜんながら雨の中出で掛かけるのは嫌きらいだ。雨の休日に惰だ眠みんを貪むさぼるのが大好きなんだよね。来らい夏かに言ったら、「雨が好きなんて、信じらんない！」なんて喚わめいてたけど。

　そんな益やく体たいもないことを考えながら。

　サクヤの住むボロアパート・大だい銀ぎん河が荘そうの二階廊ろう下かの窓まどから、降り続く雨に視し線せんを這はわせていた。

　時間は午後一〇時半。対天使兵器ルシフエリオンと待たい機きをはじめる時間には少し早い。雨の日は巡じゆん回かいしてる警けい察さつ官かんなんかに見つかってしまうリスクに目をつぶってバイクで移い動どうするって決めてるから、早く着き過ぎてしまったんだ。

「……ヒソカ？」

　背はい後ごから声が掛かった。驚おどろいたように少しだけ目を見開いて、サクヤが立っている。

　お風ふ呂ろに行ってたのだろうか。タンクトップに短パンという格かつ好こうをしていて、小こ脇わきには洗面器に入ったお風呂セットを抱かかえている。長い髪かみはほのかに濡ぬれていて、上じよう気きした頰ほおに張はり付いていた。

　首に掛けていたバスタオルを、マントみたいに羽は織おって剝むき出しの肩を隠かくしつつ、

「隣となりに入にゆう浴よく施し設せつが建たっている。部へ屋やにバスタブはないけど、住人は無料で入れるから」

　サクヤは尋たずねてもいないことを答えた。そのまま無む言ごんで二人して立ちつくしていたけれど──ふん。サクヤは鼻を鳴らした。無言で僕の後ろを通り過ぎ、一番端はしにある自室へと入っていく。

　だが、ほどなくしてドアから顔だけ出した。ぶっきらぼうな言葉が、安やす普ぶ請しんなアパートに響ひびく。

「入れば？」

「……どうせすぐに出掛けるだろ？」

　雨の日だって天使は襲おそってくる。雨の夜は、路ろ地じ裏うらの軒のき先さきで雨あま宿やどりしながら、襲しゆう来らいに備そなえて待機するのが常つねだったんだ。

　けれど、サクヤは顔を引っ込めた。薄うすく開いたドアの向こう側から声が聞こえてくる。

「私の部屋で待機していても同じことでしょう？　本当はイヤだけど。雨だから、今夜は仕し方かたがない」

　断ことわる理由はない。サクヤの部屋へとお邪じや魔ますることにした。

　彼女はもうシスターが着るような修しゆう道どう服ふくに着き替がえていた。上がり込んだ僕を一いち瞥べつし、ぷいと横を向く。

　家か具ぐらしいものがほとんどない古ぼけた六畳じよう間まは、相あい変かわらず殺さつ風ぷう景けいだった。ちゃぶ台の上に鎮ちん座ざする大型の無む線せん機きが、その印象を助じよ長ちようさせている。

　しかし、前に来たときより、生活の匂においがするのも、また事実だった。

　玄げん関かん先さきの土ど間ま──というか、靴くつ脱ぬぎスペースには《もえるの》《もえないの》という張り紙の貼はられたゴミ袋ぶくろが置かれている。《もえないの》の方が明らかにゴミの量が多い。きっとプラスチックゴミが大量発生しているんだろう。主おもに、食べ終えた後のプリンのカップが。

　そして、窓まど際ぎわのカーテンレールには洗せん濯たく物ものが干ほされていて──

「み、見るなっ！」

　濡れ髪を拭ふいていたサクヤは、慌あわてて洗濯物に飛びついた。干されていた飾かざり気のない下着を目にも留まらぬ速度で回収し、押おし入いれに放ほうり込こんだ。

　ちょっぴり頰を染そめて僕を睨にらみ付けつつ、

「…………見た？」

　長年疑ぎ問もんに思ってることがあるんだよ。ぱんつのヘソの下辺あたりに、すっごく小さなリボンがついたデザイン、よく見かけるよね。アレってどういう意味があるんだろ。あのリボンって機き能のう性せいはゼロだと思うんだ──以前ならそんな軽かる口くちを叩たたいたところだったろうけれど、肩を竦すくめて答えた。

「見てないよ」

「ならいい」

　サクヤは無線機の置かれた前に座すわった。ちゃぶ台の上には、プリンとお皿さら。そして銀色のスプーン。長い髪は乾かわき切っていないのに、早くも風呂上がりのプリンとしゃれ込むつもりらしい。

　所しよ在ざいなく立ちつくして眺ながめているのもどうかと思ったので窓まど際ぎわに腰こし掛かける。

　そんな僕を気にも留とめず、サクヤは目の前のプリンに集中していた。時じ限げん爆ばく弾だんを解かい体たいする爆ばく発はつ物ぶつ処しよ理り班はんのような慎しん重ちような手つきで、プリンのカップからフタを綺き麗れいにはぎ取る。カップの上にお皿を被かぶせ、ゆっくりと逆さかさまにした。

　そして、おもむろに──ぷっちん。

　カップの裏のプラスチック片へんを折り取る。見み事ごと、プリンはお皿の上に着地した。

　ふるふると揺ゆれるデザートを、サクヤはしばらくの間うっとりと眺める。じっくりと鑑かん賞しようした後で、スプーンで一さじすくって口へと運んだ。

　やっぱり、ズルイね。

　プリンがとても美味おいしかったんだろう。とろけそうな顔で、サクヤは微笑ほほえんだんだ。

　対天使兵器ルシフエリオンの笑顔は、凶きよう悪あくなぐらいに可愛かわいかった。

　すぐに食べてしまってはもったいないからか、少しずつサクヤはプリンを口に運ぶ。そのようすを、僕はただ黙だまって眺め続けていた。

　サラサラ、サラサラ──雨音が聞こえてくる。その優やさしい音が、部屋に降り積つもる沈ちん黙もくを余よ計けいに際きわだたせていた。

　つーか、僕たちって、こんなに会話がなかったっけ？　今まで、なにを喋しやべってたんだ？

　少し考えて、気付いた。基本的に僕たちは、《必要なこと》しか話してなかったんだね。

　街まちを守るための相談。恋こいをしようと努ど力りよくするサクヤに対する僕のリアクション。

　僕たちの会話は、おおよそその二つの成分によってできているんだ。

　もちろん、学校での出で来き事ごとについて話すことも皆かい無むじゃない。《軽口を叩いて、サクヤが怒おこる》なんてパターンもある。しかし、それらは圧あつ倒とう的てきに少なかった。

　僕はサクヤのことを単なる《道具》だと思って扱あつかってきた。だから、必要なことだけコミュニケーションできれば、それで良かったんだ。

　そのときふと、無線機の横に留とめられた、一いち葉ようの写真が目に入った。古びた写真の中、ＡＲＩＣＥの訓くん練れん生せいだったサクヤが、仲間たちに囲かこまれて不ぶ器き用ように微笑んでいた。しかし、戦友はみんな天使に殺されてしまったのか、顔が黒く塗ぬりつぶされている。

　少しだけ躊躇ためらわれたけれど、問いかけが口を突ついて出た。

「あのさ……ＡＲＩＣＥの訓練所って、どんなところだったの？」

　食べ終えてしまったプリンのお皿を名残なごり惜おしそうに見つめていたサクヤは、驚おどろいたように顔を上げた。

「詳くわしい内ない情じようは明かしてはならないことになってる。……でも、対天使兵器ルシフエリオンになるための訓練が毎日行われていた。交こう換かん日記にも書いたでしょう？」

「一いつ緒しよに訓練してた仲間もいっぱい死んじゃったんだっけ？　厳きびしいね」

「それが普ふ通つうだったから、特に厳しいなんて感じなかった。それに、激はげしい訓練ばかりの施し設せつじゃない。楽しみだってあった」

「へえ……例たとえば？」

　サクヤはカラになったプリンのカップを持ち上げて見せた。

「ご褒ほう美びにプリンが出たんだっ」

「……ご褒美？」

「担たん当とう教官が優やさしい人で、訓練で良い成績を残すとプリンをくれたの。みんなにはナイショで。初めて食べたときは、この世にこんな美味おいしいものがあるのかって感動して泣きそうになった。甘あまくて、ぷるぷるしてて、冷たくてっ！　きっとこの食べ物は世界で一番美味しいものだって思ったっ！」

「ひょっとして、それが理由でプリンが好きになったの？」

　グッと拳こぶしを握にぎって、力強い声で言う。

「うんっ。プリンは最高だっ」

　子どもの頃ころのサクヤが、どんな女の子だったのかわからないけれど、今と同じような無表情なコだったろう。そんな少女がプリンを食べ、「はうあー!?」と雷かみなりに撃うたれたように感動する様さまを想像すると──

「…………ぷっ」

「なぜ笑う！」

「いや、ちょっと可愛いなと思ってさ。……ごめんね。なんだか詮せん索さくするみたいに質問しちゃって」

　不ふ愉ゆ快かいそうにちょっぴり頰を膨ふくらませたサクヤは、忌いま々いましげにセリフを吐はきだした。

「まったくだ。突とつ然ぜん、ヘンなコトを聞かないで」

　しかし、サクヤは忌々しげな口く調ちようのまま、尋たずねてきたんだ。

「……なんで、そんなことを聞こうと思ったの？」

「いや、特に意味は無いよ。ちょっと気になっただけ」

「そう。気になったの」

　立ち上がったサクヤは、プリンのカップを綺き麗れいに洗った。きちんと水気を切った後で、燃えないゴミの袋に入れる。神代市のゴミの捨て方を完かん璧ぺきに守っているようだ。

　背中越しに、口を開いた。

「ＡＲＩＣＥの活動については、機き密みつ事じ項こうが多い。だから、話せないことも多々あると思う。…………でも、気になるなら、もっと尋ねても構わない」

「……へ？」

「聞こえなかったの？　もっと質問してもいいって言ったの！」

　キッと僕を睨にらみ付けて、続ける。

「質問を許可してやる。…………だから、私の問いにも答えて」

　ぷいっとそっぽを向いたサクヤは、ＡＲＩＣＥのマークが付いたジュラルミンケースから、クシを取り出す。長い髪をブラッシングしつつ、いかにも仕し方かたがなくって感じで尋ねてくる。

「幼おさない頃、おまえはどんな子どもだった？　どんなことを覚えている？」




■　ＳｉｄｅＢ　学校生活を送る僕たち　■




　学がく園えん祭さいの開かい催さいまで一週間を切り、校内のようすは一いつ変ぺんした。

　まだ授じゆ業ぎようが行われてるから、教室の飾かざり付けは禁きん止しされている。おかげで廊ろう下かにはなにが入ってるのかわからないダンボールの山やら造ぞう花かで飾られた看かん板ばんなんかが山をなしていた。《天使の襲しゆう来らいに備そなえて避ひ難なん経けい路ろを確かく保ほしなければならない》なんて決まりを教師たちが作ったけれど、どこぞのクラスが禁きんを破やぶったのを皮切りに、あっという間に廊下は物置と化してしまった。今ではその決まりは《歩ければＯＫ》という感じで拡かく大だい解かい釈しやくされている。というか、場所によっては歩くのも一苦労って感じだけどね。学校が無ぶ事じであって欲ほしいと願う僕としては、ちょっぴり心配だったりもする。

　校舎の中だけじゃなく、外のようすも変へん貌ぼうしつつあった。入りきらない巨きよ大だいなハリボテなどが軒のき先さきに並ならんでいる。屋内では行おこないづらい作さ業ぎようをしているのだろう、ペンキの缶かんや工こう具ぐ類るいなどが、グラウンドのあちこちにサバンナの蟻あり塚づかみたいに点てん在ざいしていた。

　運動場のど真ん中には《バベルの塔とう》よろしく、角かく材ざいを組み上げた設せつ営えい中の櫓やぐらが空を目指して生長しつつあった。実行委員会の労ろう作さく、後こう夜や祭さいに使うファイヤーストームだ。なんでも完成したら七メートルもの高さになるそうな。派は手で好ずきの高天原センパイらしいけど、そんなもんに火を点けて大だい丈じよう夫ぶなのかね？

　そして、最も変化していたのは、桜おう花か祭に参加する生徒たちだった。

　誰だれもがみんな、ソワソワして落ち着かないんだ。熱ねつ病びようにでも罹かかったように、学園祭の準じゆん備びができる放課後を待ちわびている。当然、授業なんか聞いてるヤツはほとんどいなかった。ひょっとしたらあちこちから漂ただよってくるペンキの匂においと一いつ緒しよにたちの悪いウィルスが蔓まん延えんしているのかもしれない。あるいは、有ゆう機き溶よう剤ざいの中ちゆう毒どく症しよう状じようとかさ。そんなことを疑いたくなるような、病的にも思えるような躁そう状じよう態たいだったんだ。




　　　　[image: ]




「もうさー、腕うでが筋きん肉にく痛つうでモゲそうだしさー！　睡すい眠みん時間も少ないから眠ねむたくって仕し方かたがないしさー！　考えなきゃいけないことがい[image: ][image: ][image: ]っぱいで頭がパンクしそうだしさー！　あーもー、こんな大変だと思わなかったよー！」

　カナヅチやノコギリの音。そして、笑い声と歓かん声せいとはしゃぎ声が木霊こだまするグラウンドの片かた隅すみを、ジャージ姿すがたの来夏と並んで歩いていた。幼おさななじみは愚ぐ痴ちを言ってる。

　いや……、これは愚痴じゃないかもしれない。表情も決して嫌いやそうじゃなかった。むしろ、楽しそうだ。

「疲つかれてるんなら、参加することなかったろ。入場門の設営は、男子の実行委員の仕事なんだしさ」

　校門には足場が組まれ、ちょっとした工こう事じ現げん場ばみたいになっていた。《第四四回　桜花祭》の文字が輝かがやいている。巨きよ大だいな入場門を建設中なんだ。

　来夏は屈くつ託たくのない笑顔を浮うかべながら、

「でも、人手が足りないって生徒会長が言ってたじゃん。ボランティアも募ぼ集しゆうしてたし。だったら、参加しなきゃウソでしょ？」

「……物好きだね」

「こういうのは参加したもん勝ちだかんねっ。……さすがに、大きな材ざい木もく持ち上げるのは大変だったけどさっ。学園祭が終わる頃にはムキムキになっちゃうかも。筋肉ついちゃったらヤダなあ」

　力こぶを出すように体たい操そう服ふくの腕を曲まげて、幼なじみは二の腕をさすった。

「すでにムキムキだろ。軽かる々がる持ち上げてるように見えたよ。さすがは来夏、凶きよう暴ぼうなだけはあると思ったぐらいだからね」

「ちょっとなにそれ、ひーちゃん！」僕の軽口に怒って、来夏はチョップを乱らん打だしてきた。

「こらー！　訂てい正せいしろー！　私のどこが凶暴なのよー！」

「痛っ！　痛いって！　ってか、来夏！　自分の今の行動をもう一度、よく考えてみろ！」

　ひとしきり手しゆ刀とうの雨を降らせた来夏は、僕のジャージを引っ張ってずんずん歩き出した。

「んもう、さっさと教室戻るよっ！　ウチのクラスもやることがい[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っぱい残ってるんだからねっ！」

「わかってるって」

　三年Ｃ組我がクラスの準備は、遅おくれ気ぎ味みだった。一口に『アニマル喫きつ茶さを開く』と言っても、やることは山やま積づみだからね。

　みんなで話し合って、スケジュールや段取り、作さ業ぎようの班はん決ぎめなんかをして、

　内ない装そう班は、飾り付けのデザインを決め、その材料の調ちよう達たつに奔ほん走そうし、

　小物班は、作さく製せいしなきゃいけないものの多さに愕がく然ぜんとして、

　衣い装しよう班は、コスプレ衣装を縫ぬい上げようと気を吐はいたけれど、見み慣なれぬ型紙を前に早くも戦せん意い喪そう失しつ状態となり、

　調ちよう理り班は、調理器具や当日の食料の調達に四苦八苦したりして、

　気が付けば、当初の予定はすっかり狂くるいつつある。スケジュール的には、かなりギリギリ。本当に学園祭当日に間に合うのか、疑うたがわしいね。

　と、僕を引っ張って歩いていた来夏は、急に立ち止まった。きょろきょろと辺あたりを見回し、人ひと気けがないことを確かく認にんする。

「えへへ、ホントは早く教室に戻らなきゃいけないんだけど……」

「お、おいっ！　来夏っ！」

　ぼふっっっ。

　グラウンドの片かた隅すみにある棒ぼう高たか跳とびのマットに、来夏は倒たおれ込こんだ。腕を摑つかまれていたから、僕も一いつ緒しよに倒れてしまう。

「んゅ[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　気ン持ちイイ────っ！」

　僕の隣となりに寝ね転ころんだ来夏は、青い空を見上げて思いっきり伸のびをした。日ひ差ざしをいっぱい浴あびたウレタンのマットは、土と石せつ灰かいと太陽の匂においがした。汚よごれが気になるけど、温あたたかくて、柔やわらかくて、確かに気持ちいい。

　横を向くと、吐と息いきの掛かかりそうなほど近きん距きよ離りに幼なじみの顔があった。顔に日の光を浴びながら、心地ここちよさそうに目を閉とじている。

「はぁ～、ちょっとだけ休んでもバチはあたんないよねっ」

　急いでるんじゃなかったのかよ。そうツッコもうかと思ったけれど、やめておいた。

　遅おくれを取り戻そうと、来夏は全すべての班を手伝って八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくをしている。そのうえ、家では主しゆ婦ふ業ぎようもちゃんとこなしてるんだから、疲つかれるのも無む理りないからね。黙っておくことにしよう。僕も作業よりは、休きゆう憩けいの方が好きだしさ。

　ウレタンマットが深く沈しずみ込むせいで、谷たに間まに転げ落ちるように来夏と必要以上にくっつくことになってしまう。身体からだをずらして、少しだけ幼なじみから距離を取った。腕をマクラにして、空を眺ながめて横たわる。

　寝転がったまま、来夏は口を開いた。

「微かすかちゃんのクラスは大変だったねえ。運うん営えい費ひ盗ぬすまれるなんて」

　ちょっぴり眠そうな声で言葉を紡つむぐ。

「《[image: α]》って何なに者ものなんだろね？　ひどいことするよね。Ｅ組のコもすっごい悔くやしがってたよ」

「Ｅ組って三年Ｅ組？　なんかされたのか？」

　来夏は呆あきれたような声を出した。

「知らないの、ひーちゃん？　学校中、その噂うわさで持ちきりじゃん」

　興きよう味みがないから──とは答えづらかったので「それだけ真ま面じ目めに学園祭の準備してるんだよ」と軽かる口くちを叩くと、来夏は「だったらいいけど」なんて笑いながら教えてくれた。

「Ｅ組ってさ、《スタンプラリー大会》を開くんだって。でも、そのために作ってたイモ版ばんが全部焼き芋になってたんだってさ」

「焼き芋って。犯人、無む駄だに労ろう力りよく使ってるね」

「っても、ライターのオイルかなんかぶっ掛けて焼かれただけみたい。Ｅ組のコ、徹てつ夜やで彫ほり直しだーって叫さけんでたもん」

「へえ……」

「他ほかにもさ、サッカー部はボールをパンクさせられたらしいし。生物部は動物のエサを盗ぬすまれたって言うし。将しよう棋ぎ部ぶは将棋のコマを奪うばわれたんだって。しかも、ほら、なんて言ったっけ、一番すみっこのちっこいヤツ。びゅーんって前に進んで、バックできないの」

「香きよう車しや？」

「そ。それだけ盗とられちゃったんだって」

「うわ、地じ味みに迷めい惑わくだね」

「新聞部とミステリー研究会の人たちが犯人捜しをしてるみたいだけど……躍やつ起きになってるウチに自分たちもテロリストにやられちゃったらしいよ」

「なにされたの？」

「新聞部は、学園祭の当日に《桜さくらヶが丘おか時じ刊かん新聞》っていう一時間ごとに発行される新聞を作る予定なんだって。んで、そこ載のっけるために先に作ってた、四コママンガの原げん稿こうのオチの部分だけ全部黒く塗ぬりつぶされてたんだってさ。おかげで描かき直しみたい」

「うわ、それも地味に迷惑だね」

「ミス研もミステリーの同どう人じん誌しを出そうって、印いん刷さつ所じよに頼たのんでたんだけど……笑っちゃいけないんだけど、これがおかしくってさあ。できあがったのを確かく認にんしてみたら、目次んとこにある登場人物の犯人の名前が赤丸で囲かこんであったらしいんだよ。印刷した一〇〇冊さつ全部に」

「うわ、これまた地味に迷惑だね」

　つーか、素人しろうとが書いたミステリー、ちゃんと読どく破はしたのかよ。偉えらいぞ、学園祭テロリスト。犯行声明のノリは軽そうな感じだったけど、根は真面目なヤツなのか。それとも死ぬほどヒマなのか。

　まあ、そんなくだらない妨害をしてくる点から考えても、《[image: α]》の正体はアダムではなさそうだ。しかし、誰だれであれ、迷惑なヤツには違ちがいないね。実行委員会で会うたびに、高天原センパイは凄すさまじくイライラしていた。「なぜ捕つかまえられないのだ！」なんて怒ど鳴なってたっけ。テロリストに好き放ほう題だいやられたら、プライドの高いセンパイのことだ。激げき怒どするのも無む理りはない。

「ウチのクラスはまだなにもされてないけど、気を付けようねっ。ただでさえ、準備が遅れてるのに妨害なんかされたら大変だもんっ。ようやくメインの《ヤシの木》が完成したトコだし。アレ壊こわされたら大ピンチだよ」

「だな。余よ計けいな作業が増ふえないことを祈いのるよ。もう学校に泊とまり込みなんてコリゴリだ」

「なーに言ってんのっ！」上半身を起こし来夏は覗のぞき込こんでくる。

「これからは毎日、学校に泊まり込みだよっ！　じゃなきゃ、終わんないんだかんねっ！」

「うへえ」

　舌したを出した僕を見て、来夏はなぜか嬉うれしそうに笑った。

「嫌いやでも付き合ってもらうよ。ひーちゃんも、実行委員なんだし！」

　ぼふっ。再びウレタンマットに寝転がる来夏。浮き立つような声が響ひびく。

「てゆーかさあ、みんなで学校に泊まり込むの大変だけど……すっごく楽しくないっ？」

　僕は昨日の夜のことを思い出した。

　神代市には、夜間外出禁止令が出ている。しかし、高天原センパイが警けい察さつやジエータイなど関係各所に掛け合い、学校の敷しき地ち内ないから出ないことを条件に泊まり込み作業の許可を取り付けたんだ。だから、多くの生徒が学校に居い残のこって作業をしている。

　もちろん、僕たちのクラスも例外ではないワケで──







　家でテレビを見ていても笑わないくだらないシーンなのに、映画館のシートに座すわってポップコーン片手に観みていると爆ばく笑しようしてしまう──そんなことってあると思う。

　同じような現象が、夜の教室でも発はつ生せいしているように感じられた。

「うわー、窓の外、暗くらっ！」

　クラスメイトの誰かが言った。そして、誰かが答える。

「あったりまえでしょ、夜だもん」

　そんな捻ひねりのない会話に、笑い声が起こった。きっと教室に漂ただよう普ふ段だんとは違う《特別》な雰ふん囲い気きが笑いのボーダーを下げているのだろう。断だん眠みんハイ＆疲ひ労ろうによって思し考こう能のう力りよくが鈍にぶっているだけかもしれないけどさ。

　机つくえを教室の前の方に寄よせて作られた作業場。

「工作なんて久ひさしぶりだなー」とか言いつつ発はつ泡ぽうスチロールの塊かたまりを削けずっていたり。

「トンカチなんか、もう一生持たない気がするー」なんてきゃあきゃあ笑いながら、女の子たちが慣なれない大工作業に悪あく戦せん苦く闘とうしていたり。

　ジャージ姿のクラスメイトは、それなりに真しん剣けんに作業をしていた。

　かく言う僕も、《内装班》の連中と車くるま座ざになってハサミを動かす。どこからもらってきたのだろう。大量の牛乳パックを切り開いていった。

　対面に座る猿さ渡わたりが、切り開いたパックを、葉っぱの形に切りながら、

「なあ、密ひそか。後夜祭のフォークダンスのパートナー決めたか？」

「まだ。ってか、踊おどるかどうかも決めてないよ」

　特に興味もなかったけど、尋たずねてみた。

「猿渡はどうなんだよ？」

「んにゃ。まだＯＫしてくれる娘こは現あらわれねえよ」

　ハサミを手の中で弄もてあそびつつ、猿渡は遠い目をした。

「そうそう。密の妹のさ、微ちゃん…だっけ？　あの娘も誘さそったよ。《ダンスの誘さそい》を渡わたしてたから、返事を聞きに行ってさ。いやー、微ちゃん、兄に似にず可愛かわいいから、ＯＫしてくれたらラッキーとか思ってたんだけどさ」

「兄に似ずは余よ計けいだろ。……で、結果はどうだったの？」

「ゼンッゼン。これっぽっちもダメだったよ。ニコッと笑って『冗じよう談だんは顔だけにしたらいいと思うんだけどなっ？』とか言われてビックリしたぜ。昨日は二年生の女子全員に断られた。残りは《１８３／２３３》になったんだが……微ちゃんがこれまでで一番ひどい断られ方だったよ。さすが兄妹。兄に似て毒どく舌ぜつだ」

「兄に似ては余計だよ。僕は人じん畜ちく無む害がいで有名なんだ。毒なんて吐はかないって」

「確かに毒は吐かないし、いつもニコニコ笑ってるけどさ。密センセ、頭の中じゃ相当アレなこと考えてるだろ？　主に一八歳さい未み満まんには見せられないような内容のことを！　このムッツリ大王め！　猥わい褻せつ罪ざいが思想犯でないことを感かん謝しやするんだな！」

「ＯＫ、猿渡。今きみは、世界で一番鏡を見るべき人間だ」

「おいおい、バカ言ってもらっちゃ困るぜ！」

　クールな仕し草ぐさでお寺の息子むすこは前髪をかき上げた。

「俺は密と違って、ムッツリなんかじゃない！　なんせ俺サマは、正真正しよう銘めいの《すけべえ》だからな、おぶーっ!?」

　スパンっ！　猿渡は、後ろからハリセンで殴おう打だされた。弓ゆん手でにハリセン、馬め手てにカナヅチを持った雪ゆき村むら珊さん瑚ごが怒ど鳴なる。

「バカ言ってんのはアンタの方よ、サワっち！　口動かさずに手ぇ動かしなさいっ！　さもなきゃ次はカナヅチでいくよ！」

「いきなり後こう頭とう部ぶを叩くなっ！　ぐあー、痛いてぇぇぇぇ──っ！」

　必要以上に床ゆかをのたうち回った猿渡は、ゴロゴロ転ころがっていった。

　ぎゃははは！　クラスメイトの爆ばく笑しように包まれる教室。

　床にちょこんと正せい座ざして、凄すさまじい速度でコスプレ衣装を縫ぬっていたサクヤの許もとまで彼は這はい寄より、

「サクヤちゃん。傷きずついたボクちんを慰なぐさめて♡」

「え、えっと……？」

　戸と惑まどったように顔を上げたサクヤに、珊瑚がアドバイス。

「サクヤっち。踏ふんじゃえ」

　むぎゅっ。

「うっぎゃああああああ────────────────っっっ[image: !!!]」

　ぎゃははははははははは！

「ひどいよ、サクヤちゃんっ！……お願いだから、もっと踏んでッ♡」

「サワっち！　アンタはヘンタイかあああっ[image: !!!]」

「ちょっ、まっ、トンカチでツッコむのはやめて！　死んじゃうからっ!?」

　ぎゃはははははははははははははははははっっっ[image: !!!]

　爆ばく笑しようしながらも、クラスメイトは手を動かし続けている。

『こういうノンビリした時こそ、アグレッシブに《楽しいコト》をしなければウソだ！』

　そんなセンパイの宣言を体たい現げんするように、全校生徒が学園祭の準備に必ひつ死しに取り組んでいた。それでいて──腹の底から笑って笑って笑いまくっていたんだ。作り笑いじゃない、全力の笑顔で。

　時計が二二時を回った頃ころ、勢いきおいよく教室のドアが開いた。

「おっ待たせー！　ごっめーん、臨りん時じの購こう買ばいすっごい混んでてさあー！　さあ、お待ちかねの晩ばんご飯はんだよ！」

　来夏は膨ふくれたレジ袋ぶくろを床に置いた。大量のカップ麵めんが袋から零こぼれ出る。

　後ろには《給きゆう湯とう室しつ》と書かれた巨大なヤカンを提さげたいいんちょが微笑ほほえんでいる。

　砂さ漠ばくでオアシスを見つけたみたいに、クラスメイトは歓かん声せいを上げた。




　教室は足の踏ふみ場もない状じよう況きようだったから、みんなで屋おく上じようで食事を摂とることになった。

　給きゆう水すい塔とうの屋や根ねの上。僕のお気に入りの場所にあぐらをかいて座る猿渡は、お湯を入れたカップ麵片手に、

「あんま街まちの明かりがついてないから夜や景けいは微び妙みようだなー。せいぜい見み積つもって一〇〇ドルぐらいの価値ってとこか」

「一〇〇ドルて、安っ！　でもさ、見てよ！　街が暗い分、星が綺き麗れいじゃん！」

　給水塔の縁ふちから足を投げ出して僕の隣となりに座っている来夏が、笑いながら空を見上げた。

　頭ず上じようには満天の星が広がっている。

　珊瑚もため息を吐つきながら、

「そだね。外出禁止令のせいで、最近、夜空って見てなかったから、なんか新しん鮮せんだわ」

　同じように給水塔の上に座っていいんちょは、カップラーメンについてサクヤに説明していた。彼女はカップ麵を食べたことがなかったらしい。

「お湯を入れて三分経たったら食べられるんですよっ」

「いいんちょ。この添てん付ぷされた謎なぞの小袋はなに？　《かやく》と書かれているけど……ま、まさかっ！」

「サクヤさん、ダメですっ！　投げ捨てちゃダメっ！　それは薬やく味みです！《加える薬味》と書いて《加薬》です！　お湯と一緒に入れるんです！　爆ばく発はつ物ぶつじゃありませーんっ！」

　サクヤと嚙かみ合わない会話をしていた。

「あ、そろそろ三分経たちますねっ」

　いいんちょの言葉を合あい図ずに、僕たちはカップ麵のフタを開く。冷たい夜の空気に、チープなインスタントラーメンの匂においが広がった。

　狭せまい給水塔の屋根に六人も座っていたから、必ひつ然ぜん的てきに肩を寄せ合うことになる。僕にくっついて座っている来夏は、小さなプラスチックのフォークでカップ麵をちゅるるんとすすった。

「ん～っ！　おいしいーっ！」

　足をジタバタさせて、大きな声で叫さけぶ。

　幼なじみだけじゃない。屋上のベンチに腰掛けているクラスメイトたちも口々に喜びの声を上げている。

「おいすぃー、コレ！」「ヤバイ、超ちよううまい！」「カップラーメンて、こんなうまかったっけ？」「食べ飽あきてるハズなんだがな」「腹はら減へってるからじゃね？」「ワカモノは腹が減るわけですよ！」

　屋上から見える景け色しき。隣に建たっている第二校こう舎しやは滅めつ亡ぼうしつつある世界を象しよう徴ちようするように、壊こわれかけていた。食べかけのカロリーメイトみたいに齧かじり取ったように無くなっている。

　眼がん下かに広がるグラウンドでは、休きゆう憩けい中ちゆうなのだろうか。下級生の女の子たちが、街がい灯とうの明かりの下でフォークダンスの練れん習しゆうをしていた。黄色い声が校こう庭ていに響ひびき渡る。

　そのようすを装そう甲こう車しやに乗ったジエータイのみなさんが楽しげに眺ながめていた。生徒たちが学校に泊とまり込むという連れん絡らくを受けて、急きゆう遽きよ護ご衛えいに来たんだ。

　軍服を着た若い自衛官ジエーカンが、踊おどっている女の子たちに声を掛ける。

「練習だったら、お兄さんが付き合ってあげるぞー」

　同どう僚りようの自衛官ジエーカンたちが「勤きん務む中ちゆうにナンパすんなよ！」なんて笑いだす。

　女生徒は声を揃そろえて、『男の人と練習しちゃいけないんですー』と返事をした。

　桜花祭実行委員会の──いや、高天原センパイ個人のお達たつしにより《異い性せい間かんでのフォークダンス練習》が固かたく禁きんじられたんだ。曰いわく「練習で手を握にぎり合ってしまったら、当日の感動が薄うすれてしまうだろ！」だそうで。

　女の子の一人が、「ウチの学校の生徒だったら、後夜祭に踊れたんですけどねー」なんて舌を出すと、ジエータイのお兄さんは残念そうに肩を竦すくめた。

「俺も高校生に戻りたいよ」なんて星空を見上げて嘆なげいてる。

　壊こわれ果はてたセカイの片かた隅すみで。

　どこまでも平和で、のどかな時間が流れていた。

　ずぞぞぞぞーっと豪ごう快かいに麵を搔かき込んだ猿渡は、ポツリと呟つぶやく。

「いいな。こーゆーの」

「だね」

　短い言葉で、珊瑚が同どう意いする。

　笑えみを浮かべながらも、来夏は少しだけ真しん剣けんな顔で、

「きっと、このラーメンの味は忘れない気がする」

　曇くもった眼鏡めがねを拭ふきながら、いいんちょが幾いく度ども頷うなずいている。

　同じように眼鏡が曇っていたから、サクヤはどんな顔をしているのかわからなかった。彼女のことだから、いつもながらの無表情だったと思う。夜空の下、クラスメイトと肩寄せ合って初めてのカップ麵をすすっている。

　僕もラーメンを口に運び、スープを飲んだ。

　誰もが絶ぜつ賛さんしていたけれど、大して美味おいしいとも思わなかった。

　もう一口、熱いスープを飲んでみる。

《世界滅亡カーテンコール》が始まった直後、カップ麵は非常食としてよく配はい給きゆうされていた。おかげで、すっかり食べ飽あきている。こんなもので大喜びする意味が、僕にはよくわからない。

　空を見上げ、みんなに気付かれないように小さくため息を吐つく。

　湯ゆ気げみたいに立ち上った白い吐と息いきは、星空に解ほどけて、消えた──







　棒ぼう高たか跳とびのマットに寝ね転ころがったまま、来夏は「あはは」と笑った。

「私はすっごく楽しいよっ！　こんなこと、今しかできないんだもんっ！」

　横を向いてみる。暖あたたかな日差しに照てらされた幼おさななじみは、幸せそうな顔で瞳ひとみを閉とじていた。恐おそらく、僕にはもう一生できないだろうと思える表情だ。

　その横顔を眺めていたら──じわり、と。

　奇き妙みようなモヤモヤが胸の中に広がった。

《痛み》とはまた違う……《痒かゆみ》にも似にた微び妙みような感覚。

　なんなんだろうね。この感じは……。

　少しだけ考えたけれど、答えが出る前に来夏がパッと目を開いた。

「ところで、質問があるんだけどさっ」

　僕をジッと見つめて、幼なじみは尋たずねてくる。

「あのさ、あくまで例たとえばの話なんだけどさ……。ある女の子・Ａ子さんがいたとしてぇ、そのコには好きな男の子・Ｂくんがいるんだよ。でも突とつ然ぜん、Ｂくんの近くに恋こい敵がたきのＣ子さんが出現しちゃう」

「なんだそれ？　マンガの話？」

「え、あ、うん。まあ、そんなとこだよ。……でねっ、ある日、ＢくんとＣ子さんがケンカを始めちゃったとする！　はい、ここで質問っ！　もし、Ａ子さんが『ラッキー！』とか考えて、ここぞとばかりにＢくんにアタックをかけちゃったとしたら……ひーちゃんは、Ａ子さんを軽けい蔑べつする？」

　寝転がったままだったけれど、来夏の口く調ちようはやけに真しん剣けんだった。

「いや、しないよ。そんなの普ふ通つうのことだろ」

「だよねー、しないよねー」

　僕の答えを聞いた幼なじみは、なぜだかすごく嬉しそうだった。せっかく距きよ離りをとったのに、幼なじみは再び僕にくっつくような位置に近ちか寄よってくる。ふかふかのウレタンマットが沈しずみ込こみ、僕たちはぴったりと密着してしまう。

「って、ひっつくなよ」

「いーじゃん、子どもの頃ころは一緒によく寝てたんだしっ」

「小さな頃だろっ」

「気持ちいいからさあ、五分だけお昼ひる寝ねしてこうよ！　昨日は、教室で雑魚ざこ寝ねだったでしょ？　修学旅行の夜みたいで、あんまり寝れなかったんだよっ！」

　来夏は再び目を閉じる。目ま映ばゆい日差しに照てらされた幼なじみの顔は、ちょっぴりピンク色に染そまっていた。ドサクサに紛まぎれるような感じで、目を閉じたまま付け足す。

「そだ。ひーちゃん。後夜祭のダンス、私と踊ってよねっ」

「踊るかどうかも決めてないって言ったろ？」

「うっさいうっさい！　もう決定したの！　異い議ぎは認みとめませーんっ！」

「……ま、別にいいけどね」

　この場合の《いいけどね》は、《どうでもいいけどね》という意味だ。

　だが、来夏は明るい声を出した。

「やった！　ゼッタイだよ!?　約やく束そくしたかんねっ！」

　一方的にまくし立てていたかと思ったら──

「Ｚｚｚｚｚｚｚｚｚ……」

　安心したように、可愛かわいらしい寝ね息いきを立て始めてしまった。

「うわ、もう寝たのかっ!?　おまえは子どもか！」

　ツッコミにも反応がない。完全に眠ってしまったようだ。

　やれやれ……。幼なじみにひっつかれたまま、僕は青空を見上げる。

　白い雲の浮かぶ空は、どこまでも高く。そして、青かった。

　相あい変かわらず、胸の中には奇き妙みような感かん覚かくが広がっている。来夏の顔を見ていると、余よ計けいに《痒み》にも似た想おもいが大きくなっていた。意味不明で、なおかつ、とても不ふ快かいだ。

　誰に言うともなく、呪じゆ文もんみたいに呟つぶやく。

「学園祭なんて、早く終わらないかな……」
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「どうかな？　どうかなどうかな？　どうかなどうかなどうかなっ？」

　六月九日。夜八時。僕の部へ屋や。

　二日ぶりに帰き宅たくして入にゆう浴よくし、部屋着に着替えて、天使が出てきそうな時間まで一眠りしようかとベッドに寝転んだところで、妹に急きゆう襲しゆうされた。

「似合ってるかな？　可愛いかな？　ラブリーかな？」

　僕の上に馬乗りになった微は、ゴスロリ調ちようの黒いドレスの裾すそを摘つまんで、

「微、主役に選ばれちゃったんだよ？　このドレスが衣い装しようなんだよ？　ねえねえ、似合ってるかな？　お兄ちゃんに見て欲しくって、ウズウズしてたんだけどな？」

「ああ、よく似合ってるよ」

　お世せ辞じじゃなく、フリル過か多たのドレスは妹にピッタリだった。ふんわりとカールした長い髪かみも、お姫ひめ様さま然ぜんとして見える。

　僕に馬乗りになったまま、嬉うれしそうにはにかむ妹の髪を撫なでてやりながら、

「主役とはスゴイね。お姫様役、かな？　どんな劇げきをやるの？」

「えっとね？　小こ悪あく魔まなお姫様が悪わる知ぢ恵えでワルモノを退たい治じしたり、王子様を落としちゃったりするお話なんだよ？　ピカレスク・ロマンティック・コメディなんだって？」

　なんつーか、あつらえたように我が妹にお似合いの配はい役やくですこと。

　微は「くふふん？」と僕を試ためすような笑えみを浮うかべた。

「キスシーンもあるんだよ？　気き絶ぜつさせちゃった王子様を目覚めさせるために、微がちゅーをするんだけどな？」

「気絶させちゃうのかよ」

「ぶー？　ツッコミどころは、そこじゃないんだけどな？　微が別の男の子とちゅーしちゃっても気にならないのかな～？　気にして欲しいんだけどな～？」

　甘あまえたような声で囁ささやくと、妹はセリフを言い始めた。

「『ああっ、王子様っ。私の当て身……じゃなかった、愛の魔ま法ほう《マジカル☆フルスイング》が効きき過すぎて、目覚められないのですねっ！　なんとおいたわしい！』」

　なるほど。そのセリフだけで、どんな劇なのかよくわかりました。

「『これは仕方がありません……ここは一発、伝でん統とうと格かく式しきに則のつとった方法で起こしてさしあげなくっちゃっ！　いざっ！』」

　ちゅっ。

　微は僕にキスをしてきた。唇くちびるが触ふれ合うだけの口付けを。

　しなだれかかったまま、ドレス姿の妹は照れくさそうに囁く。

「なんちって？　本番では、本当にするワケじゃないんだけどね？……微の唇は、お兄ちゃんのものだからね？」

　もう一度、唇を寄せてくる。

　二度目のキスは、深いものだった。妹がいつもねだってくる《オトナのちゅー》だ。僕は抗あらがわず、受け入れる。求めに応おうじて、柔やわらかな部分を絡からめ合う。僕は微を拒こばむわけにはいかない。だから、妹の望み通りに応じてあげなくちゃいけないんだ。壊こわれ果はてた僕に課かせられた《義ぎ務む》。サクヤには見せられない、僕の裏側の顔。

　こんなコトをしておきながら、サクヤと《恋こいをしよう》なんて誓ちかったんだから笑っちゃうね。《向き合う》という行こう為いが、どんなものかわからなかったけれど……壊れた僕には、そもそもそんなことはできないのかもしれない。

「ぁん……はぅ……っ」

　唇から熱い吐と息いきを漏もらした微は、くてっと僕に抱だきつくように倒たおれ込こんできた。耳元に囁きかけてくる。

「……王子様役がお兄ちゃんだったら良かったんだけどな……？　そしたら本当にちゅーできるのにね？」

「舞ぶ台たいでマジでキスなんかしたら、大おお騒さわぎだろ」

「大騒ぎになって欲しいんだよ？　学校中のみんなに、《微はお兄ちゃんが好きだ》って知らせたいんだよ？　兄妹でちゅーしちゃうような関係だって教えたいんだよ？　そうすれば、お兄ちゃんに近寄る女の人が、少なくなると思うからね？」

「…………」

「なんてね？　ウソだよ？　お兄ちゃんを困こまらせたくないからね？　微はお兄ちゃんの妹ってだけで、大満足だよ？　恋こい人びとになんてなれなくても平気だよ？　……もしもお兄ちゃんに恋人ができたら、小こ姑じゆうとさんみたいにイビりまくりな予定だけどね？」

　妹は僕の頰ほおにキスしてきた。ドレスのフリルが首くび筋すじをくすぐる。

「えへへ？　それじゃ、微もお風ふ呂ろに行ってこようかな？　ちょうど入ろうと思ってたところなんだよねっ？」

　ピョンと飛び起きた妹は、ベッドの縁ふちに腰こし掛かけた。僕に背を向ける。

「チャックを降ろして欲しいんだけどな？　ちょっと壊れ気ぎ味みなんだよ？」

　背中のチャックに手を掛けた。確たしかに動きが固かたい。よく見なければわからないけれど、やけに古びている。

「このドレス、よくできてるけど手作りなんだね」

「そうだよ？　ほら、お金を盗とられちゃったでしょ？　だから、みんなで古着を持ち寄ってね？　手芸部の人が仕立て直したんだよ？」

　微の口く調ちようは、とても自じ慢まんげだった。

　運うん営えい費ひを根ねこそぎ盗ぬすまれてしまった微たちに対して、当然のように高天原センパイはもう一度お金を給きゆう付ふしようとした。だが、二年Ｂ組はそれを断ことわったんだ。

『再給付を受けてしまったら、テロリストに負けたようで悔くやしいじゃないかっ！　だから、自分たちの手でなんとかしようっ！』

　微たちのクラスは、そんな感じで一いつ致ち団だん結けつしたんだそうだ。

　カンパを募つのってお金を集めたり、衣い装しよう代だいや舞ぶ台たい装そう置ちの代金を切りつめたりして、なんとかやりくりしようとしているらしい。素す直なおに金を出してもらった方が楽だと思うのに、なんでわざわざ面めん倒どうな道を選ぶんだろうね。

　妨ぼう害がいに負けずに大成功すれば、テロリストをぎゃふんと言わせられるんだーなんて言って、妹たちは当初よりもさらに頑がん張ばっているみたいだけど……理り解かいに苦しむ。

　ドレスを壊さないように、チャックを慎しん重ちように降おろしてやった。華きや奢しやな白い背中が垣かい間ま見みえる。ドレスに着き替がえる時に脱ぬいだのか、下に肌はだ着ぎは着けていなかった。

　ドレスの胸むな元もとを押おさえながら立ち上がった微は、困こまったように眉まゆを八の字にしていた。

「衣装はうまくできたけどね？　舞台の大道具が厳きびしいんだよ？　クラスメイトのカンパじゃお金が足りなくて、材料が集められなくてね？　書き割りとかがショボショボな感じになっちゃいそうなんだよ？　それが残念かな？」

「ふうん……」

　舞台装置もホンカク的なものになりそうだと、微は喜んでいた。貧ひん相そうなものになってしまうことに忸じく怩じたる想いがあるのだろう。

　切せつなげな顔をしているのが気になって、

「だったら、もっとお金を集めたら？　いくらでも方法があるだろ。クラスメイト以外にもカンパを頼たのむとか」

「うーん？　できる限り、微たちだけの力で乗り切ろうって決めたから、それは避さけたいんだよね？　誰かにお金を出してもらっちゃったら、生徒会長さんに運営費を出し直してもらうのと同じになっちゃう気がするから？　劇げきが終わった後で、お金を返せればいいんだけど……微たちは演劇だから儲もうけたりはできないしね？　入場料を取ったらお客さんは入らないし……？」

　演劇は客が集まりにくいという。入場料を取ることに決めたら、一いつ般ぱんの生徒は入らなくなってしまうのだろう。

「ふうん」僕は少しだけ考えて、「だったら、別の方法で対たい価かを返へん還かんしたらどう？」

　ドレスの胸元を押さえたまま、妹は小首を傾かしげる。

「別の方法？」

「そう。例たとえば──」

　テキトーにでっち上げたアイデアを教えてやることにした。ルールの抜ぬけ道を探さがしたり、言い訳わけを考えたりするのは僕の得とく意い技わざなんでね。

「──ＣＭするとかさ。駅前の商しよう店てん街がいを回ってスポンサーを探さがすんだ。『劇の幕まく間あいでお店の宣せん伝でんをします』って言ってね」

　ウチの学校には、一般のお客さんもいっぱい来るから少しは宣伝効こう果かはあるだろう。

「それなら、一方的にお金だけもらうことにはならないだろ？」

　大きな瞳ひとみをさらに見開いて、妹は手を叩たたいた。

　すとんっ──ゴスロリなドレスが床ゆかに落ちる。

「お兄ちゃんっ!?　それはナイスアイデアだよー!?」

　僕の顔を抱だきかかえるように、むぎゅーっと抱きついてきた。

「微!?　ドレス落ちてる！　お兄様の顔面に《なまちち》が当たってるって！」

　ってか、微の場合、ぺたんこだから《なま胸むな板いた》に若じやつ干かんのクッションがついた程てい度どだけど……それは今は関係ないっ。微び妙みような気分になる僕をよそに、妹はさらに抱きついてくる。

「早さつ速そく、明日みんなに言ってみるよ!?　忙いそがしくなりそうだよー!?」

「って、おい、微!?」

　むぎゅぎゅぎゅ──────っ。
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　桜花祭開かい催さい日びまで、残り二日となった。

　ついに《学園祭準備日》に突とつ入にゆうし、授業がなくなった。一日中、桜花祭の準備だけをすることができる。ようやく教室の飾り付けも解かい禁きんされるため、全校生徒が朝早くから登校していた。

　我わがクラスも例外ではなく、来夏の号令の下もと、七時過ぎにはクラスメイトたちが教室に集まっていた。着き替がえるのも面めん倒どうだから、みんな家からジャージで来ている。

　誰もがやる気に満ちた顔をしていたけれど。

「…………」

　窓の外を眺ながめて、猿さ渡わたり三さん聖せいは遠い目をしていた。

　一いち応おう、尋たずねてあげようかな。

「どう？　ダンスパートナーは見つかった？」

　ふるふると力無く首を横に振ふる猿渡。

「ついに、半分の女の子に断られた。残る人数は《１１５／２３３》だ……。なんか、こんなに断られまくると、人としてダメだと言われ続けている気分になるな。うふふふふあははははああおかしい」

　猿渡は乾かわききった笑い声を上げている。

「まだ半分もいるじゃないか。頑がん張ばれ、猿渡！」

　おざなりな慰なぐさめの言葉を掛けると、彼の瞳ひとみに炎ほのおが宿やどった。

「そうだよな！　やっぱ、ポジティブシンキングが大事だよ！《もう》半分じゃない！　《まだ》半分なんだ！　俺はやるぜっ！　きっとラブラブなダンスを踊おどってみせる！」

　……うん。まあ、単たん純じゆんなのはイイコトだよね。

　僕が肩を竦すくめた──そのとき。招まねかざる客が教室へやってきた。

「栗くり木き坂ざか有ゆ香か、いるかね？　大人しく出てきたまえ」

　三年Ａ組の桜花祭実行委員。魔ま王おうこと有あり馬ま央おう次じ郎ろうは、入ってくるなり、いいんちょを呼びつけた。女子の実行委員であるキメキメな女の子、本ほん多だ栞しおりも一いつ緒しよだ。ジャージ姿すがただけど、派は手でなネイルや体たい操そう服ふくから覗のぞくアクセサリーでしっかり《イイ女》の雰ふん囲い気きを醸かもし出しているのは流石さすがと褒ほめるべきなのか。

　相変わらず栞は、魔王にべったりとくっついていた。だが、二人とも先日とは印いん象しようが大きく異ことなる。ひどく顔色が悪かったんだ。

　いいんちょも異い変へんに気付いたらしく、小動物っぽい顔を心配げに歪ゆがめて尋ねた。

「央次郎くん、どうかしたんですか？」

「栗木坂。単たん刀とう直ちよく入にゆうに問おう。《学園祭テロリスト》というのは、きみのことではないのかね？」

「なっ!?　そんなワケないじゃないですか！　なんでそんなこと言うんですっ！」

　思わず食ってかかったいいんちょに、栞は辛つらそうに答える。

「……アタシたちのクラスは《メイド喫茶》やるって言ってたでしょ？　でも、用意してたメイド服が破やぶかれたの。全部ね。破れた服の上に、コレが置かれてたわ」

　栞はカードのようなものを取り出した。トランプほどの大きさの紙し片へんに《[image: α]》の文字だけが印刷されている。犯行声明の代わりということなのかもしれない。

「なにそれ！　そんな……ひどいっ！」

　思わず声を上げた珊さん瑚ごを一いち瞥べつし、魔王がセリフを続ける。

「無ぶ事じだったのはエプロンだけ……二日間では修しゆう復ふくは不可能だ。ふん、栗木坂、これできみのクラスはずいぶんと有ゆう利りになったな」

「わ、私がやったって言いたいんですかっ!?」

「ちょっと！　訂てい正せいしてよねっ！　いいんちょがそんなことするわけないじゃん！　第一、妨害されたのはＡ組だけじゃないんだからっ！」

　来夏が思わず声を上げる。だが、魔王は唇くちびるの端はしを曲げて笑った。

「カモフラージュではないのかね？　我わがクラスへの妨害を隠いん匿とくするための」

「アタシ、ミステリーとか好きなんだけどさあ。よく言うでしょ？　《木この葉はを隠かくすなら、森の中》って」

　つまり、栞はこう言いたいんだろう。Ａ組にだけ妨害をしたら、犯人が《Ａ組に恨うらみを持つ者》に限定されてしまう。それを避さけるために、全すべての企き画かくに妨害をくわえたのだ、と。

「いい加か減げんにしてくださいっ！　私はそんなことまでして勝ちたいだなんて思いませんっ！　そもそも争いたいとすら思っていなかったんですからっ！　なんなら、今から勝負をなかったことにしてもいいですよ!?」

　キャラに似に合あわずシリアス声を出したいいんちょに、魔王は笑ってみせた。思いの外、力強い笑えみを。

「勘かん違ちがいしないで頂いただこう。我われ々われは勝負の無む効こうを訴うつたえに来たわけではないのだよ」

「むしろ逆ぎやくよ」

　引っ搔かかれたらステータスが《毒どく》になってしまいそうなほど毒々しくネイルが輝かがやいている指先で、栞はいいんちょを指さした。

「アタシたちは、絶対に負けないから！」

「そうだとも。我々はこの妨害をはね除のけ、必ずや諸しよ君くんらに勝利する。それを宣せん言げんしに来たのだよ！」

「……大だい丈じよう夫ぶなんですか？　衣い装しようがないのに……」

「きみに温おん情じようを掛けられるほど、落ちぶれてはおらんよ。むしろ、これぐらいのハンデがなければ諸君らは我々とは互ご角かくに戦えまい！　当日を楽しみにしていたまえ！」

　魔王は「ボハハハ！」と高笑いをしながら、栞を伴ともない去っていった。

　教室は静せい寂じやくに包まれた。誰もが複ふく雑ざつな表情をしている。彼らの物言いはカチンときたけれど、素す直なおに怒おこれない──そんな顔だ。

「ちょっと可哀かわい想そうだね……」

　クラスの誰かが呟つぶやいた。頷うなずく代わりに、小さな吐と息いきでいいんちょは同どう意いをする。

　ハッと気付いたように、来夏が顔をあげた。

「……ウチのクラスは、なにかされてないよね？」

「大丈夫だよ。朝あさ一いちで調べたから。作りかけの衣装も飾り付けも全部無ぶ事じ。できる限り持って帰ることにしてたし」

　珊瑚がすぐに答えた。だが、幼なじみはまだ不安げな表情で、

「《ヤシの木》は？　学校に置いといたじゃん！」

「平気だろ。アレは狙ねらわれたらマズイから、体育倉庫にしまってもらったからさ」

　猿渡の言葉を聞いても、来夏は安心できないようだった。「私、ちょっと見てくる！」教室から駆かけだしていこうとする。

　しかし──ぼふっ。ドア口でなにかにぶつかって、来夏ははじき飛ばされそうになった。

「うわわっ!?」

　そのまま転ころびかけた幼なじみを、太い腕うでが支ささえる。

「おお、すまんなっ！　まさか、人がいるとは思わなかった！」

　筋きん肉にく質しつな連中がぞくぞくと三年Ｃ組の教室に入ってきた。手にはダンボール箱をいくつも抱かかえている。

　男たちの顔を見ていた珊瑚は、訝いぶかしげな表情をした。

「アンタたち……柔じゆう道どう部ぶじゃん。なんで、ウチのクラスに来んのさ」

　一ひと際きわ巨きよ大だいな体たい軀くを誇ほこる坊ぼう主ず頭あたまの男（確か、柔道部の部長だ）が、巨体に似合わない少年のような笑顔を浮かべて、

「お、珊瑚。ココ、おまえのクラスなのか。使わせてもらうぞ」

『はあ!?』クラスメイトの声がハモる。

　柔道部たちは、自じ慢まんの筋肉を誇ほこるようにボディービルダーのようなポーズを取った。

「我ら柔道部は、この教室でマッスル居い酒ざか屋や《横よこ四し方ほう固がため》を営えい業ぎようさせてもらうっ！」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　なに言ってんの!?」

　怒ど鳴なった来夏に、柔道部部長は「皆みなまで言うな」と手で制した。

「居酒屋といっても、ノンアルコール飲料しか出さん。問題はないぞー」

「そうじゃなくて！　この教室はウチのクラスが使うんだってば！　喫茶店を開くの！」

　柔道部の部長は怪け訝げんそうなようすで、太い腕を組んだ。

「きみこそ、なにを言ってるんだ？　我々はちゃんと許可を取ったぞ。ここは空き教室だったから、使わせてもらうことにしたんだ。きみたちは別の部屋を使うんじゃないのか」

「そんなわけないじゃん！　私、一番乗りして申しん請せいしたもん！　ね？　ひーちゃんっ!?」

　突とつ然ぜん、話題が振られ驚おどろく僕。視し線せんが集中する中、頷うなずいてみせる。

「間ま違ちがいないよ。僕も一いつ緒しよに確かく認にんした。この教室の使用許可を確かにもらったはずだ」

「私、生徒会長に確認してくる！　それが一番早いもんっ！」

　来夏は教室を飛び出していった──

　結けつ論ろんから言えば。

　正しいのは柔道部の方だった。三年Ｃ組は、別の教室を使用することになっていたのだ。

「……やられた」

　実行委員会へ提てい出しゆつした書しよ類るいを手に教室に戻ってきた来夏は、悔くやしそうに呟つぶやいた。

　使用教室[image: ：]《三年Ｃ組》

　そう書かれていたはずなのに、その文字が消され、別の教室に書き換かえられていたのだ。ご丁てい寧ねいに《[image: α]》という訂てい正せい印いんが押されている。ヒマにもほどがあるっていうか……愉ゆ快かい犯はんにしてはやりすぎだね。

「まさか、これって……!?」

　珊瑚の言葉に、来夏は唇くちびるを嚙かむ。

「《学園祭テロリスト》の妨害だよ……。書き換えられちゃったんだ」

「どこを使うことになったんだ？」

　僕の問いに、来夏は死し刑けいの宣せん告こくにも似にた声で答える。

「二年Ｅ組……」

　クラスメイトたちは、一いち様ように声を失った。

　ただ一人、意味がわからないサクヤが尋たずねる。

「その教室ではダメなの？」

「二年Ｅ組の教室はね、第二校舎の三階にあるんだよ……」

　教室の窓を開き、来夏は斜はす向むかいに建たつ第二校舎を眺ながめた。今年の春休みの間に天使によって破は壊かいされてしまったために、応おう急きゆう処しよ置ち的てきに破壊された箇か所しよが青いシートで覆おおわれている。近々、補ほ修しゆう工事が行われる予定らしい。

　青いシートを指さして、来夏は呻うめくように言った。

「シートで覆われた場所が、二年Ｅ組だよ……。あの教室、壊こわれてるの！　壁かべがないんだよぉっ！」




　　　　[image: ]




　高天原センパイに掛け合ったけれど、空き教室は他ほかになかった。

　基本的に落ち度のない、法ほう律りつ的てきに言えば《善ぜん意いの第三者》に相そう当とうする柔道部を追い出すわけにもいかず、僕たちは仕方なく二年Ｅ組の教室へ行ってみることにした。

　二年Ｅ組は第二校舎、三階の端はしにある。

　第二校舎には元々、階段が二つあった。だが、そのうちの一つが壊されていたために、ずいぶんと遠回りしなくちゃ教室には辿たどり着くことができなかった。

　猿渡が絶ぜつ望ぼう的てきな声で呟く。

「おいおい……ココ、相当な辺へん境きようだぜ？　こんなとこに誰か遊びに来てくれるのか？」

　誰も返事をすることができなかった。

《立ち入り禁止》と書いたテープの貼はられた扉とびらは、教頭先生が開けてくれた。

　初老の教頭は忌いま々いましげな表情で、

「まったく……こんな部屋まで使うことはなかろう……。なにかあったら、どうするんだ。理事長の娘むすめが責任を取るとでもいうのか……」

　なんてブツブツ文もん句くを言っている。我が校では教師よりも、高天原センパイの権けん力りよくの方が強い。それを快こころよく思っていないのかもしれないね。

　学園祭の準備は生徒たちに任まかせきりだった担たん任にんの斑鳩いかるがちゃんも、壊れた教室を使うと知って駆かけつけてきた。

　教頭は担任を睨にらみ付けて、

「くれぐれも事じ故このないように気を付けてください！　決して、壊れている壁には近寄らないように！　気を付けてくださいよ！」

　幾いく度ども念を押して去っていった。

　教室に入った僕たちは、息を飲んだ。

　担任だけが、「あらまあ……」と気の抜ぬけた声を出す。

　二年Ｅ組の部屋の床ゆかは無ぶ事じだった。天使によって破壊される以前のまま、机つくえや椅い子すも並ならんで残っている。

　しかし、ベランダ側の壁が綺き麗れいさっぱりなくなっていたんだ。窓側にはまだ瓦が礫れきが転ころがっている有あり様さまだ。壁に開いた大おお穴あなの向こう側には青いシートと落らつ下か防ぼう止し用だろうか、内側にはネットが張はられているのが見えた。

　魂たましいが抜けてしまったような感じで、来夏はフラフラと穴の開いた壁へと歩いていった。

「近づいちゃダメよ、萌ほう月づきさん」

　先生の言葉を聞いて我われに返ったみたいに立ち止まると、その場にうずくまった。瓦礫の転がる床に突つっ伏ぷす。

　泣いているのか……。小さな肩が震ふるえていた。

　幼なじみは必死に学園祭の準備をしていた。それが土ど壇たん場ばで、使用教室を書き換えるなんていう簡単な方法で邪じや魔まされてしまったんだ。単純だけど、効こう果か的てきな妨害といえるだろう。こんな教室じゃ、喫茶店なんてできないだろうからね……。来夏もさぞや悔しいだろう。

　しかし──彼女は泣いてなんかいなかった。

「う──っ!?　コレ、重ーいっ！」

　人の頭ほどの大きさがある瓦礫を幼なじみは持ち上げようとしてた。呆あつ気けにとられているクラスメイトに、笑いかける。

「なにしてんのみんな！　早くコレ片づけなきゃ、時間ないよっ!?　コラー、男子ー！　ボケっとしてるなー！」

『お、おうっ！』

　呪じゆ縛ばくから解とき放はなたれたみたいに、クラスメイトは瓦礫に飛びついた。

「負けるかっつーんだよな！」「おう！　やるべさ！」「コレ、重ーい！」「一緒に持つよ！」なぁんて口々に叫さけびながら、片づけを始めた。

　なぜだろう。そんなクラスメイトは、誰もが真しん剣けんで、それでいてどことなく楽しげにすら見える。サクヤもいつもながらの無表情だったけれど、その瞳ひとみには力が宿やどっていた。やる気を出しているようだ。

　担任の斑鳩ちゃんは、「気を付けてね、みんな」と一ひと言ことだけ注意して、ひたすらニコニコ笑っている。

　意気上がるクラスメイトの輪わの外で、僕は肩を竦すくめた。

　なぜ、こんな状じよう況きようで盛もり上がれるんだろう？　なぜ、諦あきらめない？　なにをムキになってるんだ？　そこに、どんな意味がある？　たかが、学校の行事だろ？

　わからない。わからない、けれど。

　そんなクラスメイトを見ていたら──じわり、と。

　再び、《痒かゆみ》にも似た奇き妙みようなモヤモヤが胸の中に広がる。

　その感覚に名前を付けるとしたら……《焦しよう燥そう感かん》に似ている気がした。

「ひーちゃん、なに突つっ立ってるの！　片づけ、手伝ってよ！」

「あ、ああ」

　来夏に怒ど鳴なられて、僕も動き出す。幼なじみは不ふ敵てきな笑みを浮かべて、

「面おも白しろくなってきたねっ！　もうムカツク！　すっごいムカツクから！　ゼッタイに成功させてやろうよっ！」

「……元気だね」

「これぐらいじゃ負けないよっ！　っていうかさ、なんか私たちらしいじゃんっ！」

　来夏は巨大な穴の開いている壁を睨にらみ付けた。

「私たち、らしい？」

「うんっ。壊れた教室で模も擬ぎ店てんを開くなんてさ。滅めつ亡ぼうしちゃうかもしんないセカイで学園祭を開く──そんな雰ふん囲い気き、出てきたよね」

　ぽんっ。幼なじみは、裏うら拳けんで僕の胸を軽く叩いた。

「ひーちゃんにも期待してるからねっ。ひーちゃん、頭いいんだから、この教室で喫茶店を成功させる方法、考えてよねっ！　Ａ組に負けないようにっ！」

「……ムチャ言うよ」

　壊れかけた教室。壁に穴が開き、薄うす汚よごれたシートで覆われている──こんなとこで喫茶店なんか開けるワケない。

　そして、その成功のために、いちいち僕が必死に頭を絞しぼるだって？　そんなことするわけないじゃないか。僕は殊しゆ勝しようなキャラじゃない。《善ぜん良りようなクラスメイト》として、最低限の責任は果はたす。だが、それ以上のトラブルは僕の知ったこっちゃないね。

　盛り上がるクラスメイトを尻しり目めに、奇き妙みような《焦燥感》を覚えながら、

　もう一度、肩を竦めた──

















scene4

　「きっと、私のせいだよね？」















■　ＳｉｄｅＡ　街を守る僕たち　■




「私が捨すてられていたのは、桜さくらの木の下だった」

　夜明け迫せまる学校。屋おく上じよう。給きゆう水すい塔とうの屋や根ねの上。

　サクヤと並ならんで座すわる僕ぼくは、手て際ぎわよくコスプレ衣い装しようを縫ぬい上げていく彼女の手際を眺ながめながら話を聞いていた。クラスメイトたちは、仮か眠みん室として開かい放ほうされている武ぶ道どう場じようで仲良く雑魚ざこ寝ねをしていることだろう。

　午前四時を回った頃ころ。眠っていた僕は《違い和わ感かん》を感じて飛び起きた。壁まど際ぎわで膝ひざを抱かかえて瞳ひとみを閉とじていたサクヤを起こし天使を倒たおしに向かったんだ。

　すっかり目が冴さえてしまったから、「衣装を縫いたい」と言い出したサクヤに付き合って、学校の屋上で時間を潰つぶすことにしたってワケだ。

「サクヤはイギリス出身なんだよね？　イギリスにも桜ってあるの？」

「うん。誰だれが植うえたのかわからないけれど、公園に植しよく樹じゆされていたの」

　素す早ばやく針はりと糸を動かし、サクヤは端は切ぎれをつなぎ合わせていく。彼女は料理はヘタだけど、裁さい縫ほうは上じよう手ずなんだ。僕を斬きりつけるたびに、破やぶれた制服を繕つくろってくれるしね。直すぐらいなら刺さすなって言いたいところだけど。

「桜が満まん開かいで、私が放ほうり込こまれていたゴミ箱にも桜の花びらがいっぱいだったそうだ。だから、拾われた当初は東洋人だったこともあって《サクラ》と呼ばれていた」

　何なに気げなく語っているけど、《ゴミ箱に放り込まれてた》なんて、相当ヘビーな過か去こだね。白くなっていく空を見上げて、内心でため息を吐つく。

　最近、サクヤと幼おさない頃ころの出来事や想い出などを話すことが増ふえていた。お互たがいに質問しあっては、答えていくんだ。未いまだにサクヤはどことなく怒おこっているような雰ふん囲い気きだったけれど、おかげで会話だけは弾はずむようになっていた。

「それで、ＡＲＩＣＥに拾われたの？」

「いや、私を拾ってくれたのは、教会の神しん父ぷさんだ。私は孤こ児じ院いんで育てられた」

「初めからＡＲＩＣＥに入ってたワケじゃないんだね」

「私がＡＲＩＣＥに入ったのは四歳さいか五歳の頃」

　喋しやべりながらも、サクヤは作業の手を止めない。辺あたりは薄うす暗ぐらいのに、手つきは淀よどみなかった。それだけ夜よ目めが利きくってことなのかな。

「ひょっとして、ムリヤリＡＲＩＣＥに入れられちゃったのかな？」

「私の言葉を聞いていなかったの？　私は《ＡＲＩＣＥ》に入ったんだ。自みずからの意い志しで」

　ほんの少しだけ躊躇ためらった後で、サクヤは続ける。

「……捨て子だったから、物心ついた頃から、ずっと私は《いらない子》だったのかなって、悩なやんでた。私は生まれてきちゃいけなかったのかなって、毎まい晩ばん泣いてた」

　サクヤに出で逢あったとき、感情のない戦せん闘とう機き械かいのような印象があった。そんな彼女に泣いてばかりの日々があったってことに驚おどろいてしまう。

　当然のことだけど、対天使兵器ルシフエリオンである彼女にも《設定ドラマ》があるんだよな。僕の知らない《昔むかしのサクヤ》っていうのを、いっぱい持ってる。

　彼女から想い出話を聞くたびに、僕の中で《サクヤ》が再さい構こう築ちくされていくのを感じた。

　単なる天使を殺す《力》ではなく、

　一人の女の子であるサクヤ像が脳のう裏りに結むすばれていく。

「……でも、そんな泣いてばかりの私のところに、ＡＲＩＣＥの人がやってきた。そして、言ったんだ。『きみには世界を救う力がある。そのために生まれたんだ』って……。そのときの感動を、今でもよく覚えている」

　彼女にとっては美しい想い出みたいだけど、僕にしてみれば、ひどい話に聞こえるね。孤児の少女の弱みをついて洗せん脳のうした──そんな風にしか感じられない。

「それ以来、《世界を救うこと》が私の使し命めいとなった。どんな苦しい訓くん練れんでも、辛つらい手しゆ術じゆつでも耐たえられた。私は、そのために生まれてきたんだから」

　……サクヤには、きっとそれしかなかったんだろうね。ＡＲＩＣＥの人間が放はなった言葉を拠より所にしなければ、生きていけなかったんだ。

「世界を救うためならば──」

　サクヤは針を動かす手を止めて、僕の方をチラッと見た。ふん、と鼻を鳴らす。

「──オメガとだって恋れん愛あいできるっ。もちろん、本当はイヤだけどっ！」

　なんと答えて良いかわからなかったので、とりあえず「ご愁しゆう傷しよう様さま」と答えておいた。

　その返答はお気に召めさなかったらしく、ムッとしたように眉まゆを顰ひそめた。

「……ヒソカ、手を出して」

「なんで？」

「いいから早くっ。手のひらを私の方に向けるの！」

　訝いぶかりながらも手のひらを差し向けると──ちくっっっ[image: !!!]

「痛っ!?　なにすんだよっ！」

「うるさいっ！　おまえが悪いんだっ！」

「つーか、なにを怒ってるんだよ？　最近、サクヤ怒ってばっかりだろ？」

「うるさいうるさいっ！　私は別に怒ってなんかないっ！」

「明らかに怒ってるだろ。僕がなにしたっていうんだ？」

「うるさいうるさいうるさいっ！　自分で考えろっ！　バカッ！」

　そっぽを向くと、サクヤは黙もく々もくと裁縫を再さい開かいした。

　自分で考えろ、だって？　ますます意味がわからないね。手のひらから金色に輝かがやく光の粒つぶが噴ふき出し傷きずが癒いえていくのを感じながら、ため息を吐ついた。

　ゆっくりと太陽が昇のぼっていく。

「──できたっ！」

　完成したコスチュームを、サクヤは青くなっていく空に広げた。

　さっきまで怒っていたようすだったのに、今はとても満足げな顔をしている。

「楽しそうだね」

　学園祭準備期間の最終日の夜が明けた。朝日に照らされながら、サクヤは深く頷うなずく。

「うんっ。学校は、楽しい。特に、学園祭をするのはとっても楽しい」

　じわり、と。

　また奇き妙みような《焦しよう燥そう感かん》が胸に広がるのを感じつつ、作り笑いを浮かべる。

「……良かったね」




■　ＳｉｄｅＢ　学校生活を送る僕たち　■




「せーのっ！　女子弓道部＆剣道部主しゆ催さいお見合い喫きつ茶さ《キューピッドカフェ》やってまーす！　ダンスの相手がいない人ー！　遊びに来てくださーい♪」「焼きそばおいしいよー！」「リアルタイムミステリー劇《桜ヶ丘高校殺人事件》を上じよう演えんしまっす！　桜おう花か祭さいを舞ぶ台たいに、殺人事件発生！　いつ、どこで、事件が発生するかわかりませんっ！　登場人物一いち覧らん配はい布ふ中ちゆう！　欲ほしい人は一年Ｄ組に集合っ！」「校庭にて《クイズ選手権》開かい催さい予定ー！　クイズ王に、きみはなる！」「映画研究会制作ー！　オリジナル・サバイバルホラー！《一二日の木曜日》、一時間おきに上じよう映えいしまーす！　あなたはこの恐きよう怖ふに耐たえられるかー！」「イヒヒヒ。人体実験パブ《白衣》。科学室でやってるよ……。世界一マズイブレンドジュースが飲のめるよ……。飲んだら死ぬよ……」「ぐっもぉ[image: ][image: ][image: ]にん、桜ヶ丘！　桜ヶ丘高校レィディオ！　ウェーブサク高、放・送・中！　桜花祭なホットな情報をアナタにオ・ト・ド・ケ！　ＦＭラジオも売ってるぜ！　ステイチューン！」「朝ご飯食べてってー！　お好み焼き、もうすぐ焼けるよー！」「将しよう棋ぎ部ぶの底力を見よ！　驚きよう異いの将棋倒だおし！　一〇〇〇〇枚の駒こまが倒れるサマをとくとご覧アレ！」「二年Ｂ組の演劇《シンデレラ？》は、午後一時から体育館で上演しまーす！　キスシーンもありまーす！　ワンドリンクサービス券配布してまーす！」「ミスコンやりますー！　ミス桜ヶ丘高校の栄えい冠かんは誰の手にー！　飛び入り参加も募ぼ集しゆう中ちゆうー！　男の子は審しん査さ員いんをやりにきてねー！」「こ、このホットドッグは！　うーまーいーぞー！」「体育館で《ダンス・ダンス・エボリューション》をやるぜ！　みんな踊おどりまくれ！」「ハァッ！　マッスル居い酒ざか屋や《横四方固め》！　ハァッ！　三年Ｃ組で営業中！　オススメカクテル《上じよう腕わん二に頭とう筋きん》を吞のんでみてくれ！　ハァッ！」「ミステリ研では《学園祭テロリスト》に関する情報を集めてるぞ！　現在の捜そう査さの状じよう況きようは同どう人じん誌しを確認せよ！」「《タイムアタック・スタンプラリー》参加者募集中ー！　学校中を回ってスタンプを押おしまくれ！　優ゆう勝しよう者しやには豪ごう華か賞品アリ！　参加エントリーは三年Ｅ組までー！」「たこ焼きはいらんかねー！」「写真部でーす！《ヘン顔博はく覧らん会かい》開催中ー！　ヘン顔に自信がある生徒はよっといでー！」「《３ｏｎ３の鉄人》！　屋や外がいバスケットコートでやるよー！　バスケ部の猛も者さに勝利したら、殿でん堂どう入り決定ー！」「落おち研けんの散りざまをご覧ろんじろ！《電でん流りゆう爆ばく破は大おお喜ぎ利り》開催！　面白くなかったら、座ざ布ぶ団とんごと吹っ飛ばせッ！」「生物部でーす！　僕たちは飼かい主ぬしがいなくなってしまった動物を保ほ護ごする活動をしてまーす！　野の良らフェレット《にょろ蔵ぞう》の写真集を販はん売ばい中ちゆうでーす！」







　学園祭初日の朝。

《第四四回　桜花祭》と書かれた入場門をくぐった途と端たん、凄すさまじい客引きの嵐あらしに見み舞まわれた。割引券やチラシが飛とび交かっている。まだ学園祭が始まってないってのに、かなりの熱ねつ気きだった。

　土曜日ってこともあるからか、早くも一いつ般ぱんのお客さんも入ってる。

「よぉ、密ひそか……。遅おせぇぞ……」

《アニマル喫茶にくきゅう》と書かれたプラカードを掲かかげた……いや、プラカードを杖つえ代わりにして立っている猿さ渡わたりが、死にそうな声を出した。顔は青く、目の下には黒々としたクマができている。

「ごめん。ちょっと寝ね坊ぼうしちゃってさ」

「萌ほう月づきのヤツが捜してたぞ……。早く行ってやれ……」

「……ってか、どうかしたの？　なんか今にもご臨りん終じゆうな感じなんだけど」

「あは、あはは、どうってコトねえよ。後夜祭ダンスパートナーが見つかんないだけだ。断ことわられた人数がついに二〇〇人を突とつ破ぱした……。残りは《９９／２３３》だ。ヤバイ……。ヤバすぎる……。このまま二三三人全員に断られるなんてコトねえよな……？」

「そ、そっか。がんばれよ……。きっと大だい丈じよう夫ぶだから……」

　おざなりな慰なぐさめをして、教室へ向かうことにした。

　プラカードと看かん板ばんの林を抜け、人混みを搔かき分けて、やっとの思いで昇しよう降こう口ぐちへと入る。壁かべといわず天てん井じようにまでポスターに彩いろどられていた。床ゆかにはさまざまな矢印が貼はり付けられていて、《桜花祭一番人気はコチラ！》なんて感じで、いろんな企き画かくへの順じゆん路ろを勝かつ手てに示してる。

　少し時間に遅れ気ぎ味みだったから、足あし早ばやに二年Ｅ組の教室を目指した。

　渡わたり廊ろう下かで第二校舎へと向かい、校舎の端はしにある階段を三階まで昇のぼる。そしてさらに、三階廊下の一番隅すみまで歩かなければ、我わがクラスの喫茶店には辿たどり着けない。猿渡が嘆なげいていた通り、二年Ｅ組は《辺へん境きようの地》だね。

　と、隣となりの二年Ｄ組から来夏の声が聞こえてきた。

「お隣同士ってコトでよろしくお願いしまっす！　おんなじ動物系けいだし、仲良く頑がん張ばりましょうねっ！」

　隣の教室の扉とびらには、装そう飾しよくの少ない文字だけのポスターが貼られていた。《生物部　フェレット写真集売ってます。エサ代のカンパ受付中》。ドアのガラス越ごしに覗のぞいてみる。背の低いコケシみたいな顔した気弱そうな少年が、長机に置かれた写真集の在ざい庫こに埋うもれるようにして、ちんまりと座すわっていた。傍かたわらにはケージがあり《フェレット　さわれます》と厚紙の看かん板ばんが立てかけられている。他ほかにはなにもない。弱小な部活なのか、質しつ素そな展てん示じだった。

「それじゃ、失礼しまーすっ！」愛あい想そ良よく出てきた来夏と、目があった。

「ひーちゃんっ！　捜したんだよー!?」

　闘牛の牛みたいな勢いで詰つめ寄よってくる。危き険けんを感じた僕は、気き勢せいを殺そぐ意味合いも込めて先せん手てを打った。

「可愛かわいいね、その格かつ好こう」

　ぴたっと足を止めた幼おさななじみは、照てれくさそうに笑う。

「そ、そうかな？　可愛いかな？」

《闘牛の牛》という表現は、単なる比ひ喩ゆではない。来夏は牛うし娘むすめのコスプレをしていたんだ。頭には牛耳＆小さなツノがついたカチューシャ。ウェイトレス風のエプロンに、ホルスタイン柄がらのミニスカート。深い谷たに間まが覗のぞく胸の上で、可愛いカウベルが輝かがやいている。

「えへへ、みんなで頑張って作ったからねっ」と照れくさそうに頰ほおを染そめて、回って見せてくれた。おしりについたシッポが楽しげに踊り、カウベルがカランと音を立てる。

　しかし、我われに返った来夏は食ってかかってきた。

「って、ひーちゃん、誤ご魔ま化かそうったってダメだよ！　遅ち刻こくだってば！　七時には来るようにって言ったでしょ!?」

　蹄ひづめのつもりなのだろうか。人差し指と中指だけマニキュアの塗ぬられた手でチョップしてくる。しかし、今朝はなぜだか、ずいぶんと優やさしい攻こう撃げきだった。

　幼なじみは不ぶ器き用ようなウィンクをして、

「でも、いいよっ。今日だけは許ゆるしてあげる。ひーちゃんもイイ仕事してくれたしねっ」

「僕はなにもしてないよ」

　そっぽを向いた僕を、来夏は肘ひじで突つっついてくる。

「またまたー。今朝遅ち刻こくしたのも、昨日の夜、遅くまで高たか天まが原はらセンパイと一いつ緒しよに作さ業ぎようしてたからなんでしょ？」

「作業をしたのは僕じゃない。業ぎよう者しやの人だよ」

　僕たちは並ならんだまま、二年Ｅ組の教室へ入った。

　教室の中央には巨大なヤシの木がそびえ立ち、壁にはツタが這はっている。迷めい彩さい柄がらのクロスが敷しかれたテーブルには、大小さまざまな木々が枝を伸のばしていた。

　そして、壊こわれた窓まど際ぎわの壁かべには──来夏はため息を漏もらす。

「うん。これはスゴイと思う……。お客さんもゼッタイに来てくれるよ！」

　そこには広大な景け色しきが広がっっていた。

　青いシートが取り払はらわれ、向こう側の景色を眺ながめることができるんだ。

　壁がないということを利用して、展てん望ぼう喫きつ茶さに仕立て上げたってワケ。破は壊かいされ、鉄てつ骨こつが飛び出たようすも、なんつーかワイルドで、ジャングル風ふうの装そう飾しよくにマッチしてる。

　当然、落らつ下か防ぼう止し用のネットは張られたままだったし、生徒がうっかり近づかないように、バリケード代わりに飾かざり立てた机を並べてある。しかし、それでも壁がぶち抜かれているのは、かなりの壮そう観かんだった。

「やるじゃん。ひーちゃん！　ありがと！」

「だから、なにもやってないって。感かん謝しやされる筋すじ合あいもないね」

　僕がやったことと言えば、アイデア出しと折せつ衝しようぐらいのものだ。

　まあ、壊れかけの部屋を使うというだけで難なん色しよくを示しめしていた学校側に、シートの除じよ去きよを認みとめさせるのはかなり面めん倒どうだったんだけどね。

　幸い、僕は交こう渉しよう事ごとが得とく意いだし、一いつ介かいの高校生にしてはコネは豊ほう富ふに持っている。だから、最終的には強きよう硬こうに反対をしていた教頭先生もＯＫを出してくれた。ちなみに、教頭のココロを動かしたセリフは『教頭先生が、あんなことをする人だなんて思いませんでした……！』だ。善ぜん良りような生徒のフリをしつつ脅きよう迫はくするのも大変だね。

「だけど、嬉うれしいんだもんっ！　ひーちゃんもマジになってくれたみたいでっ！」

　幼なじみは満まん面めんの笑えみを浮うかべてる。

　……マジになんかなっていないよ。

　そう答えようと思ったけれど、言葉を飲み込んだ。

　シートの撤てつ去きよを認めさせるのが、面倒な交渉だったのは間ま違ちがいがないんだよね。許可を取り付けるために、ちょっぴり危あぶない橋も渡ったし。実行委員の領りよう分ぶんを超こえていた気もする。なんで、わざわざそんなことしたんだろうね、僕は……。テキトーに誤ご魔ま化かしておけば良かったのに。

「密っち！　アンタ、最高だよー！」

「椎し堂どうくんっ！　私、感動しましたっ！」

　キツネ娘に扮ふんした珊瑚と、シマリスっ娘このいいんちょが太いシッポを振りつつ駆かけてきて、肉にく球きゆうがついた手でハイタッチを求めてきた。仕し方かたなく作り笑いを浮かべて応おうじると、ぴぽっと音がする。

　他のクラスメイトたちも駆け寄ってきて、結局、全員とハイタッチをすることになってしまった。みんなニコヤカな笑みを浮かべてる。クラスの輪の中で一いつ緒しよになって笑ってるのは好きくない。

　しかし、なぜだろう。そんなに悪い気分でもなかった。

　ぴぽ──っっっ！

　一ひと際きわ大きな音を立てて、最後のクラスメイトとハイタッチをする。

「って、サクヤ!?　なんだよ、その格かつ好こう！」

「ふん。似に合あっているだろう」

　今朝もやっぱり無表情だったけれど、なんだか《ご満まん悦えつ》な感じだった。小鼻がひくひくっと動いている。

　アニマルコスプレをしている女の子たちが横一列に並び、肉にく球きゆうのついた手でビシッと親指を立てた。綺き麗れいに声をハモらせて、

『衣い装しようチームの力作だぜっ！』

「確かに力作だろうけどさ……」

　サクヤが着ていたのは──

「コスプレっつーか、これ、着ぐるみじゃん」

『ＹＥＳ！』

　巨大な手足を持つ白ウサギ。首からは時計を下げている。大きな頭には丸く穴あながくりぬかれていて、対天使兵器ルシフエリオンはそこから顔を覗のぞかせている。

「サクヤ的に、それでＯＫなのか？」

　僕の問いに、サクヤは無表情のままビシッと太くて白い親指を立てた。

「可愛いと思うっっっ！」

　……うん。満足なら、僕に言うことはないんだけどね。

　プラカードを手に校門に立っていた猿渡も戻ってきて、

「おおーっ！　着き替がえ終わったんだ！　やっべ、超ちよう可愛いじゃん！　……珊瑚を除のぞく」

「いちいち私を除くな、サワっち！」

　ぴぽっ！　キツネの肉球で叩いた。クラスメイトたちが笑う。

　喫茶店の場所が二年Ｅ組の教室だと決まった時、誰もが絶ぜつ望ぼう的てきな顔をしていた。しかし、今は笑えみが零こぼれている。

　水を差すのもなんだけど、本当のことを言えば不安要よう素そは多い。

　一つは、この教室が辺へん境きように位置するということ。メインの展てん示じは第一校舎に多い。第二校舎の端はしまでお客に足を運んでもらえるだろうかという不安がある。

　そして、もう一つ。

　工事用のシートを取り外すことで得えた眺ちよう望ぼうには弱点があるって、あらかじめみんなに伝えてあるんだ。

　それは雲行き。もしも雨が降ったら、業ぎよう者しやの人が第二校舎に雨あめ避よけの簡かん易いシートを降ろす手て筈はずとなっているんだ。展望喫茶としては機き能のうしなくなる。梅雨つゆ時どき間近のこの季節。天てん候こうは変わりやすい。天気予報では今日の天気は《曇くもりのち一時雨》。降らないことを祈いのるしかない。

　そんな不安要素はあったけれど。

「うしっ！　みんなで円えん陣じん組くもうよ！」

　来夏の呼びかけに、クラスメイトたちが手を差し出す。不ふ本ほん意いながら、僕も参加した。

　どの顔も『これならいける！』という手て応ごたえに満ちていた。

　来夏はクラスメイトを見回して満足そうに頷うなずいた。

「みんな、最高の学園祭にしようねっ！」

『おーっ！』

「頑がん張ばっていきまっしょいっ！」

『うぇーいっ！』

　それが合図であったかのように。

　壊れた壁の向こう側に広がる空に、白い煙けむりが大たい輪りんの花みたいに広がった。

　ドンッ！　派は手でな花火の音が響ひびき渡わたる。

　スピーカーがノイズを放ち、高天原センパイの美び声せいを奏かなでた。珍めずらしく、とても落ち着いた口く調ちようだった。

『私は、桜ヶ丘高校生徒会長、高天原Ａはじめである。これより、《第四四回・桜ヶ丘高校学園祭　桜花祭》の開かい催さいを宣せん言げんする。私は、生徒会長の名において、諸しよ君くんらに命じよう──』







『盛もり上がりやがれぇ───────────────────────────ッ[image: !!!]』







　歓かん声せいが桜ヶ丘高校を揺ゆるがして、学園祭はスタートした。




　　　　[image: ]




　さて。

《アニマル喫茶にくきゅう》の裏うら側がわについて語かたってみたいと思う。

　といっても、語るような内容はあまりないんだけどね。

　教きよう師し陣じんは基本的にノータッチで、生徒の自じ主しゆ性せいが尊そん重ちようされた──ある意味《やりたい放ほう題だい》な我わが校の学園祭だけれど、それでもいくつかの禁きん止し事じ項こうが存そん在ざいする。

　当然、触しよく法ほう行こう為いは禁止だ。お酒、タバコ、博打ギヤンブルは、表向き厳げん禁きんとされていた。ま、地下に潜もぐれば、そーゆーのを提てい供きようする企き画かくがゴロゴロ存在するんだけどね。僕らの教室を使うことになった柔道部の居い酒ざか屋やでもアルコール系けいの裏メニューのカクテル《括かつ約やく筋きん》があるって言ってたし。弓道部＆剣道部主しゆ催さいのお見合い喫茶《キューピッドカフェ》でも、実はお酒も出してるって部長の珊瑚が笑ってた。

　そして、もう一つ禁止事項があった。それは《火か気きの使用》。

　決められた場所以外では、ガスコンロを使ったりしちゃいけないということになっていた。使用が許可されているのは《家庭科室》《理科室》《屋おく外がいの一角》など、ごく一部に限られている。

　だから、料理などは所定の場所で作って、教室まで運ぶことになるんだ。

《アニマル喫茶にくきゅう》でも、軽けい食しよくを出すことになっている。メニューは《サンドイッチ》《おにぎり》《ホットドッグ》《焼きうどん》《焼きそば》などだ。

《サンドイッチ》や《おにぎり》は女の子が家で作ってきてくれた。作り置きしたものを、教室の隅すみに作った衝つい立たての奥おくで盛もりつけて出す手て筈はずになっている。

　でも、《ホットドッグ》《焼きうどん》《焼きそば》は、そういうワケにはいかない。素人しろうとの手作りでも、やっぱ作りたての方が美味おいしいしね。

　だから、別の場所で料理して、二年Ｅ組の教室まで運ぶことになるんだ。

　クラスの女の子は全員コスプレをして、交代でウェイトレスをすることになっている。だから、調ちよう理り＆配はい送そうは男子の役目だった。

　そんなワケで。

　畢ひつ竟きよう、第二校舎で唯ゆい一いつ、火気の使用が認みとめられた部へ屋や《美術室》に野や郎ろうどもはたむろすることになる。

「うまいもんだな、椎し堂どう」

　ガタイの大きいサッカー部の大おお崎さきが、背もたれのない美術室の椅い子すに腰こし掛かけて僕の手て際ぎわを眺ながめていた。

　焼きうどんに鰹かつおダシを振りかけつつ、答える。

「ウチはいつも親がいないからさ」

「あ、悪わりぃ。ひょっとして椎堂の両親って天使に……」

「勝かつ手てに殺すなよ。母親は生きてる。あんまり帰ってこないだけでね」

　大崎はストライカーらしい精せい悍かんな顔にホッとしたような表情を浮かべて、

「そっか、地じ雷らい踏ふんだかと思ったぜ。帰ってこないって仕事かなんかか？」

「……まあね。そんなとこ」

　本当は違うけど。テキトーに誤ご魔ま化かしつつ、鍋なべ肌はだから醬しよう油ゆを回し入れた。香こうばしい匂においが広がる。眺めていたクラスメイトから、「うまそー」と歓かん声せいがあがる。

「よし、完成っと。食っていいよ」

　紙かみ皿ざらの上に焼きうどんを盛りつける。我われながら、なかなかの出で来き映ばえだった。食しよく欲よくには乏とぼしい僕だけど、料理は嫌きらいじゃないんだよね。

　クラスメイトたちは次々と箸はしを伸のばして、焼きうどんを食べ始めた。昼ひる時どきだからおなかが空すいていたんだろう。練習代わりに作った山盛りの焼きうどんが一分と掛かからずに消え失うせる。ピラニアかきみらは。

　物足りなそうな顔で箸をしゃぶっていた大崎は、天てん井じようを見上げてボヤいた。

「早く休きゆう憩けいになんねーかなー。ヒマでしょーがねーよ」

　喫茶店との連れん絡らく用ように用意されたオモチャのトランシーバーをいじくっていたクラスメイトも、美術室のテーブルに突つっ伏ぷして、

「そうだなあ……。連絡なんかゼンゼンないしなあ……。つーか、俺たち働いたか？」

　トランプをして遊んでいた男子生徒が返事をする。

「いちお、料理持ってったろ。二回ぐらい」

「でもさー、今は昼だぜ？　喫茶店にとっちゃかき入れ時ってヤツだろ？　それなのに、こんなにヒマってどういうことよ？」

「いや、そりゃおまえ……禁きん句くってヤツじゃね？──あ、それドボンッ！」

「うわー、くそー！　またかよー！」

　ルーズリーフで作った対戦表に数字を書き込んで、再びトランプを切りはじめる。対戦表にはずいぶんたくさんの書き込みがあった。既すでに二〇戦以上勝負しているみたいだ。

　学園祭の開始から、三時間ほどが過ぎたんだけど……オーダーがまったくと言っていいほど入らないんだよね。トランシーバーは沈ちん黙もくを続けている。

「ど、どうだ、みんな……？　忙いそがしいか……？」

「って、猿渡。なんか、ますますヤツれてないか？」

　美術室に入ってきた猿渡は、一気に三〇歳さいぐらい歳としをとったような感じだった。目は落ちくぼみ、頰ほおが垂たれ下がっているように見える。長い茶ちや髪ぱつにも白しら髪がが目立つような気が。

「あれからまた断ことわられてさ……。ついに残りの人数が一〇〇人切ったよ……。《４８／２３３》だ……。俺、死んだ方がいいのかな……？　うふふあはは……」

　死んだ魚みたいな瞳ひとみで呟つぶやき続けている。全員に断られたら、本当に死んじゃうんじゃないだろうか。誰かがダンスをしてくれることを祈いのっておこう。アーメン。

「それで？　Ａ組の方はどうだったんだよ？　偵てい察さつ行ってきたんだろ」

　大崎が尋たずねると、スイッチが切り替わったように猿渡の瞳に爛らん々らんとした光が宿やどった。シリアスな顔でクラスメイトを見み渡わたす。彼がこんな表情をする時は、話す内容が決まっているんだ。

「行ってきたぜ。──あれは、えろい！　えろすぎる！」

　下しもネタを話す時の顔なんだよね。

「なんだとう！」「えろいと聞いちゃあ黙だまっていられねえ！」

　トランプをしていたヤツらも中ちゆう断だんして、身を乗り出した。

　美術室の椅子に腰掛けた猿渡は、対談をする政治評ひよう論ろん家かみたいにテーブルに肘ひじを突ついて、

「Ａ組のことを、俺は甘あまく見ていたぜ。あのクラスには天才がいるようだ。ほら、Ａ組はメイド喫茶をやるつもりだったけど、メイド服を破やぶかれたろ？　その窮きゆう地ちをとんでもない方法で乗り切りやがったんだ！」

「その方法とは!?」

　大崎の問いに、猿渡はガンを告こく知ちする医者の口く調ちようで答える。




「──スク水だ」




「なにぃ!?」「スク水だとう？」「これはマズイぞ……！」「考えやがったな！」「スクール水着とは卑ひ怯きような！」「悔くやしいが、確かに効こう果か的てきな作戦だ！」「ジーザス……！」

　重要な作戦拠きよ点てんを敵てきに奪だつ取しゆされた戦時中の軍ぐん首しゆ脳のう陣じんみたいな勢いで、クラスの野や郎ろうどもは天井を仰あおいだ。猿渡は続ける。

「メイド服のエプロンだけは無ぶ事じだったから、スク水の上にエプロンを着けてやがった。当然、頭にはフリルのカチューシャ」

「つ、つまり、スク水メイドってことか！」

「左さ様よう。実に強力な取り合わせだ。しかも、教室で水着ってのが、これまた実にそそるんだよ……！　噂うわさが噂を呼んで大だい繁はん盛じようしてたよ！　入店時間は二〇分規き制せいしてるのに、入るまで三〇分以上待ったぜ！」

「当然だ！」「そんなのは行くしかねえ！　行かざるを得ねえよ！」「つーか、休きゆう憩けいになったら俺も行く！」「俺なんか通かよい詰つめちゃうぜ！」「お供とも致いたします！」

「Ａ組の女の子たちはよくＯＫしたね、そんなカッコ」

　後ろから僕が問うと、猿渡は「無ぶ粋すいな質問をするな！」とでも言いたげな表情で、

「まあ、水泳の授業で着るもんだしな。それに《[image: α]》にメイド服破られて、かなり頭にキテたらしいし」

　補ほ足そくするように、大崎が「祭まつりだから、ハッチャケてんだろ」と付け加えた。

　そんなもんか、と僕は肩を竦すくめる。

「……これじゃ、ウチのクラスは勝ち目ねえな」

　誰かが、ポツリと呟いた。

　鼻の下を伸ばしていたクラスメイトが、ロウソクを吹ふき消したみたいに表情を暗くする。

「え？　お客来てないの？」

　猿渡の問いに、僕は視し線せんで答えた。ガスコンロの脇わきに置かれた材料の山は、ほとんど手つかずで残っている。

　猿渡は、慌あわてたようにフォローをした。

「ウチの女の子たちも、マジで可愛かわいいと思うぜ。料理も悪くないし。ブチ抜ぬかれた壁かべが見れるってだけで、ウリになると思うんだけどな……」

　そんな言葉も、どこか空むなしく響ひびく。お客が来てないという事実が変わるワケじゃない。

　どこのクラスだろうか。美術室の別のテーブルでは、生徒たちがお好み焼きを焼いている。「ソースが切れそうだよ！」「買ってきて」なんて叫さけんでる。ずいぶん忙いそがしそうだ。そのようすを羨うらやましそうに眺めて、クラスメイトはため息でコーラスをした。

『……ガガ……焼きそば一人前、おねがーい！……ピガ……』

　トランシーバーがひび割れた声で、久ひさ々びさのオーダーを告つげる。

　猿渡は笑顔で立ち上がると、とびきり明るい声で叫ぶ。

「よっし、オレサマが、とびきりうまいヤツ作るぜっ！」

「手伝うよ」

　応おうじたクラスメイトの笑顔は、どことなく暗かった。




　美術室以上に、二年Ｅ組に漂ただよう雰ふん囲い気きは悪かった。

　たった一組だけだったお客が出て行ってしまうと、コスプレ姿すがたの女の子たちは疲つかれ果はてたように「ヒマだね…」「早く休憩したいよ」なんて呟きながら、椅子に座り込んでしまう。お客が誰もいないから、派は手でな衣い装しようと明るい店内の装そう飾しよく、そして『おいしいよ！』なんて書かれたメニューが滑こつ稽けいにさえ映うつった。

　焼きそばを届とどけた僕が、美術室に戻もどろうとしたところで、

「ちょっと！　もういっぺん言ってみなさいよ！」

　珊瑚が机を叩たたいた。置かれていたシュガーポットが音を立てる。一いつ緒しよに鳴ったぴぽって音がマヌケだ。

　クラスの女の子が迷めい惑わくそうに眉まゆを顰ひそめて、

「アニマル喫茶なんかやんなきゃよかったねって言っただけでしょ？　いちいち怒ど鳴ならないでよ……」

「今さら、そんなこと言わないでよ！　みんな頑がん張ばってるのにさ！」

「頑張ってるって……頑張りようないじゃん。お客さんいないんだよ？」

「今、来夏っちが客引きしてくれてるし！　ちゃんとお客さん来るよ！　やる気殺そぐようなこと言わないでよね！」

　大きなシッポを揺ゆらしながら、いいんちょが割って入る。

「ケンカはやめてくださいっ！　怒鳴り合ってたら、余よ計けいにお客さんが来なくなっちゃいますっ！」

　いいんちょの正論に、珊瑚はグッと言葉を詰つまらせた。怒いかりをため息で緩かん和わして、踵きびすを返す。大おお股またでドアの方へ歩いていった。

「あ、ど、どこへ行くんですかっ？」

「トイレっ！　……頭冷やしてくる！」

　教室を出て行ってしまう。喫茶店には、さらに微び妙みような空気が流れる。残されたいいんちょは悲しげに眉を顰め、珊瑚とケンカをしていた女の子もバツが悪そうに俯うつむいていた。

　僕は、なにも言わずに教室を出た。閑かん散さんとした第二校舎の廊ろう下かを歩きながら、思う。

『これならいける！』今朝けさ方がたのクラスメイトからは、そんな意い気き込ごみが見て取れたけど……今じゃすっかり失われちゃったみたいだね。早くも『ダメかもしれない』っていう、悲ひ観かん的てきなムードに支配されている。クラスの何割かの生徒は諦あきらめて、白しらけ始めてるようだ。

　廊下の窓の向こう側。中庭を挟はさんだ先に、第一校舎の廊下が見えた。

　そちらはずいぶんと混み合っている。

『《タイムアタック・スタンプラリー》第一回優勝者は《チーム陸上部》！　さあ、優勝をかっさらった感想をどうぞっ！』

　ハイテンションなアナウンスと、拍はく手しゆと笑い声がこちらにも響いてくる。企き画かくを見物している生徒もたくさんいるようだ。

　第一校舎には、一年生と三年生の教室が入っているから人通りが多い。学園祭の期間は、第一校舎が《メインストリート》になるんだ。人混みが人混みを呼び、生徒たちがぞくぞくと集まってきている。

「あっちの校舎に、ウチの喫茶店があったら、もう少しはマシだったかもね……」

　ま、僕には関係ないことだけど。

　そこで、気付いた。

「……アレは？」

　中庭に見覚えのある白い物体が動いているのが見えた。ウサギの着ぐるみが走っている。サクヤは今、休憩中なんだっけ？　さすがに目立つね、あの格かつ好こうは。

　苦く笑しようしそうになったけれど、その笑いが思い切り引きつってしまった。

　ウサギの着ぐるみが駆かけ寄よった先に、黒い帽ぼう子しの男が立っているのが見えたんだ。

「あの男……」

　以前、サクヤが喫茶店で会っていたヤツだ。学園祭を見にきやがったのか？

　目を凝こらす。

　着ぐるみのサクヤは、男の前でクルンと回って衣装を見せていた。からかわれたのか、褒ほめられたのか、顔を真まっ赤かにしてる。

　帽子の男は、相あい変かわらずやんわりと微笑ほほえんでいた。

　僕は視線をそらし、歩き出す。

　別に、サクヤが誰と会っていようと僕は構かまわない。なんなら、一緒に二人で学園祭を回りゃいいんだ。

「これもまた、僕には関係ないことだね」




　　　　[image: ]




「密ひそかっち。お願いがあるんだけどさ」

　雪村珊瑚に声を掛けられたのは、午後三時を回った頃ころだった。ジャージを羽は織おった珊瑚は美術室へと入るなり、

「来夏っちと一いつ緒しよに休憩とってやってくんない？　あのコ、ずっと働きっ放ぱなしだからさ」

「なんで、僕が？」

「休みなよって私が頼たのんでも聞いてくんないからだよ」

「……だったら、僕が言ってもダメだと思うけどね」

　反論に、珊瑚は苦く笑しようで返した。三角形のキツネ耳を揺ゆらしながら胸ポケットから食券を二枚取り出して、

「いいからいいから。ほら、お好み焼きのタダ券あげるから、行ってきてあげてよ。あ、くれぐれも私が誘さそえって言ったって、来夏っちにバラしちゃダメだからね！」




　校庭の隅すみにあるベンチに腰掛けている来夏に、お好み焼きの入ったパックとウーロン茶のペットボトルを渡してやる。

「まだ昼ご飯も食べてないんだろ？」

「ありがと、ひーちゃん……」

　呟いた来夏の声は、嗄かれ気ぎ味みだった。今まで休みなく客引きを続けていたんだ。

　お礼なら、珊瑚に言いなよ──ココロの中でそう返答して、僕もベンチに腰掛けた。

　来夏は手の中のお好み焼きを見つめたまま、食べようとはしなかった。悲しげに唇くちびるを嚙かんでいる。

「……食べないの？」

「ごめんね。おなか、あんま空すいてないから」

「無む理りして食べることないさ」

　来夏はそれきり黙だまってしまった。学校のあちこちから響いてくる楽しげな歓かん声せいが、彼女を包む。ホルスタイン柄がらのスカートの上で、ゆっくりとお好み焼きが冷えていった。

「ねえ、ひーちゃん」

　幼なじみは切せつなげに呟いた。

「きっと……私のせいだよね？」

　嗄れてしまった声で、絞しばり出すように続ける。

「頑張ったから認めて欲しいっていうのは傲ごう慢まんなのかもしれないけど……。でも、みんなすごく頑張ったもん……。それでも、お客さんが来てくれないのは……私がいけないんだよね？　私がちゃんと教室のコト、確かく認にんしてれば……！」

「来夏のせいじゃないさ」

　小さなツノがついた来夏の頭を、手のひらでポンポンと叩いた。

「悪いのは、《[image: α]》だよ。あんな辺へん境きようの地に追いやられれば、どのクラスがやったってお客は来ない。仕方ないさ」

「仕方ないなんて思えないよ！」

　顔を伏せていた来夏は、肩を震ふるわせて、

「そんなに簡かん単たんに諦あきらめられないっ！　一生の想い出なのに……っ！」

　やがて──ぽつり、と。

　握にぎりしめた拳こぶしの上に、涙の雫しずくが落ちた。

「うぅ……うぅぅ……」

　幼なじみは声を殺して泣きはじめる。

　やれやれ……、来夏の涙は嫌きらいなんだよな……。泣かせてしまった昔むかしのことを想い出しちゃうからさ……。

　僕は鼻からため息を吐はき出した。

　つーか、なにも泣くようなことじゃないと思うけどね。たかが、学校行事なのに。泣くほど入れ込むなんて、どうかしてるよ。

　そう思ったけれど──……

　見上げた空には、僕の心しん象しよう風ふう景けいを鏡かがみに映したみたいに黒い雲が広がっていた。

　冷たい雨の雫しずくが頰ほおを打つ。

　やがて、小雨が降ふりはじめた。

　悲鳴を上げながら、生徒たちが校舎へと駆かけ入っていく。

「来夏、衣装が濡ぬれちゃうぞ」

　呆ぼう然ぜんとしていた幼なじみは、ハッと気付いたように立ち上がった。手のひらで涙を拭ぬぐって、軒のき先さきへと駆け込む。

　徐じよ々じよに雨が強くなっていった。白いコンクリートが薄うす黒ぐらく染そまっていく。

　来夏は赤くなった瞳で、第二校舎を見上げていた。雨が降り込まないように、屋おく上じようからシートが降ろされるところだった。

「もう、今日はダメだね……」




　事じ態たいは好こう転てんする気け配はいを見せず、桜花祭一日目は終しゆう了りようしてしまった。

















scene5

　「僕とダンスを踊ってくれないか？」















■　ＳｉｄｅＡ　街を守る僕たち　■




「バカっ！」

　神かみ代しろ市。夜。ウチの近所の公園。

　大たい剣けんで心しん臓ぞうを一ひと突つきにされて、僕ぼくは雨に濡ぬれた地面に倒たおれ伏ふしてしまった。

「……おまえは本当に嫌いやなヤツだっ！」

　吐はき捨すてるように怒ど鳴なったサクヤは、夜の帳とばりへと跳ちよう躍やくした。振ふり返らずに、去っていく。

　傷きず口ぐちから癒いやしの力を持つ金色の光の粒つぶが噴ふき出すのを見下ろしながら、呟つぶやく。

「痛いたいじゃないか……。刺さされるようなことをしたかな？」

　先ほどのサクヤとの会話を思い返してみた。

　天使を退しりぞけた後、いつもと同じように対天使兵器ルシフエリオンと会話をしたんだけど……。

「お客が入らなかったら、喫きつ茶さ店てんは失敗なのでしょう？　そんなのはダメだ。ヒソカ、なんとかしろ！」

　勝かつ手てな言いい草ぐさに、なぜだか僕はカチンときて、

「別に、失敗したって構かまわないだろ。きみはそれなりに楽しそうだしさ」

「……なに？」

「休きゆう憩けい中ちゆうに学園祭の企き画かくを回ったりしたんだろ？　なにか面おも白しろい企画はあった？」

　すると、サクヤは烈れつ火かのごとく怒おこり出して、僕を突き刺してきたんだ。

「怒られるような要よう因いんは思い当たらないと思うんだけどね……」

　ぬかるみの中に横たわったまま、そんな風に呟つぶやいてみた。でも、我われながら噓うそくさく聞こえるな。……なんだかイヤミを言いたい気分だったのも間ま違ちがいはないからさ。

「つーか、なにをイラついてるんだ、僕は……」

　傷が癒いえても、そのまましばらく寝ね転ころんでいた。

「…………」

　胸に広がるイライラを止める手段に、一つ心当たりがあった。しかし、それはあまりにも僕のキャラらしくないものなんだよね……。

「…………」

　広がる夜空には、美しい星が輝かがやいている。

　ついこの間、来夏たちと眺ながめたような、満天の星が──

「ま、いいか」

　今日は雨だったけど、明日はいい天気になりそうだ。

「来夏に泣かれたくないし、サクヤにも怒られたくないからね」




■　ＳｉｄｅＢ　学校生活を送る僕たち　■




　桜おう花か祭さい。二日目。日曜日の朝。

「校庭にて《クイズ選せん手しゆ権けん》本日も開きまーす！　クイズ王は、きみだ！」「大だい好こう評ひようの演えん劇げき《シンデレラ？》は、今日も午後一時から体育館で上じよう演えんするんだけどなー!?　ワンドリンクサービス券配はい布ふなんだけどなー!?」「《タイムアタック・スタンプラリー》参加者まだまだ募ぼ集しゆう中ー！　現在のトップは一〇分三〇秒！　新記録を出したら豪ごう華か賞しよう品ひん贈ぞう呈てい！　参加エントリーは三年Ｅ組までー！」「生物部でーす！　野の良らフェレット《にょろ蔵ぞう》の写真集を販はん売ばい中でーす！　まだ一冊さつも売れてませーん！　お願いでーす！　エサ代のために買ってくださーい！」

　学校の至いたるところから響ひびいてくる客引きの声が、二年Ｅ組の教室でミーティングをしている僕たちの耳にも届とどいてきた。

　すっかり白しら髪がが増ふえ、隠いん居きよした老人みたいな感じで「つ、ついに……残りが《２０／２３３》になった……。ヤバイ……ヤバイよ……。パトラッシュ……あれがルーベンスの二枚目の絵なんだね……」とか呟き続けている猿さ渡わたりを軽かろやかに無む視ししつつ、

「あのさ、もしよかったら、だけど──」

　そう前置きをして、僕は提てい案あんをする。

「──今日は、ちょっと攻こう勢せいを掛かけてみないか」

「攻勢って、どういうこと？」

　来らい夏かが身を乗り出してくる。着き替がえを終えて《ケモノ耳みみ娘むすめ》に変身した女の子たちを見回して、

「コスプレ衣い装しようはよくできてるし、みんな似に合あってる。可愛かわいいと思うよ。それに料理だって悪くない。男子も料理の練れん習しゆうしたからね。飾かざり付けもイケてるし、眺ながめも最高だ」

　穴あなの開いた窓まど側がわの壁かべを見る。

　今日は見事に晴れてくれた。目映まばゆい朝の日ひ差ざしが差し込んでいる。

「ウチのクラスの喫きつ茶さ店てんが流行はやらない理由はないと思うんだよ」

「でも、昨日はお客が入らなかったじゃない」

　珊瑚の言葉に、僕は頷うなずく。

「そう。場所が悪いからね。ココは、どん詰づまりだから人通りが少ない。人が少ないから、人がさらに離はなれていくという悪あく循じゆん環かんが発生してる。このままじゃ、今日もお客は少ないままで終わるだろう……」

　キュピン☆と眼鏡めがねを光らせて、リスっぽい丸耳をつけたいいんちょが叫さけぶ。

「はゎっ！　まさか、椎し堂どうくんっ！　なにか一いつ発ぱつ逆ぎやく転てんの秘ひ策さくがあるんですかっ！」

「いや、そんなものはない」

「ええええええっ！　思わせぶりなコト言うから、期待しちゃいましたよぉ！」

「一発逆転はできない。でも、事じ態たいを好こう転てんさせることはできるんじゃないかと思ってさ」

「どうやって!?　どうやってっ!?」

「痛っ！　痛いって！　いちいち叩たたくなよ、来夏！」

「じゃあ、早く教えて！」

「正せい攻こう法ほうで申し訳ないんだけど……ＰＲしたらどうかな？」

『ＰＲ？』

　クラスメイトたちが声を揃そろえて首を傾かしげる。

「そ。ウチの喫茶店が流行らないのは、知ち名めい度どがないのが問題だと思うんだ。だから、宣せん伝でんをする」

「客引きだったら昨日もしたけど……」

「お客を一人一人引っ張ぱってきても、埒らちがあかないよ。もっと効こう果か的てきにＰＲして、不ふ特とく定てい多た数すうに認にん知ちさせる。そして、お客自みずから足を運んでもらう。そうやって人の流れができれば、」

　僕の言葉をいいんちょが継ついだ。

「人ひと混ごみを目当てに、人がやって来てくれるんですねっ！」

「そういうことだ」

「でもさ、密ひそかっち。どうやってＰＲするワケ？　ポスターならウチだって貼はってるし、看かん板ばんも立ててあるよ」

「それに、あんまり無む理りに宣せん伝でんしたら反感を買ってしまうと思います」

「効果的なＰＲの仕方にはいくつかポイントがあると思うんだよ。僕は広告の専せん門もん家かじゃないから、あくまで想像なんだけど……一つは《不特定多数の目に触ふれること》。もう一つは《目立つ方法で告こく知ちすること》。できるだけ多くの生徒が、コチラの宣伝を注ちゆう視ししてくれる状じよう況きようを作り出すのが望ましい」

「そんな状況……作れるんですか？」

　いいんちょの問いに、僕は小さく頷うなずいて、

「誰だれか、学園祭のパンフ持ってる？」

　すぐさまクラスメイトの誰かがパンフを投げ渡わたしてくれた。参さん加か企き画かく一いち覧らんのページを開いて、めぼしいものを上から読み上げていく。

「《クイズ選手権》《３ｏｎ３の鉄人》《タイムアタック・スタンプラリー》《ミスコン》《カラオケ大会》などなどなど。コンテストや競きよう争そうは多いね」

「まさかっ！」と声を上げた来夏に、微笑ほほえんでみせる。

「そ。こういうのに片かたっ端ぱしから優勝すれば、かなりの宣せん伝でんになるんじゃないかな？　優勝インタヴューなら、僕たちの言葉に耳を傾かたむけてくれるだろうしね」

　もちろん、そう簡かん単たんにはいかないだろうけど──真しん剣けんな顔で話を聞いているサクヤをチラッと眺ながめた。幸い、ウチのクラスには対天使兵器有栖川咲夜という秘ひ密みつ兵へい器きがある。うまくサポートしてあげられれば、運動系けいの企画は総そうなめできるだろう。

「面おも白しれぇな、それ！」

　口から魂たましいが抜ぬけかけていた猿渡は、いつの間にか復ふつ活かつしていた。不ふ敵てきな笑えみを浮うかべる。

「つまり、合法的に桜花祭をジャックすんだな！」

「私、そういうのすっごい好このみっ！」

　来夏もグッと拳こぶしを握にぎりしめた。首に着けたカウベルが軽かろやかに鳴る。

「派は手でにブチかましてやろうよっ！」

『うぇーいっ！』

　クラスメイトが大声で叫ぶ。もう一度、やる気を取り戻してくれたようだ。うんうん。良きかな良きかな。さ、これで僕の仕事は終わりだね。後はゆっくりみんなの活かつ躍やくを見学させてもらうことにしよう。

　しかし、立ち去る前に、牛うし娘むすめと白ウサギに両りよう脇わきを抱かかえられた。

「さあ、ひーちゃんにも頑がん張ばってもらうからねっ！」

「おまえが考えたプランなんだからなっ！」

　冗じよう談だんじゃないっ。僕がなんでそんなことしなきゃいけないんだよ！

　そう答えたい気持ちは山々だったけど、一つ肩を竦すくめて、

「まあ、いいけどね」

　このとき口にした《いいけどね》は、たぶん《どうでもいいけどね》という意味ではなかった気がした。




　とはいえ。

「僕は、ここまでやるとは言ってないんだけどね？」

「ひーちゃん、似合うよー！　すっごい綺き麗れいだよー！」

「うるさいよ」

　足あし下もとがスースーするのを気にしつつ、リップを片手に笑っている来夏を睨にらみ付ける。

　メインの実働部隊に選ばれたのは、僕、猿渡、来夏、サクヤの四人。それ以外のクラスメイトは喫茶店の運営に当たってもらうことにした。もちろん参加する企画によって、適てき宜ぎメンバーチェンジする予定だ。

　で。

　どうせＰＲをするなら目立った方が良いから、サクヤと来夏はコスプレのままで企画に参加することになった。

　でも、猿渡と僕は普ふ通つうに制服を着ていたから、

「綺き麗れいよっ、密ひそ子こっ！」

「密子言うな！」

　女じよ装そうをすることになったんだよね……。女子の制服を着せられる羽は目めに陥おちいってしまったんだ。コスプレをする時に余あまってた長ちよう髪はつのヅラまで被かぶらされ、化け粧しようまでさせられた。

　猿渡は超ちようノリノリで、女装も凄すさまじく似合ってたけど……。

　ああ、くそっ……僕はそういうキャラじゃないんだよ……。

「本当に似合ってるってば！　ほら！」

　来夏が見せてくれた鏡には、目付きのあまりよろしくない女生徒が映っていた。なんとなくツンデレっぽい感じだね。あははははは。笑えない。っていうか、死にたい。死ねないけど。

　見事に女子高生に化けた猿渡は、キュートな仕し草ぐさでウィンクする。

「よし、この俺サマが《ハッチャケの極ごく意い》を教えてやるぜっ！」

　言葉遣づかいだけは普ふ段だん通りのままで、猿渡はマニキュアが塗ぬられた指を立てた。

「いいか？　ハッチャケる時は、完全に開き直れ！　堂どう々どうとやるんだ。ゼッタイに恥はずかしそうなそぶりを見せるんじゃないぞ。こっちが恥ずかしがってるってのは、相手にも伝わっちゃうからな。そうなると途と端たんにサムくなるんだ。わかったか、密子っ！」

「できることなら、そんなアドバイスは聞かずに一生を終えたかったよ。ってか、密子言うな。猿渡」

「いやン、聖せい子こって呼んで♡」

「お断ことわりだ」

　突とつ然ぜん、スピーカーが吼ほえた。高たか天まが原はらセンパイが桜花祭二日目の開始を宣せん言げんする。

　その声に押おされるように、僕は立ち上がった。本当は教室の外に出たくなかったけれど、そういうワケにもいかないよな。猿渡が言うように開き直るしかない。

　猿渡は、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべ、

「さて、ちょっくら、桜花祭をジャックしてきますか」

「了りよう解かい。それじゃ、行こうか」

　着ぐるみのサクヤに顔を向ける。対天使兵器ルシフエリオンは呆ぼう然ぜんと僕を見つめていたけれど、

「…………ぷっ」

「笑うな」




　桜花祭二日目。

　再さい起きを懸かけた、僕たちの戦いが始まった──
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『速い速い速い！　速すぎるーっ！』

　メガホン片手に三年Ｅ組の窓から身を乗り出し、生徒が実じつ況きようをしてる。

『開かい催さい第五回目にして、《タイムアタック・スタンプラリー》の歴史が変わろうとしておりますッ！　《廊ろう下かを走ってはいけない！》このルールを逆さか手てに取った異い端たんの戦せん略りやく！　な、なんと、学校の外を走っているー!?　謎なぞのウサギが中庭を飛び回っておりまーすッ！　サポートするのは謎のオカマと牛娘！　な、なんなんだ、このチームはー!?』

　謎のオカマなんて、言わないでくれ……。その場に突つっ伏ぷしたい気分を堪こらえつつ、早歩きでイモ版ばんの置かれたテーブルへと移動した。近くの窓を開くと──

「────ハッ！」

　すぐさま着ぐるみのウサギが飛び込んできた。

　生徒たちが上げる歓かん声せいとも悲ひ鳴めいともつかない声を浴あびながら、サクヤは係員にスタンプ帳を突き出す。

「八番目のスタンプ！　押おしてっ！」

「は、はいっ！」

《スタンプラリー☆Ｎｏ．８！　３─Ｅ》と彫ほられたイモ版がペタリと押される。首から下げていた時計にスタンプ帳を挟はさみ込こむと、サクヤは開け放はなたれた窓から飛び出す。

　中庭を凄すさまじい速度で駆かけていった。

『開始から二分！　早くも八番目のスタンプを押した──ッ！　残るはたった二つ！　新記録間ま違ちがいナシッ！　我われ々われは、とんでもないものを目もく撃げきしているぞ──ッ！　この空飛ぶ謎のウサギは……チーム名《アニマル喫きつ茶さにくきゅう》！　《アニマル喫茶にくきゅう》って、なんだー!?』

　中庭を走り跳ちよう躍やく、渡わたり廊ろう下かの屋や根ねの上に飛び乗る。

「サクヤちゃん！　九番ここだー！」

　女装をしてる猿渡が第二校舎の三階窓から手を振っていた。ほぼ同時に、第一校舎の三階から来夏が顔を出す。

「ラストは、こっちだよーっ！」

　サクヤは、猿渡のいる窓へ宙ちゆう返がえりしながら飛び込んだ。と思ったらすぐに出てきて、第二校舎の屋おく上じようへと逆さか上あがりの要よう領りようで昇のぼった。

「サクヤ、ムチャするな！」

「これぐらい、平気！」

　声を掛けたけれど、サクヤはウサギのクセに聞く耳を持たなかった。

『着ぐるみウサギ！　屋上で助じよ走そうを取っております！　ま、まままま、まさか、行くのか！　行く気なのか!?　今までの跳躍力を見ていれば、余よ裕ゆうな気もするが大だい丈じよう夫ぶか！　うお、行く気だ！　ウサギが、走る！　そして、跳とんだ──────ッ[image: !!!]』

　ギャラリーが注ちゆう目もくする中、第二校舎から、第一校舎の屋上へ。

　六月の青空を、白いウサギが舞まった。
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　マッスル居い酒ざか屋や《横四方固め》。店内。

　柔じゆう道どう部ぶの猛も者さたちが青ざめていた。不ふ条じよう理りな映画でも観ているように、顔を歪ゆがめている。

「そんなバカな……！　こんなことがあるわけない……！」

　壁かべに貼はられたポスターには、『《腕うで相撲ずもう大会！》。五人抜ぬき達たつ成せいで超ちよう豪ごう華か賞しよう品ひん！』の文字。観かん客きやくが幾いく重えにも連つらなった教室の中心に、机つくえをくっつけて作られた腕相撲の台が置かれている。

　そこに、ゆっくりと肘ひじをつけて、着ぐるみウサギが肉にく球きゆうを《わきゅわきゅ》させる。次の挑ちよう戦せん者しやを求めているのだ。

　セコンドの猿渡が、選手の肩をもみつつ、

「さあ、二〇人目の相手は誰だれだ？」

「……俺が相手だ」

　シーサーみたいな顔をした大男が腕相撲の台に座すわる。丸まる太たみたいな腕が、肉球のついた手を握にぎりしめる。

　観客のボルテージが急きゆう上じよう昇しようする。

「ほほう……重量級ってとこか？　強そうだな。だが、《アニマル喫茶にくきゅう》が誇ほこる、怪かい力りきウサギに勝てるかな!?」

「……猿渡くん」

「どうした、サクヤちゃん」

「怪力ウサギって呼ぶのはやめて」
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　グラウンドに設もうけられたクイズスタジアム。

　決勝の舞ぶ台たいへ上がろうとした僕といいんちょの前に、立ちはだかる影かげが二つ。

　日本人形みたいな髪かみ型がたの小こ柄がらな女の子と、コケシみたいな顔のちっこい男の子だ。少女の頭にはフェレットが乗のっている。

　フェレット娘むすめが僕たちをズビシっと指さして、宣せん戦せん布ふ告こくしてきた。

「私たちは《生物部》ですっ。お隣となり同どう士しですから窮きゆう状じようはわかりますが……ゼッタイに負けるわけにはいきませんっ！　このフェレット《にょろ蔵ぞう》のエサ代を稼かせがなくてはならないのですっ！　決勝戦、負けないですからっ！」

　コケシがコクコクと頷うなずいている。どうやら日本人形は生物部の部長で、コケシが唯ゆい一いつの部員のようだ。

　いいんちょは、受けて立った。

「優勝をして宣伝する……私たちと同じこと考えてるみたいですね」

「そうだっ！　きみたちのミーティングを盗ぬすみ聞きしてたんだっ！」

「余計なこと言わなくてもいいのっ！」

　コケシの頭を日本人形が叩たたく。

　シマリスの格かつ好こうをしたいいんちょは、眼鏡めがねとぶっといシッポを震ふるわせて、

「私たちも負けるわけにはいきませんっ！　正々堂々戦いましょうっ！」

　僕たちは、決勝のステージへと上がった。

　歓かん声せいとアナウンスが洪こう水ずいとなって襲おそってくる。

『白はく熱ねつの《クイズ選手権》。決勝は、《生物部チーム》対《アニマル喫茶にくきゅうチーム》の戦いになりました！　最終決戦は早はや押おしクイズバトルー！』

　頭にくっついた丸耳を揺ゆらして、いいんちょは僕に耳打ちしてきた。

「椎し堂どうくん、私は運動神経が鈍にぶいです。早押しが苦にが手てなんです。モタモタしているうちに、ポイントを取られてしまうかもしれません」

「……って、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ええ。ですから、ボタンは椎堂くんが押してください。問題が半分ぐらい読まれたところで、押しちゃっていいです」

　大きな眼鏡のレンズが、キュピンと光る。

「うふふふ……この眼鏡が伊達だてではないところをお目に掛かけますっ！」

　えっと……なんなんだ、その妙みような自信は。

『それでは、決勝をはじめます！　第一問！　世界最高峰の山はエベレストですが、南なん極きよく──』

　ピポーン！

　言われた通り、速そつ攻こうで早押しボタンを叩たたく僕。

『《アニマル喫茶にくきゅうチーム》！』

　少しだけ考えて、いいんちょは答えた。

「ビンソンマッシーフ！」

『正解！　一ポイントゲット！』

　うわ。本当にすげえ。
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　第二校舎の三階には、《情じよう報ほう処しよ理り室しつ》がある。『学園祭？　なにそれ？』って感じで、今日も今日とて引きこもっていた縁えん遠どう丹に闇やみこと、にゃみちゃんを訪たずね、とある提てい案あんをした。

　桜花祭に参加する気の無い彼女にも、ちょっとした企き画かくを立ち上げてもらおうと思ったんだ。生徒の個人情報を盗ぬすみ見できるにゃみちゃんならではの人気企画をね。当然同じ階に集客力のある企画があれば、ウチのクラスにもお客が流れてくるだろうという目算があってのことだ。

　報ほう酬しゆうとして女装姿のまま血を吸われてしまい、かなり倒とう錯さく的てきな感じになったんだけど……まあ、それについては伏ふせておこう。主おもに、僕の名誉のために。

　で。

　その後、僕はサクヤと合流した。

　彼女は体育館のメインステージで午前一一時から開始されるイベントに参加しようとしていたんだ。

　エントリーの列に並ならぶサクヤに声を掛ける。

「サクヤ、一人だけ？　来夏と猿渡は？」

「猿渡くんはやることがあるって、一人でいなくなった。来夏さんはカラオケ大会に出場するらしい」

「マジかよ……」

　来夏は《ジャイアニックボイス》の持ち主だ。かなり歌が下手へたなんだよね。しかも本人は歌を唄うたうのが好きというのが、これまた迷めい惑わくだったりする。

　サクヤはエントリーの列を眺ながめて、

「よくわからないまま猿渡くんに出るように言われて並んでいるんだけど……これはなんのコンテストなの？」

「ミスコンだよ」

「みすこん？」

「女の子の可愛かわいさとか綺き麗れいさとか色っぽさなんかを競きそうんだ。で、観客の男子生徒が投票して、誰が一番か決めるんだよ。優ゆう勝しようしたら《ミス桜ヶ丘高校》になれる」

　着ぐるみの大きな頭を振って、サクヤは肩を落とした。

「では、私には優勝は無む理りね。そういうのとは無む縁えんだから」

　列から離はなれて去っていこうとする。そのモコモコした腕うでを摑つかんで止めた。

「サクヤなら、優勝も不ふ可か能のうじゃないと思うけどね」

「……ヒソカも出た方がいいと思う？」

　サクヤは気付いてないのかな……。それって、『私をかわいいと思ってる？』って尋たずねられたのと同じなんだけどね……。

　……うーん、照てれくさいけれど、これもクラスのためだろう。

「……なんつーか、その、アレだ。出てもいいんじゃないかな」

「じゃあ、頑がん張ばってみる」

　真ま面じ目めな顔して、サクヤは頷うなずいた。しかし、もう一度エントリーの列を眺ながめ、

「だが、ヒソカ。私はこの格かつ好こうで出てもいいの？　他ほかの人たちと、服ふく装そうがあまりにも違うと思う。この着ぐるみも可愛いけど……」

　列に並ぶ女の子たちは、チャイナドレスだったり、チアガールだったり、スク水エプロンだったり、レオタードだったり。微び妙みように色っぽいコスプレをしていた。

《色気》という概がい念ねんをサクヤが理解しているとは思えないけど、《なんか違う？》とは感じているようだ。

　と、サクヤはなにかを思いついたように顔を上げた。

　そっと耳打ちをしてくる。サクヤの言葉は、とんでもないものだった。

「……ああ、そう思うけど」

「わかった。おまえは、客席で見ていて」

　体育館の客席へと向かった。会場は大だい盛せい況きようだ。空席はほとんど無い。

　ほどなくミスコンが始まり、女の子たちが自じ己こアピールをする。

『エントリーナンバー一八番！　有あり栖す川がわ咲さく夜やさん、どうぞーっ！』

　サクヤは緊きん張ちようしたようすで、ステージに現あらわれる。

　彼女が登場した途と端たん、会場がどよめいた。

『これはスゴイですっ！　こんなに気合いの入ったコスプレは見たことがなーいっ！』

　顔を真まっ赤かに染めたまま、サクヤは大たい剣けんを振るってみせた。

　スカートが蝶ちようのように広がり、手首を繫つなぐ鎖くさりが涼すずやかな音を立てる。

　そう──サクヤは戦せん闘とう服ふくで出てきたんだ。彼女は、いつでもこの格かつ好こうに変身できる。

　サクヤが僕に囁ささやいた言葉は、こうだ。




『ＡＲＩＣＥの戦闘服のこと、おまえは《色っぽい》って言っていたことがあるけれど……それは本当？』




　その問いの答えは、観客の反応を見ればよくわかるよね。




『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお─────────────────っ[image: !!!]』
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《よく当たる！　にゃみすけ占うらない！》




　一年Ｂ組、内うち山やま洋よう子こさんの占い結果！

　あなたは弟さんと仲が悪いみたいですね。仲良くしてください。あと通つう販はんで買い物しすぎかも？　もうちょっと控ひかえたらいいですよ。




《ラッキーカラー[image: ：]黄ばみ》

《ラッキーナンバー[image: ：]１０２》

《ラッキースポット[image: ：]二年Ｅ組の教室で開かい催さい中ちゆうのアニマル喫茶にくきゅう》
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「二年Ｂ組の演えん劇げき《シンデレラ？》は、以下のスポンサーの提てい供きようでお送りしてるんだけどなー？

　神代駅前商しよう店てん街がいにある《お肉のマルヤマ》では、コロッケが大安売りだよー？　とっても美味おいしいからみんな食べてねー？

《ＢＯＯＫＳ栗くり木き坂ざか》では、桜ヶ丘高校の学がく生せい証しようを見せると参考書が割わり引びきで買えるよー？　これで勉強したい放ほう題だいなんだけどなー？

　あ、それから、二年Ｅ組で開催中の《アニマル喫茶にくきゅう》も大だい絶ぜつ賛さん応おう援えん中ちゆう!?　みなさん行って欲しいよー？」
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『脅きよう威い！　スピーカー破は壊かい！』（桜ヶ丘時じ刊かん新聞）




　一年Ｃ組が開かい催さいしたカラオケ大会でハプニングが発生した。なんと三年Ｃ組の萌月来夏さんが歌い出した途と端たん、スピーカーが爆ばく発はつしたのだ！

　あまりの歌のヘタさに、スピーカーが耐たえられなかった模も様よう。

　見み事ごと、話題をさらった来夏さんは、「うわーん！　こんなはずじゃないんです！　普ふ段だんはもっとうまく唄うたえるんです！　それはさておき、二年Ｅ組の教室を見に来てください！」とコメント。




　写真[image: ：]こんなはずじゃなかったと突つっ伏ぷす、来夏さん
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《みなさん、こんにちわ。私たちは生物部です。生物部は現在、大変な危き機きに直面しています。街まちを破壊されたために、飼かい主ぬしを失ってしまった動物を保ほ護ごしているのですが、動物たちのエサ代に困こまっているのです。特に野の良らフェレットの《にょろ蔵ぞう》のエサが──ピーピガー、なにをするんですかっ！　はっはっは！　この放送はジャックしたぁ！　俺は三年Ｃ組の猿渡三さん聖せい！　現在、二年Ｅ組の教室でアニマル喫茶を大絶賛開催中ー！　みんな、来てくれよな！　あ、それから、女の子たち！　俺が送った《ダンスのお誘さそい》読んでくれたかな？　ぜひこの俺、猿渡三聖と後夜祭でダンスを──バツン！（放送終了）》
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『ミス桜ヶ丘高校は、有栖川咲夜さん！（三年Ｃ組）』（桜ヶ丘時刊新聞）




　　　　[image: ]




　懸けん命めいのＰＲ活動を終えた僕たちは、二年Ｅ組の教室へ戻ってみることにした。

　緊きん張ちようしながら、階段を昇のぼっていく。

「……お客さん、来てるかな？」

　来夏が泣きそうな声を出した。彼女の膝ひざには小さな絆ばん創そう膏こうが貼はられている。《３ｏｎ３の鉄人》っていうバスケットの大会で、転ころんでしまったのだ。だが、その甲か斐いあって、本職のバスケ部員たちに勝利することができた。名めい誉よの負ふ傷しようってヤツだよね。

「きっと、大丈夫だよ……」

　来夏の頭をぽんぽんと叩いて、階段を昇る。着ぐるみのサクヤも神しん妙みような面おも持もちだった。

　と、上の階から、転げるような勢いで誰かが降おりてきた。

「ゆっきー!?　どうしたの!?」

　キツネ娘の雪村珊さん瑚ごは、泣きそうな顔をしていた。顔面は蒼そう白はくだ。

「見つかって良かった！　早く来て！　大変なんだよぉ！」

　階段の踊り場で、珊瑚は来夏の手を摑んだ。引っ張るようにして、階段を駆け上がる。

　第二校舎の三階に立った来夏は、呆あつ気けにとられたみたいに呟いた。

　廊下にはずらっと生徒が並んでいたんだ。校舎の端はしまで連なっている。しかも、行列は続々と延のび続けていた。

「なにこれ……。みんな、なにしてんの？」

　珊瑚が大声で答えた。

「決まってるでしょ！　ぜ[image: ][image: ][image: ][image: ]んぶお客さんだよっ！　忙しくて死んじゃいそうなくらいなんだってば！」

「ということは……」

　信じられないとでも言いたげな口調で呟いたサクヤに、珊瑚が叫んだ。

「ＰＲ作戦大成功だよっ[image: !!!]」

　来夏は、僕とサクヤに飛びついてきた。

「やったああ──ッ[image: !!!]　これもみんなのおかげだよぉ！」

　牛うし娘むすめに思いっきり抱きしめられたまま、僕は肩を竦すくめた。

「喜びすぎだよ、来夏」

「だって、だって、だってぇ！　嬉しいんだもーんっ！」

　幼なじみは涙なみだ目になって喜びの声を上げる。サクヤも来夏に抱きつかれたまま、嬉しそうに微笑ほほえんでいた。

「やれやれだね……」

　そんな風に、僕は呟つぶやいたけれど。

　本当のことを言えば、内心で盛せい大だいな安あん堵どの息を漏もらしていたりする。お客が増えてくれてよかったね。

　そして、それと同時に。

　なぜだかわからないけれど、すごく楽しい気分だった。気分が高こう揚ようしてる。

　学園祭で必ひつ死しになるなんて、馬鹿馬鹿しいって思っていたはずなのに……なんでこんな充じゆう実じつ感かんに包まれているんだろう。

「さあ、これからが本番だよっ！」

　来夏の言葉を合あい図ずにして、僕たちは駆けだした。

　みんなで一緒に、元気な声を出す。

『いらっしゃいませ！』
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　トイレで着き替がえ、化け粧しようを落とした僕は美術室へと向かった。調ちよう理り班はんも戦せん場じようと化しているらしい。手伝いに行かなきゃいけないだろう。

　だが、美術室に向かう途と中ちゆうで、僕の足が止まった。

　廊ろう下かの向こうに、黒い人ひと影かげを見たんだ。

　黒いソフト帽ぼうを被かぶり長ちよう身しん瘦そう軀くをヨレヨレのスーツに包んだ男が立っていた。

「あいつは……！」

　サクヤが会っていた男。

　声を掛かけようとしたけれど──すぐに、その姿すがたは消えてしまった。

　階段を昇っていったようだ。

「悪わりぃ、みんな」

　僕は男の後を追った。




　帽子の男は、屋おく上じようにいた。

　フェンスに寄りかかるようにしながら、学園祭の出し物を眺ながめている。

　警けい戒かいしながら近づいていくと、こちらを見もせずに男は少しだけ帽子を持ち上げた。

「やあ、良かった。来てくれたんだね」

　その《人を食くったようなセリフ》だけで、彼が《食えないヤツ》だってわかった。姿を現あらわしてみせたのは、僕に接せつ触しよくしたかったからなんだ。コイツは、とんだ《食わせ者》だね。

　自分の制服に着替えた時に、一いち応おうポケットにデリンジャーを忍しのばせておいた。いつでも抜ぬけるように気を配くばりながら、僕は社しや交こう的てきな作り笑いを浮うかべて彼に近づく。

　男は柔にゆう和わな笑顔を返して、両方の手のひらを僕に見せた。

「物ぶつ騒そうなものは出さないでくれよ。俺は丸まる腰ごしだ。武ぶ器きは持ち歩かない主しゆ義ぎでな」

「……なんでもお見通しとでも、言いたげですね」

　丸まる眼鏡めがねの下の瞳ひとみを細め、男は苦く笑しようする。

「きみがわかりやす過ぎるんだよ。そんなに敵てき意いを剝むき出しにする必要はないだろ？」

「完かん璧ぺきな営業スマイルを浮かべていたつもりなんですけど」

「一七、八の高校生にしちゃあ、感情を隠かくすのがうまいとは思う。だが、俺には隠せない。なんせ、俺は作り笑いのプロだ。年ねん季きが違う」

「プロって。作り笑いで食ってるんですか？　できれば、僕も同じ職しよくに就つきたいですね」

　僕のイヤミに、男は笑った。

「きみも俺と同じ道を歩みつつある。そのまま成長すれば、商しよう売ばい敵がたきになるかもな」

「……あなたの職業を教えてもらえますか？　将来の参考にしたいので」

　作り笑いをやめて、男を睨にらみ付ける。

「進しん路ろに悩なやむ高校三年生に、そんなことを問われちゃあ教えないワケにはいかないかな」

　彼は帽子を取って、胸に当てた。

「俺はＡＲＩＣＥの人間だ。《♠００００》の……有栖川咲夜の上じよう司しだよ。《気狂い帽子屋マツドハツター》って呼ばれてる。まあ、コードネームの類たぐいだな。同どう類るいのよしみで、握あく手しゆしてもらっていいかい？」

　帽子を被かぶり直しマッドハッターは左手を伸のばしてくる。一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらうと彼は笑った。

「利きき腕うでを預あずける握手はしたくないか？」

　なんで、僕が左利きって知ってんだよ。

「……後ろに立たれるのは嫌きらいですが、握手は嫌いじゃないですよ」

　握手をする。マッドハッターの手は、男性にしてはとても柔やわらかかった。まるで女の子の手のようだ。気持ち悪いけど。

　また、僕のココロを読んだかのような発言をする。

「俺はＡＲＩＣＥに所しよ属ぞくしているが、きみと同じような仕事をしているんでね。戦う男の手って感じじゃないだろ？」

「さっきから繰くり返してますけど、僕と同じって、どういう意味です？」

　相変わらずの柔和な笑顔で、マッドハッターはタバコを取り出した。口にくわえながら、

「手て配はい師し。フィクサー。そういうタイプの仕事だ。平ひらたく言えば、《自みずからの手は汚よごさずに、いたいけな少女を利用して目的を達たつ成せいする》職業だな」

「なるほど。それは僕と似にてますね。でも、完全に同じではない」

　ポケットからデリンジャーを抜いた。男に銃じゆう口こうを向ける。

「僕は自分の手も汚しますから」

　マッドハッターは慌あわてもせずに、タバコを唇くちびるで動かした。腹ふく話わ術じゆつがうまいのか、淀よどみなく喋しやべっている。

「火をつけてもいいかい？」

「ライター？　マッチ？」

「左のポケットにマッチが入っている」

「なら、諦あきらめてください。ライターなら火をつけてあげてもいいと思いましたが」

「そういう頭の回かい転てんの速さは嫌いじゃない。だが、そんなに警けい戒かいしないでくれないか。俺にはなんの戦せん闘とう能のう力りよくもない。少女たちを戦わせることしか能がない人間なんだ。からかったことは謝あやまろう」

「からかう？」

　ゆっくりと手を動かして、男は火のついてないタバコを指に挟はさんだ。胸ポケットにそっとしまう。

「きみに最初に目もく撃げきされた喫きつ茶さ店てんのことだ。サクヤは俺の頰ほおにキスをしただろう？　アレはわざとだ。きみに見せるためにやった。からかってやろうと思ってな」

　……つーか、覗のぞいてることに気付かれてたのかよ。

「『先日まで欧おう米べいにいた。そこでは頰に口付けて挨あい拶さつをする習しゆう慣かんがあった。だから、《♠００００》。きみも同じように挨拶をしたまえ』。あの子は素す直なおだからね、嫌いやがりながらも従したがってくれたよ。どうだい？　少しはヤキモキしたかい？」

「別に。まったく気になりませんでしたよ」

「……そうか。俺の言葉を聞いて安心してくれたか。それじゃ、あの子にも少しは脈みやくがあるのかもしれないな」

「僕のセリフを聞いてなかったんですか？　まったく気にしてないって、」

「言ったろう？　きみは感情を表に出しすぎる。ホッとしたのがバレバレだ」

「…………」

　本当に、食えないヤツだね。

　背後で扉とびらの開く音がした。一いつ般ぱんの生徒が屋上に入ってくる。

　デリンジャーをポケットにしまいつつ──それでいて、いつでも抜けることを視し線せんで示して──問いかけた。

「《気狂い帽子屋マツドハツター》が、なにをしに来たんです？　桜花祭で《三月ウサギ》と一いつ緒しよにティーパーティでもするつもりだったんですか？」

「俺はな、密ひそかくん」

　馴なれ馴れしくも、男は下の名前で呼びかけて、

「きみにお礼を言いに来たんだ」

「ＡＲＩＣＥの人間が、オメガの僕に、ですか？」

「ああ。俺はきみに感かん謝しやをしている」

　マッドハッターはグラウンドに視線を向けた。なんの企画だろうか。生徒たちが二に人にん三さん脚きやくをして走り回っている。笑い声と歓かん声せいが学校中に響ひびき渡わたっていた。

　ひどく遠い目をして、サクヤの上司はグラウンドを眺ながめて、

「Angelic Ruins Intercept CommittEe──終末委員会ＡＲＩＣＥという組そ織しきは、もう、存そん在ざいしない」

「……え？」

「戦せん闘とう能のう力りよくを持つ対天使兵器ルシフエリオンは、そのほとんどが死し亡ぼう。指し揮き系けい統とうも壊かい滅めつ状じよう態たいだ。あの子の部へ屋やに、無む線せん機きがあるのを見たことがあるだろう？」

「……ええ」

「あの子は毎日のように、あの無線機で定てい時じ連れん絡らくをしている。『こちら《♠００００》。オメガ殺害計画を遂すい行こう中ちゆう。応答されたし。応答されたし』。だが、その無線に応こたえる者は、誰もいない。俺が会いに行ったら、とても喜んでいたよ」

　喫茶店で嬉うれしそうな顔をしていたのは、ＡＲＩＣＥの人間に会えたから、なのか……。

「ＡＲＩＣＥは、もう存在しない。サクヤに戦いを命じる者はいない。あの子は自由なんだ……。あの子は、もう自由なんだよ……」

　同じセリフを、二度繰くり返した。二度目の言葉は、『あの子は、自由なのに』と言ったように聞こえた。

「あの子の身体からだを改かい造ぞうし、ココロを縛しばり、思想を矯きよう正せいして、戦せん闘とう兵へい器きに仕立てあげたのは、この俺だ。『きみには世界を救う力がある。そのために生まれたんだ』。そんな言葉で、なにも知らない少女の人生を奪うばったのは、この俺だ。……だが、俺には、あの子を自由にしてやることはできなかった。もう戦わなくてもいい──そう言い聞かせても、彼女は従わなかった。対天使兵器ルシフエリオンであることをやめられなかったんだ」

　マッドハッターは、続ける。

「だから《♠００００》が、この学校に来るための手て配はいをしてやることにした。だがな、密くん。俺はきみを殺させるために、入学させたのではない。対天使兵器ルシフエリオンをやめさせるために、学校に通わせることにしたんだ。ごく普ふ通つうの少女の生活を送らせてやりたかったんだよ……」

　奇くしくもそれは、僕が望んだのと同じことだった。サクヤの境きよう遇ぐうを知り《共鳴シンパシー》を感じた僕も、サクヤに女子高生として生活を送らせてやりたいと──甘あまっちょろくも──思った。思ってしまった。

　マッドハッターは優やさしげな笑えみを浮うかべる。

「俺の策さくは見み事ごとに当たった。《♠００００》のあんな表情は見たことがなかったよ。笑ったり、照れたり、怒おこったり……きみと過ごした二ふた月つきほどで、あの子は実にさまざまな表情をするようになった。きみのおかげだ」

「僕は、なにもしてませんよ」

「いや、きみのおかげだよ。さもなきゃ、あの子がこんなことを言うものか」

　マッドハッターはそっとポケットに手を伸のばした。

「先日、喫茶店での会話だ。あんまり可愛かわいかったから録ろく音おんしておいた」

　ＩＣレコーダーを取り出し、スイッチを押す。

『《帽子屋》！　私に手術をして！』

『手術って、どんな？』

『私に《想おもい出で》を植うえ付つけろ！　……私は、《ヒソカとの想い出》をなにも持ってない。恋れん愛あいをする上で、これはとてもよくないことだっ！　幼おわない頃ころの記き憶おくが望ましいっ！　さあ、早くしてっ！』

　上じよう司し相手にずいぶんゾンザイな口く調ちようだね、って、ツッコミどこはそこじゃないよな。

　ぽりぽり──人差し指で頰を搔かく僕。

「なんですか、これは」

「くくくっ、可愛いだろ？　どうやら、密くんの幼なじみが、昔むかしの想い出を楽しそうに語っていたのが羨うらやましかったようなんだ。だから、記憶を植え付けろなんて言ってるんだよ。戦うことしか知らなかったあの子が、こんなことを言うなんてね」

　マッドハッターは大笑いした。笑いすぎたせいか、目め尻じりに涙が浮かぶほどに。

「学園祭が開かれるなら、そこで想い出を作ればいいと言ってやったら、今度は『どうやったら、いい想い出が作れる!?』と詰つめ寄よられた。おかげで、昨日もこの学校に来る羽は目めに陥おちいったよ。対天使兵器ルシフエリオンの配兵計画を立てていた俺が、まさか高校の学園祭をリサーチすることになるとはね」

　なるほど……。だから、昨日も現れたってワケか……。

　思わず、ほう…と息を吐はいてしまう。なにを安心したようにため息吐ついてんだ、僕は。

「あの子、ずっと怒おこったような感じじゃなかったかい？」

「ええ。なにか僕にムカついているみたいな……」

　マッドハッターは、ＩＣレコーダーを操そう作さした。別のトラックには、次のようなセリフが吹き込まれている。

『ヒソカは、イヤなヤツだっ。ちゃんと恋をすると約束したくせに、自分からは動こうとしないっ。恋愛は二人でするものだと聞いた。ならば、ヒソカも行動すべきだっ。《帽子屋》、おまえもそう思わない？』

『例たとえば、彼になにをして欲しいんだ？』

『でっ……でーとに誘さそったりとかっ！　別に行きたいわけじゃないけど、それぐらいの行動を起こすのが当とう然ぜんでしょう!?』

　ニヤニヤと笑って、マッドハッターは僕を見つめてくる。

　くそう……。また、僕のココロが見み透すかされちゃってるね……。

　僕は頰が緩ゆるんでしまうのを止められなかった。図はからずも知ってしまったサクヤの本心が、なんだかとても、可愛くって。

　サクヤの上司は丸眼鏡の下の瞳ひとみを細ほそめる。

「きみは、世界の敵てき。そして俺は、世界を救う組そ織しきの人間だ。だから、こんなことを頼たのめた義ぎ理りじゃない。……だが、できることなら、あの子に《想い出》をあげてやってくれ。素す敵てきな想い出を」

「……素敵な想い出って言ったって、どんなことをしていいのかわかりませんけどね」

「なにも特別なことをする必要はないさ。あの子は、ずっと走り続けてきた。立ち止まることなく、全速力で──」

　サクヤは過か酷こくな戦いの日々を送ってきた。仲間の死に直ちよく面めんしても、戦い続けてきたんだ。

「だが、ようやく、ゆっくりと歩くことができるようになった。路ろ傍ぼうに咲さく花に目を向けることのできる速度で歩き始めたんだ」

　マッドハッターの言葉は、ひどく抽ちゆう象しよう的てきだった。だが、抽象さ故ゆえに、僕自身のことも指し摘てきされたような気分になってしまった。

　僕も、ずっと走り続けてきた。

　卒業のことだけを考えて生きてきた。僕にとって《日常》は通つう過か点てんでしかなかったんだ。路傍に咲く花に目を向けたことなんて──《現在》を《大切》に想ったことなんて、一度もなかった。

　そこで、気付いた。

　僕が感じ続けていた苛いらつき。《焦燥感》の正体は、ひょっとして──……

「なあ、密くん。きみには、なにか目的がある。そのために邁まい進しんしていることを、俺は知っている。知っていながら、お願いするよ。ときどきでいいから、あの子と同じ速度で歩いてやってくれ。そして、たまには立ち止まってやってくれ」

　ソフト帽を取って胸に当て、マッドハッターは深く頭を下げた。

「じゃ、俺は行くよ。もう二度と、きみの前には現れないと約束しよう。これはプレゼントする。あの子にはナイショにしてくれよ？」

　ＩＣレコーダーを僕の夏服の胸ポケットに入れると、マッドハッターは帽子を被かぶり直して、去っていこうとする。

　その背中に問いかけた。

「一つ、聞かせてください。サクヤが僕を殺さなくてもいい──あなたは、そう思っているんですか？」

「……俺は、いたいけな女の子たちを死し地ちへ送り込み続けた。戦わせて、戦わせて、戦わせて、そして、死なせてしまった」

　振り返らないまま、マッドハッターは空を仰あおいだ。

「おかげでバチが当たったらしくてな。手足を除のぞく全身がガン細さい胞ぼうに冒おかされた。余よ命めい一か月だそうだ」

　肩かた越ごしに手を振ふって、マッドハッターは校舎の方へ歩いていく。

「だから、罪つみ滅ほろぼしをしたくなったのさ。サクヤをよろしく頼たのむよ」

　もう二度と、彼に会うことはなかった。
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「残り《１０／２３３》……。もうダメだ……。もうダメだ……。全員に断ことわられたら、俺はもう死ぬしかない……」

　ブラウン管から這はい出した《貞さだ子こ》みたいな動きで廊ろう下かを徘はい徊かいしている猿渡とすれ違ちがいつつ、第二校舎の三階を駆かけ抜ぬけた。

　二年Ｅ組の《アニマル喫茶にくきゅう》は、相変わらず絶ぜつ好こう調ちようのようだ。長ちよう蛇だの列ができている。

「焼きそば五人前！　焼きうどん六人前！　大だい至し急きゆう持ってきてー！　は!?　もうキャベツがない!?　他ほかのクラスからわけてもらって！　その間に誰か急いで買ってきて！」

　美術室と通つう信しんしてるのだろう。オモチャのトランシーバーに向け、キツネシッポを振り乱しながら大声で叫さけんでいた珊瑚に声を掛かける。

「なあ、サクヤは？」

「サクヤっちなら……」

　ぶち抜かれた壁かべをバックに、サクヤは一年生の生徒と記き念ねん撮さつ影えいをしていた。照てれくさそうに、太い指でＶサインをしてる。

　巨きよ大だいなウサギのかぶり物の上に《ミス桜ヶ丘高校》になった証あかしであるティアラがちょこんと載のっている。そのおかげもあって、大人気みたいだ。

「忙いそがしいトコ悪いけど、ちょっと借かりていいか？」

　サクヤと一緒に教室を出るとき、銀のお盆ぼんを抱かかえてテーブルを飛び回っていた来夏が僕に気付いた。

　貴重な労働力を連れ出してしまうことを謝ろうと、小さく手を合わせてみせる。

　すると──なぜだろう。来夏は怒ったような、それでいて悲しそうな顔をした。







　人ひと気けを避さけるように第二校舎の二階の廊下までサクヤを連れて行く。彼女は相あい変かわらずイラついたように、鋭するどい視し線せんで僕を睨にらみ付けてきた。

「まったく、なんの用？　私はとても忙しかったのに！」

「あと一時間もすれば学園祭が終わっちゃうだろ。でも、僕はちゃんと他のクラスの企き画かくを回ってないからさ。もし良かったら……一いつ緒しよに企画を回らないか？」

　僕を睨み付けていたサクヤの瞳ひとみが、くわっと見開かれた。

「誘さそってくれるの？」

「ちゃんと恋をするって約束したのに、僕からはなんのアプローチもしてなかったからね。こういうところから始めてみようかな、と」

「ふ、ふうん……」

　なにをバカなコトを言ってるんだ──とでも罵ののしりたそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出しつつ、サクヤはそっぽを向いた。けれど、なぜか、小鼻がぴくぴくしてる。

「お、おまえにしては、悪くない考え方だ。うんっ。悪くないっ」

　そんな反応を素す直なおに可愛いと感じる。マッドハッターからもらったＩＣレコーダーを聞かせてやったら、どんな反応をするだろう？　イジワルな考えが脳のう裏りに浮かぶ。でも、彼との約束だから、ナイショにしておこう。

　サクヤは、ふん、と鼻を鳴らして、

「どうしてもって言うなら、一緒に学園祭を回ってあげてもいい」

「イヤならやめるけど？」

「イヤなんて言ってないでしょう!?」

　キッと僕を睨み付けて、慌あわてたように怒ど鳴なり返してくる。

「そういう場合は、素直に『どうしても！』って言っておけばいいんだ！　バカっ！」

「どうしても、サクヤと回りたい。遅おそくなったけど、学園祭の想い出を作ろうよ」

　サクヤは唇くちびるをあゎあゎさせて、ひっくり返った声で返事をする。

「じゃ、じゃあ、仕方がないから、一緒に回ってやるっ！」

　プイッと横を向いて、肉球のついた手で僕の手を摑つかんだ。

「急ぐぞ、ヒソカ！　行きたいと思ってた場所がいっぱいあるんだっ！」

　僕を引っ張って走り出す。

　一いつ瞬しゆんだけ垣かい間ま見みえたサクヤの表情は、

　すごく嬉しそうに微笑ほほえんでいた。
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　一七時ちょうど。

　第四四回桜花祭は、無ぶ事じに終しゆう了りようした。
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　三年Ａ組[image: ：]七万三五四〇円

　三年Ｃ組[image: ：]七万二四二〇円

　以上が、二日間の売り上げ集しゆう計けいの結果だ。僅きん差さで我わがクラスは負けてしまった。

「一日目が響ひびいたよな」「でも、すげえ追い上げだったぜ！」「あと一時間あれば、勝ってたのにー！」「くそー！　悔くやしー！」「むきーっ！」

　クラスメイトは口々に悔くやんでいたけれど、

　三年Ｃ組の教室。コスプレ衣い装しようからジャージに着き替がえたいいんちょは、すがすがしい表情をしていた。負けて悔いナシって感じなのかもしれない。

　同じくジャージに着替え、相あい変かわらずモデルっぽい雰ふん囲い気きの本ほん多だ栞しおりをはべらせた魔ま王おうこと有あり馬ま央おう次じ郎ろうにきっぱりと言い切る。

「私の負けです。でも、悔いはありません」

「ボハハハハ──ッ！　勝った！　この有馬央次郎、ついに宿しゆく敵てき・栗くり木き坂ざか有ゆ香かに勝利したぞぉぉぉぉぉ──ッ！」

　魔王は、唇くちびるの両りよう端はしを曲まげて悪あく魔まじみた笑えみを浮うかべた。いいんちょの顎あごに手を添そえ上を向かせる。

「どんな恥はずかしい約束でも聞く……その言葉は偽いつわりではなかろうね」

「ええ、約束ですから、どんな命令でも聞きますっ。煮にるなり焼くなりしてくださいっ」

　いいんちょは、キッパリ言い切った。でも、クラスメイトはみんなハラハラしているようだ。どんなむごいことをさせるつもりなんだろう……と、気が気ではないようすで事じ態たいを見守っている。

　あんまりひどいことを命令されるようだったら助けてあげた方が良いかな……。そんなことを考えつつ、僕も魔王の言葉を待った。

　たっぷりと三〇秒ほど、いいんちょをいたぶるような視線で睨ねめ付けた魔王は、おもむろに口を開いた。

「では、栗木坂……。きみに、命じよう！」

　マントを翻ひるがえすようにジャージの裾すそをはためかせ、魔王は大きく腕を広げて、

「栗木坂有香！　この私と後こう夜や祭さいでダンスを踊おどってくれたまえ！」

『はあ!?』

　クラスメイトの声がハモる。珊さん瑚ごがキョトン顔で尋たずねた。

「そんなことのために勝負吹ふっ掛かけてきたワケ？」

「そんなこととはなんだ！　この有馬央次郎、一世一代の大勝負だったのだぞ！　負けっ放ぱなしでは格かつ好こう悪わるくて誘さそえないからな！　ボハハハハ──ッ！　勝てて良かった！　勝てなかったら、恥はずかしくて誘えなかったところだ！　では、踊ってくれるな、栗木坂」

「……はあ、約束ですから」

「きゃっほう！」

　子どもみたいに飛び上がって喜んだ魔王の頰は一週間ぶりにお風ふ呂ろに入ったみたいな感じで、ほんのりピンク色だった。

「……って、ちょっと待ってくれ」

　地じ獄ごくの底から響ひびくような声が聞こえてきた。ボクシングをフルラウンド戦い抜き、真っ白な灰はいみたいな状態になっていた猿渡が、本多栞ににじりよる。

「栞ちゃんって言ったよね？　きみは、魔王と付き合ってるんじゃないのか」

「まさか、そんなワケないでしょ？　タイプじゃないし」

「それじゃ、俺と後夜祭でフォークダンスを踊ってくれないか？　栞ちゃん、きみこそ《１／２３３》。最後の一人なんだよ！　頼たのむ、ＯＫしてくれ！」

「あのヘンな《ダンスの誘い》送ってきたの、あなただったのね……」

　マニキュアの塗ぬられた指で、猿渡の頰をなぞる。その仕し草ぐさは高校生とは思えないほど色っぽかった。

「どうしよっかな～？」

「た、頼たのむよ……！」

　栞はちろっと舌したを出し、猿渡の頰を指先で弾はじいた。

「なんてね、お断ことわりよ。私、カレシはいないけど、気になる人がいるの」

「気になる人って誰だよ!?」

　言い募つのる猿渡の脇わきをすり抜け、栞は真まっ直すぐに──僕に近ちか寄よってきた。

「ねえ、椎し堂どう密ひそかくん、だよね？《ホッグ連続殺人》面おも白しろかった？」

「ああ、すごく面白かったよ」

「良かった。また、オススメの本、置いておくから読みに来てね？　でも──」

　いい女然とした仕し草ぐさで、ウィンク一発。

「──図書室では、お静しずかに♡」

　本多栞は教室を出て行った。

「っていうか、ひーちゃん！　どういうこと!?」

「ヒソカ！　あの女生徒と知り合いなのかっ!?」

　詰つめ寄よってきた来夏とサクヤに頷うなずいてみせる。

「彼女は図と書しよ委い員いんだよ。名前も知らなかったけどオススメの本を紹しよう介かいしてくれるんだ」

「なんで教えてくれなかったの!?」

「いや、聞かれなかったし」

「ってゆうか、図書委員!?　似合わなすぎだよ！」

「僕もそう思うけど……名前を聞いたら納なつ得とくしたよ。名は体たいを表わすって感じだね」

「一人で納得するなっ！」

　サクヤも僕を睨み付けて腕を振り上げる。

「まったく、おまえは油ゆ断だんも隙すきもないヤツだ！」

「って、なんで僕が怒おこられなきゃいけないんだよ！」

　怒ど鳴なられまくる僕を横目に、猿渡は教室の隅すみっこで丸くなっていた。目の幅はば涙なみだを流しつつ、呟つぶやき続けてる。

「学校中の女の子、二三三人全員に振ふられた……。もう、俺はダメだ……。死ぬしかない……。人生終了だ……。猿渡先生の来らい世せにご期待ください……」

「だから、言ったじゃん。バッカじゃないの？」

　呆れた顔で珊瑚が、猿渡を見下ろしている。

「でもま、サワっちが振られるなんていつものことじゃん。元気出しなって！」

「うぅぅ……。高校三年の学園祭は、もう二度とないんだぞ？　後夜祭のダンスは、もう二度とできないんだぞ……？　しくしくしくしく……」

「泣くな、気持ち悪い！」

　仕方がないと言いたげに、珊瑚は深いため息を吐つく。

「サワっちには、借りがあるからさ、私が踊ってやってもいいよ？」

「…………珊瑚はヤダ」

「私だってヤダよ！　でも、アンタ、相手がいないんでしょ!?」

　相あい変かわらずめそめそ泣いてた猿渡は、長い間躊躇ためらった後で、制服のポケットを探さぐった。《恋れん愛あい成じよう就じゆ生徒会御ご用よう達たし・ラブレター用便びんせん》を取り出す。

「珊瑚以外の女の子の分、二三三通ぴったり、《ダンスのお誘い》を用意したはずだったんだよ……。でも、なんでか一通余あまったんだ」

「神様の思おぼし召めしじゃない？」

「ウチは仏ぶつ教きよう徒とだよ」

　心底イヤそうな顔で珊瑚に封ふう筒とうを差し出した。

「俺とダンスを踊ってください」

　二三四通目の《ダンスのお誘い》を、珊瑚は心底イヤそうに受け取って、

「いいよ。踊ってあげる」

　と、スピーカーから軽やかなチャイムの音が響ひびいた。校内に高たか天まが原はらセンパイの美声が響き渡る。

『私は、桜ヶ丘高校生徒会長、高天原Ａはじめである。諸しよ君くん、愛し合っているか！』

　お決まりのセリフで、センパイは全校生徒に語かたりかけた。

『本日はご苦労だった。第四四回桜花祭は見み事ごとに成功したと思う。これも諸君らの頑張りのおかげだ。

　ところで、諸君らに、私は謝あやまらねばならないことがある。

　桜花祭の準じゆん備びを妨ぼう害がいし続けた学園祭テロリスト《[image: α]》の正体は──この私、高たか天まが原はらＡだったのだ！　てへっ☆　ごめーんねっ☆』

　だあああああああああああああああああああああああああああああああああ…………

　学校中に脱だつ力りよくしたような吐と息いきが漏もれる。

『どうだ、諸君。障しよう害がいがある方が燃えるだろう？　試し練れんがあった方が、達たつ成せい感かんも大きいだろう？　より学園祭をアグレッシブに楽しんでもらえたと思う』

　おいおい、冗じよう談だんだろ……。思わず、額ひたいを押おさえる僕。

　まあ、確かに言われてみれば、高天原センパイはアダム以上に《[image: α]》という通つう称しようが似合う人だけどさ……。なんせ、名前が《Ａ》だしね……。

　とはいえ、それだけのために全クラスに妨ぼう害がい工こう作さくを仕掛けるなんて、なんつー人だよ？

　高天原センパイは、シリアスな口く調ちようで続けた。

『私はこのくそったれな、世界滅めつ亡ぼうを憎にくんでいる。マトモな高校生活を送ることもできずに死んでいく生徒がたくさんいるのだからな。まったく、許ゆるせない事じ態たいだ。

　だが──滅亡が発生して良かったと思っている部分もあるのだ。

　現実は、苛か烈れつだ。運命は、過か酷こくだ。世界は、残ざん酷こくだ。

　しかし、滅ほろびるかもしれないと感じたおかげで、たった一日すらも無む駄だにできないと思えるようになったのではないだろうか。

　試練を乗り越こえつつ生きていく日々は、無む為いに過すごしているよりも、濃のう密みつになっているのではないだろうか。

　図はからずも、世界滅亡は我われ々われの青春が有ゆう限げんであると気付かせてくれたのではないだろうか。

　──諸しよ君くんはそうは思わないか？』

　呆あきれていた生徒たちから、ヤケクソ気分な拍はく手しゆが起こった。《[image: α]》の妨害には誰だれもが腹はらを立てていた。だが、高天原センパイがやったんじゃ仕方ないかなと諦あきらめにも似にた顔をしている。

『さあ、諸君！　まもなく、お待ちかねの後夜祭が始まるぞ！　ダンスパートナーは決まったか!?　一生一度のイベントだ！　悔くいのないようにな！』

　生徒会長は明るい声で放送を締しめくくった。

　スピーカーを見上げていた僕は、視し線せんを下ろす。クラスメイトたちが声を掛け合い、ダンスパートナーが決まっていく教室で、サクヤと目が合った。

　サクヤはジッと僕の方を見つめてくる。

「ねえ……サクヤ……」

「う、うん……」

　だが、口を開こうとした僕の腕を来夏が摑つかんだ。笑顔を浮かべて、サクヤにも聞こえるような声で言った。

「ひーちゃん！　ダンス踊おどってくれるって約束したよね？」

　そうだ。僕は、来夏とダンスをしてあげるって言ったんだっけ。ダンスなんて《どうでもいい》って思っていたから。

　来夏は、僕の瞳を覗のぞき込むように見つめてくる。その眼まな差ざしは、いつになく真しん剣けんだ。

「踊ってくれるよね？」

　そして、幼なじみの口調は、有う無むを言わさないほどに強いものだった。

「来夏さんと、約束、したの？」

　ひどく弱々しい声で、サクヤが尋たずねてくる。

　僕は躊躇ためらいながら、頷うなずいた。

「そう……おまえは、来夏さんとダンスがしたいのね」

　対天使兵器ルシフエリオンは無表情のまま唇くちびるを引き結ぶ。

「ぼ、僕は……っ」

　唇を開きかけたけれど、続きを口にすることはできなかった。来夏が僕の腕をギュッと抱きしめてきたんだ。

　僕はなにも言えなくなってしまう。

　気まずい沈ちん黙もくが、三人の間に流れた。

　そのとき──ぞくり、と。

　奇き妙みような感覚が背せ筋すじを走った。脊せき髄ずいに液えき体たい窒ちつ素そを注ちゆう入にゆうされたかのような絶対的な悪お寒かん。この世がこの世でないものにすり替かえられたかのような感覚。

　これは《違い和わ感かん》。天使が現あらわれる予よ兆ちようだ。まもなく、この街を天使が襲おそう。サクヤと一緒に退しりぞけなければならない。

　なぜだか救われたような気分になりつつ、僕は口を開いた。

「来夏、あのさ……」

　だが、言いかけたところでサクヤに制せいされた。

　彼女も《違和感》に気付いたようだ。鋭するどい表情をしている。

「ヒソカ。私、一人で行ってくる」

「何言ってんだよ？」

「ダンスをするって、約束をしたんでしょう？　約束は守るべきだ。おまえは来夏さんと踊れ。私は一人で大だい丈じよう夫ぶ」

　天使の放はなつ気持ちの悪い波は動どうを追って、弾はじかれたようにサクヤは教室を飛び出していった。何事かと戸と惑まどっていたけれど、幼おさななじみは僕の腕うでを抱だきしめたままだった。

「ひーちゃん。お願い。私とダンスを踊って？」

「……ああ、いいよ」

　窓の向こう側、グラウンドに建たてられた櫓やぐらに火が入れられた。夕ゆう闇やみに炎ほのおが立ち上る。

　僕は来夏と並ならんで、グラウンドへと向かった。

　運動場には、ぞくぞくとダンスを踊る生徒が集まっている。どの生徒も心地ここちよい疲ひ労ろうに加え、照てれと期待に満ちた表情をしている。

　実行委員たちが、ダンスに参加する生徒たちを櫓の周りに誘ゆう導どうする。僕と来夏も、踊りの輪の中に加わった。

　幼なじみは僕の腕をずっと抱きしめ続けていた。手を放したら、僕がいなくなってしまう──そんな風に怯おびえている迷子みたいに。ダンスをすることをあんなに楽しみにしていたのに、かがり火の炎に照てらされた横顔は切せつなげだった。痛みを堪こらえるように唇を嚙かんでいる。

　相変わらず、天使の放つ《違和感》は消えていない。まもなく、サクヤは天使と刃を交まじえることだろう。よほど強力な天使が出現しない限り、彼女一人で対たい処しよできる。なんの問題もないはずだ。

　天使はサクヤに任まかせておけばいい。

　約束なんだから、来夏とダンスを踊おどってあげなくちゃいけないんだ。

　頭では、わかっているのに──

「来夏、ごめん」

　謝罪の言葉が、口をついて出ていた。

「ひーちゃん……」

　どうしても手を放したくない。

　そう言いたげに、幼なじみは僕の腕を強く抱きしめていたけれど。

　幾いく度ども躊躇いながら、ゆっくりと、

　来夏は手を放した。

「この埋うめ合あわせは、きっとするよ」

　ダンスの輪を離れ、僕は駆かけ出す。

「…………ひーちゃんのバカっ。埋め合わせなんて、できないよ」

　幼なじみの呟つぶやきが聞こえたような気がした。




■　ＳｉｄｅＣ　そして、新たなる僕たち　■




《違い和わ感かん》を頼たよりにハンドルを切り、自転車を走らせた。

　大だい地ちを踏ふみ抜ぬくような勢いきおいでペダルを漕こぎまくる。

　フォークダンスがはじまり、学校の方から《オクラホマミキサー》が聞こえてきた。

　その音楽を背に受けながら──思った。




　クラスメイトたちに、僕は《焦しよう燥そう感かん》を覚えていた。

　なぜそんな風に感じるのか不ふ思し議ぎだったけれど、今ならその理由がわかる気がした。

　僕が感じていた《焦燥感》。

　その正体は──羨せん望ぼうだ。

　きっと羨うらやましかったんだ。

　くだらないことに必死になれる、みんなが。

　全力で《今》を大切にできるクラスメイトのことが。

　だから、《焦燥感》を覚えていたんじゃないだろうか──……




　天使は公園に出現していた。

　ギィン──！　辺あたりに鋭するどい金きん属ぞく音おんが響ひびく。

　サクヤは既すでに天使と対たい峙じしていた。

　オオオオオォォォォォォォ──……!!

　白大理石でできた美女像のような怪かい物ぶつ──天使が悲しみに満ちた咆ほう吼こうをあげる。腕の代わりに生えている有ゆう刺し鉄てつ線せんのような触しよく手しゆが不ぶ気き味みに蠢うごめいていた。

　禍まが々まがしい造ぞう作さくの剣けんを横に構かまえたサクヤは、バネが力をためるように腰こしを落とす。

「────ハッ！」

　凄すさまじい速度で刃やいばを振ふるい、サクヤは天使を両りよう断だんした。

　白い結けつ晶しようを残して、天使は崩くずれ去さる。

　肩で息をしていたサクヤに、僕は拍はく手しゆをした。

　驚おどろいたように、対天使兵器ルシフエリオンは僕を見つめる。

「ど、どうして、ここに……？」

「決まってるだろ。僕はきみと一緒に街を守ってるんだ。一人だけ戦わせるのは、どうかと思ったんだよ」

　サクヤは嬉うれしそうな表情をしたけれど、プイッと横を向いた。大剣の刃を消して、柄つかを太もものホルスターへと戻す。

「一人で平気だったのに……来てくれなくても良かったんだ」

「そんなこと言わないでよ。ダンスを抜け出して来たんだからさ」

「来夏さんと約束をしていたんでしょう？　さっさと戻って、踊おどってあげて」

「今から行っても、もう始まっちゃってるよ。それよりもさ……」

　夜の公園。街がい灯とうのスポットライトの下。僕はサクヤの手を取った。

「僕とダンスを踊ってくれないか？　今、ここで」

「え……？　で、でも……どうして？」

　サクヤとは、相そう思し相そう愛あいになるって契けい約やくを結むすんでる。

　マッドハッターに頼たのまれたから、彼女に《想い出》をあげなくちゃいけない。

　そんな理由が浮かんだけれど……言い訳でしかないよね。

　あまりの照れくささに、身体中の血液が顔に集まってくる。鼓こ動どうの高鳴りを感じる。口の中が乾かわいて喉のどが張り付きそうだった。

　しかし、僕は気合いを入れるように大きく息を吐いた。

　意を決して、サクヤに告つげる。

「僕はきみと、ダンスを踊おどりたいんだ」

　今、この瞬しゆん間かんを逃のがしちゃダメだって思った。

　くだらないことに必死になってたクラスメイトみたいに、僕も必死になってみたかったのかもしれない。過ぎ去っていく《今》を《大切》にしてみたかったのかもしれない。

「…………」

　サクヤはなにも答えなかった。唇を震わせている。

「……ダメかな？」

　重ねて問うと、ぶんぶんと音が出そうな勢いで首を横に振ふった。

「それじゃ、踊ってくれる？」

　こくこくこくこくっ。ぶっ壊こわれた人形みたいに、首を何度も縦に振るサクヤ。

「では、お願いします」

「……うんっ」

　僕が手を差し出すと、サクヤはちょこんと手を乗せてきた。

　僕たちは、ダンスをはじめる。

　ステップを踏んで。ターンをして。

　二人だけのフォークダンス。

　公園まで音楽は聞こえてはこない。

　けれど、高鳴る鼓動がリズムを奏かなでていた。

　ファイヤーストームはなかったけれど、満天の星々が僕たちの頭上で輝いていた。

「ダンス、上じよう手ずだね」

　踊りながら声を掛けると、サクヤは、ふん、と鼻を鳴らした。

「……当とう然ぜんだっ。今日のためにいっぱい練習したんだからっ。振ふり付つけは完璧にマスターしてる」

「ひょっとして、僕と踊るために練習してくれたの？」

「別に、そういうワケじゃない！」

　サクヤは慌あわてて否定した。

「で、でも……」

　キュッと唇を嚙んで、そっぽを向いた。視線を背そむけたまま、忌いま々いましげに舌した打うちをする。

「……ヒソカが来てくれたから、練習が無む駄だにならなかった。その点については褒ほめてやる。……ありがとっ」

　偉えらそうな口調でお礼を言ったサクヤの横顔は、可哀かわい想そうなぐらいに真っ赤だった。耳の先まで朱しゆに染そまっている。

《オクラホマミキサー》を踊り終え、《マイムマイム》を踊る僕たち。

　両手を握り合ったまま、クルクルと回る。

　壊れ果てたセカイが、僕たちを中心に回転した。

「あはは、あははははっ！」

　嬉しそうな笑顔で、珍めずらしく声を上げてサクヤは笑う。

　僕も声を揃そろえて、一緒に笑った。

　どうやって、サクヤと向き合っていこうか、戸と惑まどっていたけれど……

　こんな風に《想い出》を積つみ重かさねていくことが、あるいは向き合っていくっていうことなのかもしれないね。

　踊り終えた僕たちを祝しゆく福ふくするみたいに、花火が打ち上がった──




　　　　[image: ]




「さて、学校に戻ろうか。打ち上げもあるって言ってたし」

　自転車に二人乗りをして、学校に戻ることにした。サクヤは素す直なおに荷に台だいに乗のってくれた。

　と、後ろからサクヤが声を掛けてくる。

「ところで、おまえに聞こうと思っていたことがある。昇しよう降こう口ぐちの下げ駄た箱ばこに、こんなものが入っていたの」

　サクヤが差し出したのは、《ラブレター用便びんせん》の封ふう筒とうだった。

「それは猿渡が送った《ダンスのお誘さそい》だよ。っていうか、今さら気付いたの？」

「ううん。以前から気付いていたんだけど、中に入っているものが意い味み不ふ明めいだったから」

　風に飛ばないよう指で押おさえながら、中身を見せてくれた。

　入っていたのは──お金だった。しかも、一〇万円ぐらい入ってる。

「なんだよ、それ？　猿渡は、現金まで配くばってたのか？」

「一緒に書類が入ってる。《学園祭運営費用交付書》だそうだ」

「……どこのクラスの費用だって書いてある？」

「二年Ｂ組」

　って、それは微かすかのクラスじゃないか。奪うばわれたはずの運営費が、なんでサクヤの許もとに届とどいたんだ？　このお金が、サクヤに渡わたるルートは……？　思し考こうを巡めぐらせた僕の脳のう裏りに、ある光景が浮かんだ。

　僕は猿渡に頼たのまれて、《ダンスのお誘い》を何通か書いた。それをカバンに入れるとき、床ゆかに落ちていた封筒を放ほうり込こんだ気がするぞ。

　ということは……つまり、こういうルートでサクヤに届いたんだ。




　猿渡に頼まれて、僕は《ダンスのお誘い》を書く。

　　　　[image: ↓]

　その封筒の束たばに、微のクラスの運営費が紛まぎれ込む。

　　　　[image: ↓]

《ダンスのお誘い》が、学校中の女生徒に配られる。

　　　　[image: ↓]

　偶ぐう然ぜん、運営費の入った封筒がサクヤの許に届けられた。




「…………なんてこった」

　微のクラスの運営費用を奪うばったのは──僕だ。

《[image: α]》は、この僕だったんだ。

　高天原センパイの真しん意いに気付き、愕がく然ぜんとしてしまう。

　センパイの行動は、図書委員の栞が言っていたように《木この葉はを隠かくすなら森の中》ってヤツだ。そして、高天原センパイが《森》を作り出すことで隠し通そうとした《木の葉》は──微の失敗ミス。

《学園祭の費用を不注意で無くしてしまった》。

　その事実を消しよう滅めつさせるために《[image: α]》という架か空くうの存そん在ざいを作り出し、全すべてのクラスに妨ぼう害がいをしたんだ。

　つまり──

「たった一人の女生徒の《想い出》を守るために、全校生徒を巻き込んだってことかよ」

　高天原センパイは苦にが手てだけど……これは、借りを一個作っちゃったかもしれないね。

「このお金は、どうしたらいい？」

「いちお、僕が預あずかっておくよ」

　サクヤから封筒を受け取り、ポケットにねじ込んだ。

　自転車は学校前の急きゆう坂ざかに差し掛かる。サクヤは荷台から飛び降り、駆かけだした。

「このノロマめ。先に行ってる！」

「って、待てよ！　にゃろ！」

　矢のような速度で走るサクヤを追って、僕も立ち漕こぎをする。

　それにしても……、ポケットの中のお金はどうしたらいいだろうね？

　これは、本来、《学園祭テロリスト》に奪われて、失われてしまったはずのお金だ。今さら出てきてもややこしいことになるだけだろう。

「ふうむ……」

　自転車は校門に差し掛かる。入場門の下に《ひろってください》と大書されたダンボール箱が置かれていた。

　自転車を停とめ、封筒から《学園祭運営費用交付書》だけを引き抜いた。一〇万円が入った封筒を箱の中に放り込む。必要な誰だれかが拾ひろってくれることを祈いのることにしよう。

　駐ちゆう輪りん場じように自転車を突つっ込こみ、昇しよう降こう口ぐちへと走る。クラスメイトたちは、そこで待っていてくれた。僕を見つけると大きく手を振ってくる。

「密ー！　なにやってたんだよー！」「遅おそーい」「打ち上げに突とつ入にゆうするぞー！」

　誰もが笑顔を浮かべて、口々に叫さけんでいる。……いや、来夏だけは恨うらみがましい瞳ひとみで僕を睨にらんでいたけれど。後でちゃんと埋め合わせしなきゃね。

　と、昇降口から上うわ履ばきのままで駆けていく影かげが二つ。

「やっぱり、にょろ蔵ぞうは捨てられませーんっ！」

「でも、部長！　僕たちにはエサ代がないんですっ！　写真集は一冊さつも売れませんでしたしっ！　誰かに拾ってもらうしかないんですよぅ！」

「そんなことは関係ないっ！　待ってて、にょろ蔵！　今行くわー！」

　泣きそうな顔で生物部の連中が校門に向けて走っていった。
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『なあ、諸しよ君くん。

　死の刹せつ那な。この世と別れを告つげる、くそったれな、その瞬しゆん間かん。

　人は、どんな光景を想い浮かべるのだろう。

　どんな《想い出》が脳のう裏りに蘇よみがえるのだろう。

　想像したことが、あるか？




　私は、こう想おもう。

　きっと、今いま際わの際きわに駆けめぐる《想い出》は、

　くだらない《日常》なのだ。

　何なに気げないけれど、何気ないが故ゆえに大切な、《日常》を想い浮かべるのだと思う。




　なあ、諸君。我々は、早そう晩ばん死ぬだろう。天使に殺され、志こころざし半なかばで無む惨ざんに散るだろう。

　だが、それでも良い人生だったと笑って死ぬために。

　高校生活を全力で駆け抜けようではないか。

　バラ色の《想い出》で彩いろどっていこうではないか。

　なあ、諸君──』

















scene6

　クリスマスリバース　──Xmas re:birth──















　僕ぼくが死ねば、《世界滅亡カーテンコール》を止められる。

　相そう思し相そう愛あいの相手だけが──僕を、殺ころせる。

　それが、ルール。世界を救う唯ゆい一いつの方法。




　──密ひそかくん、きみが好きよ

「僕も……あなたが好きだよ。愛してる」

　それは、中学卒業の夜。

　美しく舞まい散ちる桜の下の出で来き事ごと。

〝あの人〟は短たん剣けんを抜ぬき払はらい、僕に向けた。




　──それじゃ、世界を、救いましょうか
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「今夜は警けい察さつが検けん問もんを張っています。夜間外出禁きん止し令れい違い反はんの取り締しまりですね。検問箇か所しよを示しめした地図をプリントアウトしてあります」

　昼休み。桜ヶ丘高校。情じよう報ほう処しよ理り室しつ。

　積み上げられたＰＣとモニターの隙すき間まに作られた薄うす暗ぐらい空間ブースで、僕は大きな椅い子すに寝ねそべるように座すわっていた。夏服のシャツがはだけていて、なまっちろい胸むな板いたについた十じゆう字じ架か形がたの傷きずがむき出しだ。

「ありがとう。他ほかになにか報ほう告こくがあるかな？」

「暫ざん定てい政せい府ふ、ジエータイ、ＡＲＩＣＥ、テロリスト、米軍、各国軍隊など──ひぃセンパイに監かん視しを命令されている組そ織しきに不ふ穏おんな動きはありません。むぅ、つまんないですね」

　にゃみちゃんの猫ねこの瞳ひとみみたいな左目の虹こう彩さいが、気が抜ぬけるように弛し緩かんした。

「平和なのはいいことじゃないか。この一か月で、家は何軒けんか壊こわされたけど、天使に《回かい収しゆう》されちゃった住民は片手に収まるほどだし。うん。実に良い状態だよ。……きみは、殺さつ伐ばつとした世界の方が好きなの？」

「そんなことないです、けど……」

「けど？」

　膝ひざの上に座っている後こう輩はいをなだめるように、柔やわらかな髪かみを撫なでてやる。髪につけた大きなリボンがふわりと揺ゆれた。どうして今日は、こんなリボンをつけてるんだろうね？　普ふ段だんはつけてないのに。元々猫っぽい雰ふん囲い気きのある娘こだけど、リボンが猫耳っぽく見えて余計に猫みたいだな、とか思う。

「世界が平和になってしまいますと、わたしの利用価値が低下してしまいますから」

「心配しなくてもいいよ。僕がいる限り《血》はわけてあげるからさ。ってか、検問の情報をもらえるだけでも十分に役に立ってる」

　にゃみちゃん──縁えん遠どう丹に闇やみは超ちようがつくほど天才的なハッカーだったりする。街まちを守るために、彼女の能のう力りよくを利用しているんだ。

　その代わりに僕はにゃみちゃんに《血液》を与あたえている。彼女は《嗜し血けつ症しよう》という病気に罹かかっているために血が欲ほしくてたまらない──いわば《吸きゆう血けつ鬼き》なんだ。

　ギブ＆テイク。持ちつ持たれつ。僕とにゃみちゃんは、そういう関係を築きずいている。

　にゃみちゃんは黙だまったまま唇くちびるを尖とがらせていたけれど、小さく息を吐はいて、大型のカッターナイフを取り出した。僕の胸むねに刃やいばを滑すべらせる。

「痛……っ」鋭するどい痛みと同時に、鮮せん血けつが溢あふれ出す生なま暖あたたかい感触がした。

　僕の胸に舌したを這わせて、にゃみちゃんは血を舐なめ始める。肌はだを舐め上げられる刺し激げきに、腰こしがムズムズするような快かい感かんが走った。

　僕は不死身オメガだ。だから、すぐに傷が癒いえてしまう。その度たびに新しい傷口を作り、吸血娘は血を舐め啜すすった。

「はぁ…はぁ…。センパイの血は、やっぱり美味おいしいです……」

　ようやく満足したのか、口元を真まっ赤かに染そめたにゃみちゃんは顔を上げた。マタタビを嗅かいだ猫みたいに、目がトロンとしてる。

「血の味を褒ほめられても嬉うれしくないけどね」

「ときに……ひぃセンパイ？　明日は《裏うらクリスマス》です。一日早いですけどプレゼントを用意しました。もらって頂いただけませんか？」

　にゃみちゃんは僕の首に手を回して、身体からだをすり寄せてくる。夏服のシャツ越ごしに、彼女の細ほそっこい身体の感触が、ってゆーか、

「えーっと、にゃみちゃん？　制服を着るときに、なにか大事なモノ、忘れてない？」

　頰ほおをボワッと真っ赤に染めつつも、にゃみちゃんは僕の耳元で囁ささやいた。

「センパイにすぐプレゼントを開けてもらえるよう、簡かん易い包ほう装そうを心がけてみました」

「じゃ、ひょっとして《下》も？」

「両方とも、です」

　うわ。

　動どう揺ようする僕のココロとシンクロするように、大きなリボンが揺ゆれた。このリボンは《わたしがプレゼントです攻こう撃げき》のための装そう備びだったわけか。なるほどね。納なつ得とく。

「あの……実は、かなり恥はずかしいので、できれば早めにもらって頂けると嬉しいです」

「というか、どうしたんだよ、にゃみちゃん。今日はいつになくアグレッシブだけど」

「ううー。わざと会話を長引かせようとしてませんか？　ひぃセンパイのイジワル」

　猫目をうるうるさせた後で観かん念ねんしたように、

「《そーゆーコト》をおねだりするのは……すごく不安だからです」

「不安？　街は平和なのに……」

「平和だからこそですよ。センパイは気付いてらっしゃらないんですか？　その変化に」

　僕の両頰に手を添そえ、顔を覗のぞき込む。

「近ごろセンパイ……すごく優やさしいんです」

「さっき《イジワル》って言われたばっかりだと思うけどね」

「……ひぃセンパイ。お願いです。生ものですので、早めにお召めし上がりください。このままではイタんでしまいます」

「イタむって、なにがかな？」

「わたしのココロが、ですよ」

　会話を打ち切るように──ちゅっ♡

「メリークリスマス。ひぃセンパイ」
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〝あの人〟に短剣を突つき付けられたまま、僕は学ランのボタンに手を伸のばした。

「せっかくだから、第二ボタンもらってよ」

　引きちぎって、〝あの人〟に差し出す。

「僕が死んで、世界が平和になったら……棄すてちゃってもいいからさ」

　──棄てないわよ。ずっと、持ってる

　卒業のとき渡わたすボタンが、なぜ《第二》なのか聞いたことがある。心しん臓ぞうに近いボタンだから、想いが一番こもっているんだそうだ。

　ボタンがあった場所には、

　今、鈍にび色いろに輝かがやく刃やいばが突き付けられている。

「それじゃ、世界を救ってよ」
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　六月の終わりというのは、僕と萌ほう月づき来らい夏かにとっては特とく別べつな季節と言えた。

　中学二年の頃ころ。おかしな方向にグレていた僕は、来夏を壊こわしてしまおうとしたんだ。

　当時の僕にとって一番身近な存そん在ざいだった来夏を壊すことで、完かん膚ぷ無なきまでに壊れてしまいたくてさ。我われながら最さい悪あくなヤツだよね。

　来夏は笑って許してくれたんだけど──

　放課後。屋おく上じよう。南側のフェンス。

《話があるから》と彼女に呼び出された僕は、ガラにもなく少しだけ緊きん張ちようしていた。

　当の来夏は屋上のフェンスに寄り添うように立って、真ま面じ目めな顔でグラウンドを眺ながめている。目ま映ばゆい日差しと、夏の匂においがする気持ちいい風が彼女の短い髪かみで遊んでいた。

　絆ばん創そう膏こうだらけの手で髪を押おさえながら、来夏は口を開いた。

「きっと、ライトが点ついたら綺き麗れいだろうね」

「クリスマスツリーのこと？」

「そう。高たか天まが原はらセンパイってメーワクな人だけど、イイコト考えるよねっ」

　今を遡さかのぼること、一週間前。

　学園祭の興奮も冷さめやらぬ生徒たちに向け、センパイは突とつ如じよ宣せん言げんしたんだ。

『六月二四日を《裏クリスマス》と認にん定ていする！　好きな相手にプレゼントを贈おくるがいい！』

　センパイの無む謀ぼうともいえる提てい案あんは、生徒たちにまたもや好意的に受け入れられた。

　クリスマス特とく需じゆで《にわかカップル》も大量発生し、校内は時ならぬクリスマスムードに包まれてるんだ。

「飾かざり付つけを急げ！　決戦は明日なのだ！」

　校庭で大だい音おん声じようが響ひびいた。我わが校の生徒会長にして恋れん愛あい原げん理り主しゆ義ぎ者しや、高天原Ａの声だ。

　サンタクロースのコスプレをした高天原センパイは、生徒たちを指し揮きして巨きよ大だいなクリスマスツリーの飾り付けを進めている。

「夜に見に来たら、点てん灯とうしてるかな？　イルミネーションにお金掛かけたって聞いたけど」

「夜間外出禁止令のせいで、誰だれも見られないのにな。無む駄だなことに労力使う人だよ」

　僕の軽かる口くちに、来夏がクスリと笑った。その笑え顔がおに少しだけ安心しながら、

「で、何の用かな？　こんなとこ呼び出して」

「あのさ、裏クリスマスの夜……サクヤさんともう予定入れてたりするのかな？」

「いや、特には決めてないけど」

「だったら……クリスマスパーティしない？」

「パーティならクラスのみんなとやるだろ？」

「二人だけでやりたいんだよ。子どもの頃、毎年やったでしょ？　あんな風にさっ」

　口く調ちようは明るかったけれど、来夏の表情は思い詰つめたように見えた。細い肩かたが震ふるえている。どうしたんだろう。来夏らしくないな……

　不ふ思し議ぎに思いつつ、返事をする。

「じゃあ、明日の夜、きみの部へ屋やに行けばいいんだね？　屋や根ねづたいに」

「うんっ。約やく束そくだよ。……言いたかったのは、それだけ。わざわざ呼び出してごめんね」

　小さく頷うなずいた来夏は、踵きびすを返した。

　ふと気になって、その背中に問いかける。

「なあ、その手、どうしたんだよ？　絆創膏だらけじゃん」

「え？　これは、その……なんでもないよっ。ちょっと転ころんじゃってさ。あはは」

「ったく、ドジだな。気を付けろよ」

　両手を隠かくして振ふり返った来夏は、

「気にしてくれるなんて、優やさしいね……」

　ひどく切せつなげに微笑ほほえんでいた。

「お、おい、来夏……！」

　声を掛けたけれど、走っていってしまう。

　ぽりぽり──屋上に取り残された僕は人差し指で頰を搔かいた。

　ここのところ、来夏のようすがヘンなんだよね。元々落ち着きのないヤツ。でも、輪を掛けて情じよう緒ちよ不安定というかさ……。ダンスの件は許してくれたハズなんだけどな……

　ま、いいか。一つ肩を竦すくめて、給きゆう水すい塔とうのハシゴに手を掛けた。

　せっかくだから昼ひる寝ねでもしていこう。

　給水塔の屋根に昇のぼった途と端たん──ぎろりっ。

　思いきり、睨にらまれた。サクヤがムスッとした表情で座すわっていたんだ。

　ふん、と、対天使兵器ルシフエリオンは鼻を鳴らして、

「ヒソカ。私は、おまえが、嫌きらいだ」

「……いきなり、ご挨あい拶さつだな」

「特に、ニヤニヤ笑うときのおまえが嫌いだ。そういうときはイジワルなことを考えているから。だけど、もっと嫌いな表情があった」

　僕を指さして、サクヤは嚙かみつかんばかりの勢いきおいで言い放はなった。

「私は、デレデレしているときのヒソカが、一番嫌いだっ！」

「僕がいつそんな顔したんだよ」

「今していたでしょう？　来夏さんと喋しやべりながら、すごく情なさけない顔してた」

　立ち上がり、サクヤは僕を見下ろした。

「いい？　おまえとは一いつ緒しよに街を守ってる。言うなれば、戦せん友ゆうなの。もっとシャキッとしてくれなきゃ困る！」

　スカートの下のホルスターから剣けんを抜ぬいて、僕の首くび筋すじに突き付けた。

「今度そんな顔したら、首を落とすから！」

　捨すてゼリフみたいに叫さけぶと、サクヤは給水塔の屋根から軽かろやかに飛び降りる。

　ふと気になって、尋たずねてみた。

「きみは、なんでこんなところにいたんだ？」

「そ、そんなのどうでもいいでしょう!?」

　怒ど鳴なり声を上げると、サクヤは振り返らずに行ってしまう。

「……僕を待っていた、とか？　まさかね」

　肩を竦めながらそう呟つぶやいたとき、僕は《それ》に気が付いた。

　プリンのカップだ。中身はカラッポで、フタには《６月23日》と書かれている。サクヤは一日のプリン摂せつ取しゆ量りようを二つまでと定さだめている。プリンが大好きだから、そう決めないと食べ過ぎてしまうらしい。

　で。問題は、その隣となりにあったものだ。

　銀色のスプーンと一緒にプリンが置かれてたんだけど……、そのフタに書かれた文字は次のようなものだった。

《ヒソカの》

「……ぷっ」

　プリンを僕にわけてくれるつもりだったんだ。でも、思わず食べてしまいそうだったから名前を書いておいたんだろう。

　堪こらえきれず声を上げて笑ってしまった。だって、あまりにも可愛かわいくってさ。

　と、校庭からセンパイの声が聞こえてきた。

「シドはどこに行った!?　飾り付けを手伝うよう命令したはずだぞ！」

「…………もうしばらくここにいようかな」

　ありがたくプリンを頂くことにした。

　心地ここち良い青空の下。楽しげにクリスマスの飾り付けをしている生徒たちを眺ながめながら食べるプリンは、とても美味おいしかった。

「甘あまいモノは、苦にが手てなんだけどさ」
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〝あの人〟は短剣を構かまえたまま、ゆっくりと僕に近づいてきた。皮ひ膚ふを破り、肉を裂さいて、刃が僕の中に侵しん入にゆうしてくる。

　鮮せん血けつが流れて、中学校の学ランを濡ぬらした。

　しかし、癒いやしの力を持つ光は噴ふき出さない。

　僕と〝あの人〟は相そう思し相そう愛あいになれた。

　だから──傷が、癒いえないんだ。

「僕はさ……ずっと死にたかったんだ。なんで生きてるんだろう。なんで生まれてきたんだろうって、ずっと苦しんでたんだよ」

　痛みに顔をしかめそうになったけど、懸けん命めいに笑顔を浮かべた。笑ったまま死ぬって決めたんだ。それが〝あの人〟にできる最さい期ごの恩おん返がえしだって思ったから。

「でも、今なら素す直なおに言えるよ……」

　痛みを堪こらえて、僕は必ひつ死しで笑顔を作った。

　サラサラ、サラサラ──

　粉こな雪ゆきみたいに舞まい落ちていく花びら。

「僕は、生まれてきて、良かった。

　あなたに出で逢あえて、良かった……」
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　六月二四日裏クリスマス。夜。海のそば。

「パーティに遅おくれてごめんよ」

　Ｓ＆Ｗを抜きながら、僕は天使に向かって軽口を叩たたいた。

　天使が出現する予よ兆ちよう──《違い和わ感かん》を感じ取って、速そつ攻こうで駆かけつけようと思ったんだけど、警察の検けん問もんを回かい避ひしたせいで遠回りすることになっちゃったんだ。駐ちゆう車しや場じようが襲おそわれ、車が数台スクラップになってしまった。

　まあ、でも、警察に捕つかまっていたら、この程度の被ひ害がいじゃ済すまなかっただろう。にゃみちゃんに感かん謝しやしなくちゃいけないね。やっぱり彼女は使えるよ。

「さっそくだけど、受け取ってくれるよな」

　銃じゆう口こうを右肩に当てた僕は、

　ドンッ──躊躇ためらわずに引き金を引く。

　ホローポイント弾だんが肩かた関かん節せつにめり込んで弾はじけた。肩の肉が細こま切ぎれになって吹ふっ飛ぶ。血ち飛沫しぶきが白いアスファルトを赤く染そめた。

「クリスマスプレゼントだ」

　常じよう人じんならショック死するような衝しよう撃げきを堪こらえて、切せつ断だんされた腕うでを天使に向けて放り投げる。

　大事なぬいぐるみを抱かかえる幼よう児じみたいに、白はく亜あの怪かい物ぶつは僕の腕を抱きしめた。

　オオオオオオォォォォォォ──[image: !!!]

　慟どう哭こくをあげて、天使は空へと昇のぼっていく。

　気絶しそうなほどの痛みを堪え、額ひたいに滲にじむ脂あぶら汗あせを拭ぬぐった。気を失うわけにはいかない。

「────ハッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、制せい服ふく姿すがたのサクヤが大剣を振ふるった。天使が飛ばした錆さび付いたカミソリの刃はを弾き飛ばす。

　サクヤはまだ交戦中なんだ。

　三体の天使が彼女を囲かこんでいる。

　オオオオオオォォォォォォ──……

　慟哭して、別の天使が白い羽根を震ふるわせた。錆びたハサミが雨のように降ふり注そそぐ。

　大きく跳ちよう躍やくし、対天使兵器ルシフエリオンは攻こう撃げきをかわす。

　と、それを見み計はからっていたように、天使がハンマーみたいな腕を振るった。サクヤの着地点目掛けて鉄てつ塊かいを振り下ろす。

　僕は残っている左手で銃を構えた。できるだけ強くホールドして狙ねらいを定め──

　ドン！　ドン！　ドン！　ドン！　ドン！

　弾丸が天使の顔面を吹き飛ばした。鉄てつ槌ついになっている腕で、天使は顔を覆おおう。

　まるで僕の援えん護ごがあるとわかっていたみたいに、サクヤは笑った。

　躊躇ためらわずに天使へと突っ込む。

　ザッ──大剣で天使を両りよう断だんした。

　返す刀で残る二体の天使も斬きり裂さく。

　断だん末まつ魔まの声をあげる間もなく、白い結けつ晶しようのようなものを残して天使は消え去った。

　今夜も無ぶ事じに街を守れたってわけだ。

　吹っ飛ばした右腕の断面から光の粒つぶが噴ふき出し、傷が癒えていく。しかし、天使に《回収》させてしまったから、回復速度は遅かった。激げき痛つうを堪えながら、左手を軽くあげて、

「お見事だったね」

　サクヤは、ふん、と鼻を鳴らして、ハイタッチを返してくれる。

「このぐらい大したことない」

　そっぽを向いて、おざなりに付け加えた。

「…………おまえの援えん護ごもあったし」

「てっきり苦く戦せんするかもと思ってたよ。サクヤ、酔よっぱらってただろ」

「そんなことないっ！　もう平気だっ！」

　ムキになったように、サクヤは怒ど鳴なった。

　今日はクラスメイトたちとクリスマスパーティをしたんだ。サクヤは「一口だけ」とお酒を吞のんだ。律りち儀ぎな彼女は、カンパイに付き合わないのはよくないと思ったんだろう。

　で。

　たった一口で、サクヤは酔っぱらっちゃったんだよね、これが。酔ったサクヤがどんな風になるのかは……伏ふせておこう。斬られたくないしさ。

　ともあれ、クリスマスパーティはとても盛もり上がった。友達と一緒に笑い合うのが苦手な僕だけど、珍めずらしく楽しんじゃったな。

「うぅ……未成年はお酒を吞んじゃいけないんだっ。だから、私が前後不覚になったのも無む理りからぬことで……」

　サクヤは悔くやしそうに言い訳わけを呟つぶやき続けてる。

「ふむ」一つ頷うなずいた僕は、からかってやろうと彼女に一歩近づいて、

「……え？　あれっ？」

　膝ひざから崩くずれ落ちた。脂あぶら汗あせが止まらない。右肩の痛みが和やわらぐと同時に、視し界かいが霞かすんでいく。……なんてこった、痛みに耐たえ切れず、精神の《ブレーカー》が落ちたらしい。

「ヒソカっ！　どうした!?」

　焦あせった顔のサクヤを最後の風景に、

　その場にひっくり返ってしまった。

　ははっ、我われながら情なさけないね。こんなことめったにないのに。気が抜けてる、としか、言えない、な──……
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〝あの人〟がさらに近づいてくる。血が噴き出す。傷口が醜みにくく広がっていく。

　──神さまは、本当に残ざん酷こくね。どうして、密くんをオメガに選んだのかしら……

「天国に行ったら、神さまに聞いてくるよ」

　必死の思いで口にした軽口に、〝あの人〟は笑ってはくれなかった。

　──もっと嫌なヤツなら良かったのに。オメガに相応ふさわしい最低のヤツなら……

〝あの人〟は、僕に短剣を突き立てたまま、

　──好きになんてならなかったのにね

　一ひと筋すじの涙をこぼした。
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　ザザ……ザザザ……

　波の音が聞こえて、僕は目を開いた。

　視界には夜の海と砂すな浜はま。ここは……オバケ灯とう台だいだ。《回収》されて台だい座ざだけになってしまった灯台の上に僕は横たわっていた。気き絶ぜつした僕を、サクヤが運んでくれたのかな？　右腕に痛みはない。完全に癒いえたようだね。

　うーむ。それにしても、意外だな。ただのコンクリの塊かたまりに過すぎないのに、なんだか寝ね心地ごこちがいい。身体からだに当たる部分は硬くて痛いんだけど……うん。枕まくらがいいよね。適てき度どな張りと弾だん力りよくが──って、枕じゃないぞ、これ？

　顔の下にある柔やわらかいものを撫なでてみた。

「ひひゃぅっ！」

　声が上から降ってきた。

　頭を空に向けると、すぐ近くで頰を赤くしているサクヤと目が合う。

　そこで、全すべてを理解した。

　僕は、サクヤに膝ひざ枕まくらされていた。

「さ、触さわらないで！　バカ！　くすぐったいでしょう!?　目が覚めたならどいてッ！」

　制服の首輪を思いきり引っ張って、ムリヤリに起こされてしまう。

「って、苦しいだろ!?　起き抜けに頸けい骨こつ骨折させる気か！」

「うるさい！　おまえが悪いっ！」

　嚙かみつかんばかりの勢いで、サクヤは僕を睨にらみ付けてきた。彼女の隣となりに腰こし掛かけながら、

「仕方ないだろ、まさか、サクヤが膝枕してくれてるなんて想像もしないしさ」

「したくてしたわけじゃない。ここまで運んであげたら、私に寄りかかってきたの！　それで、そのまま……」

「イヤだったら押おしのければ良かったろ？」

「だって……！」悔くやしそうに唇を尖とがらせて、サクヤはそっぽを向いて、

「……すごく苦しそうに呻うめいてたから」

　腕の痛みに苦しむ僕を気き遣づかって、膝枕してくれてたっていうのか？

「でも、気を許ゆるしたわけじゃない！　ほら、ちゃんと大剣も用意してる！　ヘンなことをしたらすぐに斬きってやろうと思ってたの！」

　学校指定のバッグに立てかけてある剣を横目に、サクヤはまくし立てる。

　嬉うれしいような、こそばゆいような、妙みような気分だね。寝顔を見られてたっていうのも、非常に恥はずかしいし。普段なら軽口でも飛ばして茶ちや化かすところなんだけど……

「なんつーか、アレだ。……ありがとう」

　素す直なおに礼を言ってみた。

　びっくりしたように目を見開いたサクヤは、照れくさそうに顔を伏ふせる。

「あ、うん。別に平気」

　なんだか僕まで恥ずかしくなって、サクヤから視し線せんをそらすように空を見上げた。今日は雲もなく満天の星が広がってる。

　と、サクヤが大きく咳せき払ばらいをした。

「ヒソカ。おまえにプレゼントをあげる」

「プレゼントって、クリスマスの？」

「うん。ぱーてぃの時のプレゼント交こう換かんでは、私のは猿さ渡わたりくんに当たっちゃったから」

　クラスのみんなでやったパーティで、プレゼント交換をした。

　サクヤのプレゼントは手作りのケーキだったんだけど、彼女の作る料理は《見た目は最高だけど、味は最悪》なんだよね。

　サクヤのケーキを一気食いした猿渡は、血けつ涙るいを流しながら拳こぶしを突つき上げ、「我が人生に一いつ片ぺんの悔くい無しッ！」と叫さけびながら昇しよう天てんしてしまったほどだ。「おまえは世せい紀き末まつ覇は者しやかー！」と、雪ゆき村むら珊瑚にツッコまれてたっけ。

　って、それはさておき。

「わざわざもう一つ用意してくれたの？」

「うん。高天原師し匠しようが言っていたでしょう？　好きな相手にプレゼントを渡わたせって」

　サクヤは学校のカバンを開けて、白い毛糸で編あまれた帯おび状じようの物体を取り出した。

「おまえとは相思相愛にならなくちゃいけない。これは、その作戦の一つだ」

「って、それは、僕の勘かん違ちがいじゃなければ、冬場に首に巻く防ぼう寒かん具ぐだと思うんだけど」

「そう。マフラー。私が編んだの」

「確認したいんだけど、今、六月だよね」

「クリスマスプレゼントは、こういうものだって聞いた。さ、巻いてみて」

　有う無むを言わさぬ口く調ちようで、サクヤは僕の首に純じゆん白ぱくのマフラーを巻きつける。

「暑あついよ」

「もうっ、おまえはいちいち文もん句くが多い」

「ぐぇっ！　苦しいって！　首を絞しめるな！」

「いっそ、そのまま死んでしまえばいいのに」

　冷たいことを言いながらも、サクヤは首を絞める手を緩ゆるめてくれた。手編みだというマフラーは、とても長くて、僕の首に巻いても、かなりの長さが余あまってしまっている。サクヤって裁さい縫ほうが得とく意いだと思ってたんだけどな。

　ふん、と鼻を鳴らしながら、サクヤは腰をずらして僕に近寄ってきた。

「ほら、こうすればちょうどいいでしょう？」

　自分の首にもマフラーを巻く。二人の距きよ離りが近づいたせいで、肩が触ふれあってしまう。

「あんまりくっつかないで」

「ムリ言うなよ。イヤなら、外はずせばいいだろ」

「それはダメ。ふんっ、さっさと私を好きになれっ！」

　いつも通りの憎にくまれ口を叩いて、サクヤは海を眺め始めた。

「ごめんね。僕はプレゼント用意してないよ」

　返事の代わりに、「あ……っ」とサクヤは吐と息いきを漏もらした。

「見て……」

　心地ここちよい海風に乗せて、

　サラサラ、サラサラ──

　星空から、白い雪が舞まい降りてきていた。

　これは《紙かみ吹雪ふぶき》と呼ばれているものだ。

　地上物が回収されると、代わりに空から降ってくる、冷たくない雪。

「仕方がないから……これを、ヒソカのプレゼントってことにしといてあげる。おまえの腕が回収されたせいで降ってきたんだし」

　紙吹雪が降ってくるのは、世界が滅ほろびに向かっている証しよう拠こ。普段なら忌いむべきものだ。

　だけど……

「ホワイトクリスマス、だね」

　時ならぬ、夏場のホワイトクリスマス。

　世界が壊れつつあるからこそ起こった奇き蹟せき。

　それは、とても奇妙で幻げん想そう的てきで退たい廃はい的で──僕たちにはお似に合あいのような気がした。

　世界を救うために、そして街を守るために。

　契けい約やく尽ずくで恋れん愛あいをする、僕たちにはさ。

　もっとも出で逢あった頃ころと比くらべたら、僕とサクヤの《関係》もずいぶん変わってるけどね。

　冷たく硬こう質しつな手て錠じようで繫つながれた関係から、

　柔らかなマフラーで繫がれたような関係に。

「高天原センパイが勝手に決めたものだから、ありがたみなんてないんだけど……」

　言いながら、僕は思う。

　可愛かわいい後輩。迷めい惑わくだけど頼たよれるセンパイ。

　うるさい幼おさななじみ。騒さわがしいクラスメイト。

　そして、世間知らずながらも、必死に恋こいをしようとする対天使兵器ルシフエリオンに囲まれて。

　騒そう々ぞうしくも楽しい毎日を送ってる。

　ちゃんと街を守ることができているから、街は平和で、悲しみは減っている。

　昔むかしのように絶望に苛さいなまれることもない。

　なんだか、これって──悪くないよね。

「……でも、いちお、言っておくよ」

　寄より添そうように座る対天使兵器ルシフエリオンを見つめ、僕は笑いかけた。

「メリークリスマス」

「……うん。メリークリスマス」

　サクヤもぎこちなく微笑ほほえみを返してくれて、僕のココロは温あたたかくなる。

　その《温かさ》に名前を付けるとしたら、

　それは、たぶん《幸せ》だろう。
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　そう、僕は、あろうことか《幸せ》を感じてしまったんだ。

　サクヤと過ごす短い日々の中で、

　最も《幸せ》だったと呼べる一か月が、

　終わりを告つげるとも知らずに──
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《はじまり》は来夏によって、もたらされた。

　サクヤと別れ、自転車で家いえ路じについていた僕は、幼おさななじみに出くわしたんだ。

　スポットライトみたいな街がい灯とうの下、来夏は近所の公園で寂さびしそうに立ちつくしていた。いつになく可愛い服を着ておめかししてる。

「どうしたんだよ、こんなところで」

「それは私のセリフだよ。ひーちゃん」

　幼なじみの口く調ちようは冷たかった。

「二人だけでパーティしようねって約束したのに……。私、待ってたんだよ？」

「こうして会えたんだから、問題ないだろ」

「……もう、遅いよ」来夏は公園の時計に目をやった。〇時を回ってしまっている。

「それ、誰からもらったの？　サクヤさん？」

　切せつなそうな瞳ひとみで、僕の首元を見つめる。

「……まあね」肯こう定ていしながら、巻いたままだった白いマフラーを外した。

「サクヤさんと……会ってたんだ……」

　一層、悲しげに来夏は俯うつむいた。

　わざと約束をすっぽかしたわけじゃない。サクヤと一緒だったのは街を守るためだし、遅くなったのは気絶していたせいだからね。

　だけど、幼なじみの寂しそうな顔を見ていると、なんだか申もうし訳わけない気分になった。

　コイツは昔っから《お祭り好き》なんだ。クリスマスも誕たん生じよう日びも派は手でに騒さわぎたがるんだよね。きっとクリスマスパーティも楽しみにしていたんだろう。幼なじみの僕と一緒に騒いで、なにが楽しいのかわかんないけど。

　よしっ。僕は一つ頷いて、

「わかった。クリスマスパーティしようぜ」

　絆ばん創そう膏こうだらけの来夏の手を強ごう引いんに引っ張って、自転車の後ろに座らせた。

「ちょ、ちょっと、ひーちゃん？」

「しっかりつかまってろよ！　飛ばすぞ！」

　戸と惑まどう来夏を乗せて、夜間外出禁止令が出ている街へと走り出す。巡じゆん回かい中ちゆうのパトカーや装そう甲こう車しやに見つからないように気を付けながら、思いっきりペダルを漕こいで、かっ飛ばした。

　目的地は──学校だ。

　校舎は闇やみに沈しずんでいた。半はん壊かい状じよう態たいの第二校舎が、瀕ひん死しの巨きよ人じんみたいに横たわっている。

「ちょっと待ってなよ。すぐ戻もどるから」

　グラウンドの一いち隅ぐうに来夏を待たせて、昇しよう降こう口ぐちの脇わきへと駆かけ出した。そこから電でん源げんを取ってるって、センパイに聞いていたからさ。

「来夏ー！　見てろよー！」

　立ちつくしてる幼なじみに声を掛けて、クリスマスツリーのイルミネーションを点つけた。

　大きなもみの木が、輝かがやく光に彩いろどられる。瞬またたく光が校舎の窓ガラスに反射して、何倍にも煌きらめいて見えた。すごく綺き麗れいだ。

　これで来夏の機き嫌げんも直るだろう。幼なじみのフォローにしちゃやりすぎだけどね。

「メリークリスマス、来夏」

　無言のままツリーを見上げている来夏に、後ろから声を掛けた。

「少しはクリスマス気分が盛もり上がったろ？」

　すごいよ、ひーちゃん。感動しちゃった！

　子どもみたいにわめいて満まん面めんの笑えみを浮うかべる──そんなリアクションを期待してた。

　だけど、来夏の顔を見て息を飲んだ。

　幼なじみは──泣いていたんだ。

　キラキラ輝くツリーを見上げて、唇を震わせている。頰を大おお粒つぶの涙が伝っていく。

「こんなことしてくれるなんて……昔のひーちゃんみたいだね。高校に入ってから、ずーっとピリピリしてて、冷たいぐらいだったのに……。どうして優しくしてくれるの……？」

　涙を流したまま、来夏は僕を見つめた。

「これもサクヤさんが来てくれたせいかな？」

　クリスマスツリーのイルミネーションが幼なじみを淡あわく照らしている。

「なにわけわかんないこと言ってんだよ」

　コイツの泣き顔は見たくない。笑顔を取ったら何も残らないんじゃないかってぐらい、いつも笑ってるヤツなんだ。

　涙を拭ぬぐってやろうと、僕は近づいた。

　しかし──真しん剣けんな眼まな差ざしに射い貫ぬかれた。







「私は、ひーちゃんが好き」







　突とつ然ぜんの告白に、僕は言葉を失ってしまう。

「ちっちゃい頃から好きだったんだよ……。友達の関係が壊れちゃうのが怖こわくて言い出せなかったけど……ずーっとひーちゃんだけを見つめてきたんだよ。これ……覚えてる？」

　来夏が差し出した手のひらには、小さな指ゆび輪わが二つ載のっていた。土に薄うす汚よごれた、ピンクとブルーのオモチャの指輪だ。

「……覚えてるよ」

　夏祭りの縁えん日にちで少ないお小こ遣づかいを出し合って、それを買い……僕と来夏は結けつ婚こん式しきの真似まね事ごとをした。二人で《こんいんとどけ》も書いたっけ……

『大事なものだから、しまっておこうよ！』

　来夏の発案で、いろいろな宝たから物ものと一緒にクッキーの缶かんに詰つめて、川沿いのポンプ小屋の裏に二人で埋うめた。

　世界が平和だった頃の、幼すぎる想い出だ。

　でも、待てよ？　あのポンプ小屋って、回収されたんじゃなかったか？　僕たちが封ふうじこめた、真夏の空気と一緒に。

「頑がん張ばって探さがしたんだよ。ひーちゃんへのクリスマスプレゼントにしようと思って。きっと残ってるって信じて……」

　指輪を載せた来夏の手はボロボロだった。

　オモチャの指輪を探して、あてもなく掘ほり返していたから傷ついたってことなのか……

　胸がしめつけられるような想いだった。

「いつか……いつの日か……二人で交わした約束が、果はたされるんじゃないかって、思ってた……。それなのに……」

　イルミネーションに照らされた二つの指輪は、まるで本物みたいに煌きらめいた。でも、それはニセモノだ。

　約束が、果たされることはない。

「《世界滅亡カーテンコール》が起こって、なにもかもが、壊れちゃった。お母さんも《回収》されちゃって、ひーちゃんもおかしくなっちゃって……。生きてくだけで精せい一いつ杯ぱいで……。好きだって気持ちは抑おさえ込こんでたんだよ……。

　でも、突然、サクヤさんが現れてさ……。ひーちゃん、彼女と恋愛するって言い出して……。彼女と友達になれなんて言われて……」

　涙が頰を伝う。絆創膏だらけの手で懸けん命めいに拭ぬぐったけれど、次から次へと涙の雫しずくが零こぼれた。

「もう、耐たえられないよぅ……」

　幼なじみの涙を止めたくて。

　来夏の想いにはきっと応こたえられない──そうわかってるのに、卑ひ怯きよう者ものの僕は口を開いた。

「僕とサクヤは、ムリヤリに恋をしようとしてるんだ。彼女の家の事情でね。だから、そう簡かん単たんに彼女を好きになることなんて、」

「ひーちゃん……。私は、ひーちゃんだけを見つめてきたの。だからこそ、わかっちゃうんだよ」

　ココロの奥おく底そこまで見み透すかすように、真まっ直すぐに僕を見つめた。




「ひーちゃんは──

　サクヤさんを好きになり始めてる」




　　　　[image: ]




　翌朝。学校。給きゆう水すい塔とうの屋や根ねの上。

　始業前の一時を、いつもの場所に寝ねっ転ころがって過ごしていた。空には重たい雲が広がっている。今にも泣き出しそうな雲行きだ。

　ズキリ、と胸の傷きず痕あとが痛んだ。

　この傷は、僕と〝あの人〟が愛した証あかしだ。

　そして同時に、この傷痕は、僕たちが世界全すべてを裏切った烙らく印いんでもある。

　中学の卒業式。舞い散る桜さくらの下の出来事が、脳のう裏りにフラッシュバックした──




「どうして泣くんだよ？　相そう思し相そう愛あいになって、ようやく世界が救えるのに……」

　心しん臓ぞうに突つき刺ささる直前で、〝あの人〟は短剣を引き抜いた。禍まが々まがしい造ぞう作さくの刃は僕の胸を抉えぐり、十字架形の傷を付ける。

　──好きだからこそ、殺せないの

　その言葉で、堪こらえていたなにかが弾はじけた。

　必死に作っていた笑顔が崩くずれてしまう。

「僕だって……死にたくない……！

　あなたと一緒に生きていたいよ……！」




　僕と〝あの人〟は世界を救わなかった。

　世界を救うチャンスをふいにしたんだ。




　冷たい雨粒を頰に感じて、身体からだを起こした。片かた膝ひざをついて、眼がん前ぜんに広がる壊れた街を眺める。雨に煙けむっていく景け色しきは、中学卒業の頃と比べれば、見る影かげもないほどに破は壊かいが進んでしまっていた。

　全すべては、僕が生きているせいなんだ。

　僕が生きていること──それが《罪》だとするならば、〝あの人〟への愛だけを《免めん罪ざい符ふ》にして僕は生きてきた。

　その、はずなのに……

　冷たい雨が、僕の身体を濡ぬらしていく。雨粒を浴びるように顔を上げて、目を閉じた。

『ひーちゃんは──

　サクヤさんを好きになり始めてる』

　来夏の言葉がリフレインする。

「く……っ」

　さらなる胸の痛みを感じて、胸を押さえた。

　僕は、サクヤと過すごす日々に幸せを感じてしまった。あろうことか〝あの人〟を忘れて、幸せを享きよう受じゆしてしまったんだ。

　そして、気が付けば、歌が聞こえなくなっていた。

《Loves, so that want to kill.殺したいほど、愛してる》

〝あの人〟が大好きだった歌。いつも口ずさんでいた曲だ。

　いつだって、僕のココロには〝あの人〟の澄すんだ歌声が響いていた。

　愛する人の面おも影かげを探すみたいに、リフレインする歌声に合わせて、僕もその曲を唄うたっていたんだ。辛つらいことがあるたびに。悲しいことがあるたびに。

　しかし、この《幸せ》だった時間、僕は歌を忘れていた。

　耳を澄ましても、〝あの人〟の歌声が聞こえてこない。愛する人の面影が、遠くなってしまっている。

　怒りと一緒に──強い恐きよう怖ふを感じた。

　愛する人を失う恐怖。僕という存在を揺るがす、恐怖だ。

「なにをやってるんだよ、僕は……」

　自分の甘っちょろさにヘドが出るね。

　サクヤのおかげで街が平和になり、絶望を感じなくなっていた。そのことに浮かれて、本来、僕がいるべきでない《日常》に没ぼつ頭とうしてしまった。クラスメイトと一緒にバカみたいにはしゃいでしまった。マッドハッターの言葉にココロを動かされてしまった。

　そして──サクヤとの恋愛に真剣になってしまった。

　僕にとって、サクヤとの恋愛は《手しゆ段だん》に過ぎないのに。

「僕は……バカだね」

《手段》と《目的》を取り違ちがえそうになるなんて……。

　サクヤに、惹ひかれはじめてしまうなんてさ……。

「ははっ、気付かせてくれた来夏には感謝しなくちゃいけないな……」

　雨が強くなり、身体を打った。雨の冷たさが、ココロに宿やどった《温かさ》も奪うばっていくような気がする。その代わりに、オメガになった瞬しゆん間かんに欠かけてしまった部分が、ガラスの破は片へんみたいに輝かがやきを取り戻した。

「心地ここち良い。実に気分がいい雨だね……」

　もはや、僕のすべきことは一つしかない。

　この胸に宿る《温かさ》を殺す。《大切さ》を殺す。《幸せ》を殺す。

〝あの人〟への《想い》を殺さないために、

　サクヤとの《関係》を殺すんだ。

　そのためには、どうしたらいい？

「……ヒソカ？」

　気付けばサクヤが給水塔の上に立っていた。

「雨が降ってるのに、どうしてこんなところにいるの？　そのままじゃ風邪かぜを……ああ、おまえは風邪も引かないんだったな」

　そんな一いつ瞬しゆんの気き遣づかいが、少しだけ嬉しかった。この《嬉しさ》も殺さねばならない。

　僕はサクヤの前に立った。彼女は、深しん刻こくな口調で問うてくる。

「あの……来夏さんに聞いたの。ヒソカに告白したって。それ……本当？」

「……ああ」

「それで、おまえは……どうするの？　来夏さんに殺してもらうつもり、なの？」

　降りしきる雨が、サクヤもしっとりと濡らしていく。そんな彼女を見つめているうちに、一つの方法に思い至いたった。

　僕には何人もの協力者の女の子がいる。そして、そのうちの多くと《そーゆーコト》をしている。にゃみちゃんのようにね。

　彼女たちと関係を持っても、全く罪ざい悪あく感かんは感じない。そこには、ココロが通っていないから。あくまでも〝あの人〟に再び巡めぐり逢あうための手段。ただの道具。ギブ＆テイクの一いつ環かんと捉とらえることができている。ま、キモチイイことは嫌いじゃないってのもあるけどさ。

　だから──僕は笑みを浮かべた。

　悪あく徳とく商しよう人にんみたいな、作り慣れた笑顔を。

「全すべては、きみ次し第だいだよ」

　サクヤとの関係も、そんな風に堕おとしてしまえばいい。純愛ラブコメなんてしてやる必要はない。ココロの通わない、手て錠じようで繫つながれたような関係に戻してしまえばいいんだ。

　世界を救うためだと言えば、サクヤは、きっと拒こばまない。いや、拒めない。

「私、次第……？」

　カッ！　──戸と惑まどったような顔をしたサクヤを雷らい光こうが照らした。

「ねえ、サクヤ」

　激はげしい雷らい鳴めいを背後に聞きながら、

　僕は彼女の首筋に唇を寄せた。







「僕たちの関係を、そろそろ次の段階に進めないか──？」


【卒業まで　残り２５８日】









　　　あとがき







　めんそーれ！　風かざ見み周めぐるです。

「周」と書いて「めぐる」と読みます読ませます。覚おぼえておいて頂いただけると嬉うれしいです。

　二か月連続刊行の第二弾──通算・五巻目の『殺×愛４─きるらぶ　ＦＯＵＲ─』をお送りします。シリアスだった前回とは打って変わって、今回はお気き楽らく極ごく楽らくな学園祭編です。口絵のマンガなどなど、Ｇ・むにょさんや眼鏡めがねっ娘こ担当Ｋさんと一いつ緒しよに、さまざまな悪わる巧だくみをしております。楽しんで頂けたら嬉しいでっす！

　さてさて。『めんそーれ！』なんて挨あい拶さつをしたのには理由がありまして。殺×愛４は沖おき縄なわで執しつ筆ぴつしたんですよ。ライターの友人と執筆合がつ宿しゆくに行ったんですよ。おかげですっかり沖縄にカブレております。チャンプルー！（私の知ってる沖縄の言葉はその程度です）

　合宿に行ったのは四月。沖縄は早くも海開きしています。気き分ぶんは夏ですよ夏っ！

　目ま映ばゆい日ひ差ざし。爽さわやかな風。青い空。白い雲。輝く砂浜。透すき通とおる海。トロピカルドリンク──そして、ビキニのおねいさんっ！　いやっふー！　シーサー！（楽しげに！）

　もうね、執筆なんかそっちのけで一夏のアバンチュールを満まん喫きつしちゃいましたよ！

　例をあげますと、友人と一緒に砂浜で身体を焼いてましたら、東京から来たっていう女の子二人組に声を掛けられたりしました。いやあ、すっかり意気投合しちゃいましてねぇ。奇き遇ぐうなコトに泊とまっていたホテルも一緒だったんで、夜は最上階にあるバーラウンジに行き、夜や景けいを見ながら泡あわ盛もりのカクテルで出で逢あいに乾かん杯ぱい。これがまたものすごく盛もり上がっちゃいまして。すっかり酔っぱらった私たちは──……そこから先のことはココには書けませんよあははははははははごめんなさい全部ウソです（血涙）。

　沖縄に執筆合宿に行ったっていうのは本当なんですが、そんなトキメキ☆イベントは一つも発はつ生せいしませんでした。せっかく沖縄まで来たってのにホテルに籠こもってひたすらノートパソコンに向かう日々。刻こく一いつ刻こくとササクレだっていく風見のハートを唯ゆい一いつ癒いやしてくれたのが、ベランダから眺ながめられる美しい海……のハズだったんですが。

　連れん日じつどしゃぶりの雨ってどういうことですか神様！（ホテルの床に正せい拳けん突づきしつつ）

　しかも、沖縄とは思えないほど寒さむい！「責任者出てこい！」って叫びたいぐらいに！

　諦あきらめきれない私たちは海まで行ってみたんです。しかし、やっぱり太陽はカケラも顔を出さず、じっとり湿しめった空気。黒い雲、轟とどろく雷らい鳴めい、凍こごえる砂すな浜はま、濁にごる海。沖縄っぽい爽さわやかさは皆かい無むでございました……。シーサー……（ションボリと）

風見「ビキニのおねいさん的な存そん在ざいはいらっしゃらないのでしょうか？」

友人「……今、海に入ったら凍こごえ死じぬって」

　いやいや、そこまで冷つめたくないだろー！　と、海に足をつけてみたところ、

風見「ぎゃー！」

　リアルに死ぬかと思いました。あまりの冷たさっぷりに。

風見「ちっくしょう！　なんのために沖縄に来たと思ってやがるんだっ！」

友人「執筆」

風見「そうですね」

　めそめそ泣きながら執筆作業に専せん念ねんしましたとさ。めでたし、めでたし──って、めでたくないよ！　沖縄のバカ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　うわーん！（帰りの飛行機で号泣）

　そんなこんなで紙し幅ふくが尽つきました。殺×愛に関かかわる全ての人たちに感謝の投げキッスを発はつ射しやしつつ、あとがきを終わろうと思います。ありがとうございます！　ちゅっ！

　次は、『殺×愛５─きるらぶ　ＦＩＶＥ─』でお目に掛かかることになるかと思います。

　密ひそかやサクヤたちの最も幸せだった時間は終わり告げ、なにもかもが崩ほう壊かいを始めます。

　終しゆう焉えんする世界は、悲劇しか生まないのか。失った愛は、苦しみしか与あたえてくれないのか。

　そんな感じ、かな？　これからも応おう援えんよろしくです！
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